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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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　その男は、巌いわおのような男だった。

　丸太のような腕と脚。しかし無駄な脂肪は付いておらず、まさに『漢おとこ』という言葉が似合う風貌をしていた。

　彼の名前はクロア。今年で三十五になるが、見た目の若々しさは二十代と言っても信じられるほど若い。

　身長は二メートル超え。村一番の巨漢にして、村一番の力持ちである。

　家族は愛する妻のウィエルと、十五歳になる息子のアルカが一人。三人は、幸せな毎日を過ごしていた。

　クロアの仕事は木こりだ。山の神に感謝をし、木を伐採して生計を立てている。

　今日もクロアと息子のアルカは、仕事のため二人で山へとやって来ていた。

「今日はこの辺で仕事をするか。アルカ、下がっていろ」

「ああ」

　アルカが十分に下がったのを確認し、クロアは巨大な木の前で肩を回す。

　幹の太さは、大の大人が五人で手を回しても囲いきれないほどだ。でかい。でかすぎる。

　そんな巨木を前に、クロアの手には何もない。

　クロアは長く太い腕を振り上げると、指をピンと伸ばす。手刀の構えだ。

　腰を回して力を溜める。筋肉が膨れ上がり、血管が浮かび上がり。溜めて、溜めて――振るう。

「フッ」

　ザンッッッ……！

　振り抜かれた腕。わずか数秒の沈黙の後、巨木は剣で切り裂かれたように切られ、メキメキと音を立てながら倒れた。木の断面は滑らかで、手刀で斬られたようには見えない。

「すっげぇ……」

　相変わらずの剛腕。見慣れているとは言え、アルカの頬に汗が流れた。

「アルカ、こいつを枝払いと玉切りしておけ」

「たまには父さんも手伝ってくれよ。その方が早く終わるし」

「甘ったれるな。お前が将来、一人になっても生きていけるように今から特訓しているんだ」

「頼んでないっつの……」

「なんだと？」

「な、なんもないっす……！」

　アルカは首を大きく振り、斧を片手にそそくさと準備を始めた。

　今までの経験と、男としての本能が言っている。クロアを怒らせたら、間違いなくタダじゃ済まない。最悪――殺される。

　アルカの仕事は、倒した木を解体して木材や薪にすることだ。まずは前段階の枝払いと玉切りをする必要がある。

　斧を手に、倒れた木へ向かい振るう。

　一振りごとに、斧は深々と木へと食い込む。クロア程ではないが、アルカも十分剛腕と言っていいだろう。ただ、クロアが規格外すぎるのだ。

　森の中に、軽快な音が響く。森の動物たちも音を聞いて、物陰からこちらを眺めていた。

　アルカが仕事を始めて二時間が経過。玉のような汗を流している間、クロアはアルカの様子を見つめていた。クロアは父であると同時に、仕事の師匠でもある。手を抜いていないか確認するのもクロアの仕事だ。

　そうしていると、森の奥から一人の女性が姿を現した。

　プラチナホワイトの髪を揺らす清せい楚そで清純な風貌の彼女は、クロアとアルカを見て手を振った。

「あなた、アルカ。お昼ご飯持ってきましたよ」

「ウィエル、ありがとう」

「母さん、ありがとう！　ちょうど腹減ってたんだよ！」

　クロアの奥さんで、アルカの母、ウィエルである。

　クロアとアルカは作業を中断し、ウィエルと共に昼休憩をすることにした。

　三人は切り株に座り、ウィエル特製のジャンボステーキサンドを食べる。

　小柄なウィエルの顔くらいあるステーキサンドに、アルカは四苦八苦しながらかじりつく。

　だが、クロアの手が持つとその大きさが霞む上に、軽く二口で全部食べきってしまった。

「あらあら。もう少し大きくした方がよかったかしら」

「いや、ちょうどいい。水をくれ」

「はいはい」

　ウィエルがコップに手を添えると、目を閉じる。

「《ウォーターボール》」

　直後、手の平に魔法陣が現れ、コップになみなみと水が注がれた。

　魔法。魔力を持つ者が規則に則った手順を踏むことで、何もないところから火を熾おこしたり、水を出したりする超常の力。

　魔法は生まれながらの才能により、使えるかどうかが分かれる。これは遺伝とは関係ない。完全に本人の才能によるもので、ウィエルは魔法の才能に恵まれていた。

　相変わらず仏頂面のクロアだが、ウィエルの料理を食べている時だけは雰囲気が和らぐ。

　そんな仲睦まじい二人を見て、アルカもステーキサンドにかじりついた――その時。

　森の奥で、鳥たちが一斉に羽ばたいて空へ飛んで行った。

　それだけじゃない。動物たちもざわつき、逃げるようにして森の奥に消えていく。

　思わず手を止め、空を見上げたアルカ。

　ウィエルも鋭い目でそれを見あげ、クロアは不審そうに森の奥を見る。

「と、父さん」

「安心しろ、アルカ。父さんに任せておけ」

　クロアが作業着を脱ぎ捨てる。

　その体には傷一つ付いていないが、鍛え抜かれた体に浅黒く焼けた肌は、息子でありながら見とれてしまうほどの肉体だった。

　クロアの鋭い眼光が森の奥へ注がれる。

　待つこと数分。地響きとともに、森の奥から何かが現れた。

「グルルルルル……」

　見た目はただの熊だ。

　しかし、クロアが見上げるほどの巨体。少なくとも三メートルは超えている。

　側頭部から角が二本伸び、不揃いに生えている凶暴な牙。そして鋭い爪に、真っ赤に血走っている目。

　――魔獣だ。

　野獣が大気中に漂う魔力を溜め込み、凶暴化した姿である。

　魔獣が出たらすべてを放り捨てて逃げろ。それが世間の常識だ。

　しかしクロアは、そんな魔獣に臆することなく真正面から睨みつけた。

「悪いことは言わない、森へ帰れ。大人しく帰れば生かしてやる」

「グルルルルルッ――！」

　クロアが警告するも、熊の魔獣はクロアを威い嚇かくする。どうやら帰るつもりはなさそうだ。

「……仕方ない。俺も、家族を守ろう」

　クロアが右手を握り、拳を作る。

　その瞬間、アルカの背中に冷たいものが走った。自分に向けられたものではないとわかっているが、クロアから迸ほとばしる闘気が辺りを支配する。

　魔獣も強者の気配を感じたのか、唸り声を上げてクロアを威嚇する。

　だが魔獣には逃げるという選択肢はなく、殺さつ戮りくの本能に身を委ねたのか咆哮を上げてクロアへ迫った。

　クロアを切り裂こうと振るわれる爪。

　その爪へ向かい、クロアは素早く拳を振るった。

　ゴオッ――！！！！

　クロアの拳と魔獣の爪が衝突し、拮抗した力が衝撃波となって周囲に広がる。

　が、直後。魔獣の前脚が粉々に砕け散り鮮血が草の絨毯を染めた。

「ガッ!?」

「フンッ！」

　さらに追撃。

　左手で拳を作り、魔獣の胴体へと振るう。

　ドンッッッ――！！！！

　森へ響き渡る轟音と衝撃波。それと共に、魔獣の胴体には風穴が開いた。

　魔獣の目から生気が消え、力なく倒れ伏す。

　時間にして数秒。まさに一瞬でクロアは魔獣を退治したのだった。

「今日は熊ステーキか。ウィエル、血抜きを頼む」

「わかりました」

　ウィエルが魔法を使い、血抜きと解体をしていく。

　そんな二人を、アルカは呆然と見ていた。

「すっげぇ……」

　アルカは、父と母に畏い怖ふと尊敬の念を抱いていた。

　生まれてからずっと一緒にいるけど、慣れない。

　絶対、この二人は怒らせないようにしよう。改めてそう誓ったアルカだった。

「アルカ、ある程度休んだら、仕事を再開しよう」

「わ、わかった」




　日が暮れて今日の仕事が終わり、木材や薪を担いで山を下りる三人。

　クロアは片手に山のような木材を担ぎ、ウィエルは魔法で薪と解体した肉を運んでいる。

　アルカも木材を運んでいるが、二人に比べれば全然少量だ。

　力の差を目の当たりにしていると、クロアがアルカへ話し掛けた。

「アルカ、俺は強かったか？」

「あ……うん。戦ってるところは久々に見たけど、やっぱ凄いと思う」

「うむ。それでだ、お前ももう十五歳。そろそろ魔獣との戦い方を覚えてもいいと思うんだが、どうだ？」

　クロアがそんなことを提案した。

　確かに十五歳という年齢を考えれば、魔獣と戦うよう訓練をする人は一定数いる。中には、魔獣を専門に狩る仕事に就いている人もいる。

　クロアもそろそろ、アルカに魔獣との戦闘方法を覚えてほしいと考えていた。この誘いも、何度したかわからない。

　しかしアルカは、クロアにバレないように内心ため息をついた。

「あー……考えとく」

　その提案を、微妙なニュアンスで断るアルカ。

　何度も断っているから、心が痛まないと言えば嘘になる。

　だが正直な話、アルカは戦いというものに対して興味がなかった。強くなることにも執着がない。木こりの仕事でさえ怠だるいのに、命を懸けたやり取りなんてできないだろう。

　端的に言って、やる気がないのだ。

「……そうか」

　クロアはアルカから目を逸らし、黙り込んだ。

　興味も執着もやる気もない。そんな人間に修行をつけたところで、強くなるはずもない。それどころか下手をすれば事故で死ぬだろう。

　提案はするが強要はしない。いつか、その気になることを信じて。

　ウィエルは長年連れ添っているため、クロアの考えていることが手に取るようにわかる。

　クロアの考えも尊重するし、アルカの考えも尊重する。

　だからあえて何も言わず、笑みを絶やさず見守っているだけだった。

　山を下りると、すぐそこに村がある。

　村には娯楽がない。だから日が傾くと、ほとんどの村人が家に入る。

　しかし、今日は様子が違った。

　村人たちが村の広場に集まっている。だが村人だけじゃない。騎士の格好をした集団もいる。何やら物騒な雰囲気だった。

「何かあったのでしょうか？」

「ふむ……聞いてくる。二人はそこで待っていろ」

　アルカとウィエルを残し、クロアは集まりへ向かう。

「村長、どうかしたんですか？」

「おおっ、クロア！　お、お主っ、あれっ、ゆ！　あべばっ！　ぽっ、た、大変なことに……！」

「村長、落ち着いてください」

　顔色が青いのか白いのか赤いのかわからないくらい、村長の顔色が変化していた。

「貴殿がクロア殿か？」

「む？」

　そんなクロアと村長の下に、甲冑を着た男が近付いた。

　白い甲冑に白いマント。胸元には薔薇の紋章が刻まれている。アルバート王国の紋章だ。

　つまりこの騎士は、アルバート王国直属の騎士ということになる。

　騎士もなかなかの巨漢だが、クロアはそれを優に見下ろしていた。

　まだ若い騎士は、クロアを見上げて少したじろいでいる。

「……でかいな」

「よく言われます。それで騎士様、私に何か御用で？」

「む、そうだったな。実は我が国の聖女様が、神託を授かったのだ」

　騎士は懐から巻物を取り出すと、それを大きな声で読み上げた。

「最西の村にて、魔を討つ勇敢なる者生まれたり。その者、魔の王を討ち滅ぼす者なり」

　村人の間に緊張が走る。最西の村。つまりこの村だ。

　そして魔を討つ勇敢なる者……それは伝説に語り継がれる、勇者であろう。

　さすがのクロアも、目を見張った。

　騎士は巻物をしまい、クロアを見上げる。

「年齢まではわからぬ。しかし生まれたりという言葉は、赤ん坊かこの村で一番若い者を指すだろうというのが、聖女様の見識だ」

「赤ん坊か、若い者……」

　クロアが振り返る。

　そこには、我が息子アルカの姿があった。

「先程、村長殿に聞いた。貴殿の息子、アルカ殿がこの村で一番若いそうだな」

「はい。その通りです」

「歳は？」

「今年で十五になります」

　十五歳。騎士団への入隊や、ハンターとしてギルドに所属するには適齢期と言える。

　不安そうな顔をするアルカ。ウィエルはアルカの手を握り、そっと微笑んだ。

「クロア殿。これは王家直属の命令になる。申し訳ないが、アルカ殿を勇者として王都へ迎え入れたい」

「…………」

　クロアの目がアルカを見つめる。

　自分の息子が勇者という事実に、クロアの心中はざわついていた。

　嬉しさ、寂しさ、心配、不安、喜び。だが十五歳という年齢を考えると、親の手を離れるには十分な年齢だ。

　だがアルカは、戦いというものに興味がない。そんなアルカを、勇者として送り出していいのか……クロアには判断がつかなかった。

　しかし伝承では、魔王は勇者の力でなければ倒せない。

　ここでアルカを引き留めると、全世界の人々が絶望を抱いて死ぬかもしれない。

　そんなことになれば、アルカは『勇者の力を持っていながらも戦わなかった大罪人』として、歴史に名前が刻まれるかもしれない。

　それなら……。

　たっぷり熟考すること数分。

「……アルカ、こっちへ来なさい」

　クロアは、アルカを呼んだ。

　アルカは薪を下ろし、クロアの傍に寄る。

　そんなアルカの肩に手を置き、クロアは騎士に頭を下げた。

「騎士様。どうかアルカを、よろしくお願いします」

「と、父さん!?」

　父が誰かに頭を下げるところを初めて見た。

　呆然とし、状況を飲み込めていなかったアルカも、これは重大なことだとやっと気付いた。

　クロアはアルカの前に跪ひざまずく。

　それでもなおでかい。

　しかし久々に間近で見たクロアの目は、優しいものだった。

　クロアはそっとアルカを抱き寄せると、背中を優しく叩いた。

「アルカ。お前は戦いに興味はないかもしれない。そんなお前には、これから先様々な困難が待ち受けているだろう。だが、魔王を倒せる唯一の手段は勇者の力だけ……その力をお前が持っている。わかるか？」

「お……俺に、勇者の力が……」

　自分の手を見つめるアルカだが、いまいち実感がないみたいだ。

「これは名誉なことだ。世界を救うという、誉ほまれ高いものだ。……お前は俺たちの希望であり、誇りだよ」

「父さん……」

　久しぶりに感じた父の温もりと優しさに、思わず目頭が熱くなった。

　アルカはギュッと自分の手を握り締める。

「……やって……みようかな……俺、行くよ」

「ああ。頑張れ」

　クロアの優しい拳がアルカの胸を叩くと、ウィエルも感極まったのか、涙を流してアルカに抱き着く。

　村民も栄誉あることに歓声と雄叫びをあげ、アルカを祝福した。

「……それでは明朝、王都へ出発する。それまでに準備を」

「はい、騎士様」

　騎士が、騎士団を連れて村を出ていく。

　そこからは早かった。

　クロアの仕留めた魔獣の肉を振る舞い、酒を浴びるように飲み、アルカの門出を祝う祭りが始まった。

　広場の中心でキャンプファイヤーをし、村人は踊れや歌えやの大騒ぎだった。

　その中で、アルカが一人の女の子と話している。

　幼馴染みで許嫁のサーヤだ。歳は十七歳。アルカより二つ歳上である。

　二人を見つめ、クロアは肉にかじりついた。

「あなた、食べすぎですよ」

「食わずにはいられん」

「……そうですね。まさかアルカが勇者だなんて、喜ばしい限りです」

「…………」

　喜ばしい。その通り、息子が世界を救うなんて思いもよらなかった。

　けど、それより心配の方が大きい。

　親元を離れるには十分な年齢とは言え、アルカの旅はただの旅じゃない。魔王討伐という危険な旅だ。

　最愛の家族が危険な旅に出る。これを心配しない親がどこにいるだろうか。

　クロアの憂いを帯びた目を見て、ウィエルはそっと寄り添った。

「大丈夫ですよ、あの子なら」

「……そうだな。俺らの息子だからな」

　結局村の祭りは夜が更けても、日が昇り始めても続けられ……村人全員が酔いと寝不足の中、騎士たちがアルカを迎えに来た。

　村の入口には、準備を終えたアルカと騎士がいる。

　それに、サーヤも。サーヤは許嫁として、アルカを支えるために同行すると決めたらしい。

「クロア殿、ウィエル殿。アルカ殿をお預かり致します」

「はい。よろしくお願いします」

「よろしくお願いいたします」

　ついに旅立ちの時。

　嬉しさと寂しさの感情を隠すようにクロアはアルカとサーヤに近付くと、大きな手で二人の頭を撫でた。

「アルカ、サーヤちゃん。気を付けてな」

「父さん、行ってくるよ」

「お義父さん、アルカは私に任せてください」

「ちょ、サーヤ何言ってんの」

「アルカは私の許嫁でも、弟みたいなものじゃない。お姉ちゃんがしっかり監視するからね」

「うげ……」

　二人のやり取りに、村人たちから笑いが上がった。

「それではアルカ殿、サーヤ殿。馬車へ」

「「はい」」

　二人が馬車に乗り込み、窓から顔を出した。

　騎士団と共に馬車が動き出し、二人の姿が徐々に遠ざかる。

　村人たちの歓声や声援は、騎士団の姿が見えなくなるまで延々と響き渡った。
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　三年後。

　今日も今日とて木こりの仕事に精を出すクロア。

　この三年で、クロアの体は前よりさらに一回り大きくなっているようだった。

　毎日素手で木を切り倒し、木材や薪に加工していく。

　最近では村だけでなく、近隣の村や町へ売りに行っているほど、木材が余っていた。

「ふぅ」

　木材を近隣の村へ運び終えて今日の仕事を終えたクロアは、薄暗い山の中を歩いていた。

　夜の山は、夜行性の魔獣の活動が活発になる。

　普通の人間は夜の山を歩かないが、クロアには関係なかった。

　日が落ち、さらに暗くなっていく。

　闇夜に乗じて襲ってくる魔獣をワンパンで倒しながら歩いていると。

「……ぅ……ひっく……ぐす……」

　微かに、人間のすすり泣く声が聞こえた。

　本来なら聞き逃すような小さな泣き声だが、クロアの耳はそれを逃さない。

　音の反響で、正確な場所も把握できている。

　急いで泣き声の聞こえる場所へ向かうと、木のうろの中でうずくまっている女の子がいた。

「君、大丈夫か？」

「ひっ!?」

　クロアを見て怯える女の子。

　一瞬、どこかの村の女の子が迷ったのかと思ったら……違う。見たことがある。

　やつれた頬に、ボロボロの髪。

　素足は切っているのか血が滲み、服も所々破けている。

　しかし、この特徴的なそばかすと緑色の瞳は……。

「……サーヤちゃん？」

　アルカの幼馴染で許嫁のサーヤである。

「ぇ……あ……お義父、さん……う、うぅ……うわあぁん！　うえぇーん！」

　クロアを認識したサーヤが、胸に抱きついて大声を上げて泣いた。

　夜の山で大声で泣くことは命取りになる。

　村で育ったサーヤが知らないはずがないが、そんなことを考える余裕もないらしい。

　困惑しながらも、サーヤの背を優しく叩いて落ち着かせようとする。

　直後――サーヤの泣き声を聞いたのか、魔獣の群れがこっちへ来るのを感じた。

　気付けば、狼型の魔獣の群れが二人を囲んでいる。十や二十じゃない。相当な数だ。

「ひっ……！」

「サーヤちゃん、ここに隠れていなさい」

「え……お義父さん……？」

「大丈夫。君は俺が守るよ」

　サーヤの頭を優しく撫で、落ち着かせる。

　クロアはすぐにサーヤをうろへ隠すと、魔獣の群れへ対峙した。

「掛かってこい魔獣ども。俺の命はしぶといぞ」

「「「ガルルルルアアアアアッッッ！」」」




　完全に日が暮れてしまった。

　漆黒の闇夜が支配する森の中、魔獣の亡骸や返り血が、クロアの体を汚している。

　しかし息一つ乱さず、クロアは油断なく周囲を見渡していた。

　魔獣の気配はない。殲せん滅めつし終えたようだ。

「……終わったか。サーヤちゃん、大丈夫か？」

「は、はい。なんとか……ひぇっ!?　ぁ……」

　うろから這い出た瞬間、クロアを見て気絶した。

　それもそうだ。今のクロアは鮮血と肉片に塗まみれた姿なのだ。気が弱い女性が見たら、気絶の一つや二つはするだろう。

「疲れていたんだな。可哀想に」

　が、クロアは少し鈍感だった。

　気絶したサーヤをお姫様抱っこし、クロアは足早に村へと向かっていく。なるべく揺らさず、でもできるだけ急いで。

　走ること数十分。ようやく村が見えてきた。

　クロアが遅くて心配だったんだろう。ウィエルや数人の村人が、村の入口に集まっている。

「あっ、あなた」

「ウィエル、遅れてすまない」

「ううん。いいんです、無事帰ってきてくだされば……って、あなた、血が……!?」

「これは返り血だ、問題ない。それよりサーヤちゃんを頼む」

「え、サーヤちゃん……？」

　クロアの腕に抱かれているサーヤを見て、ウィエルは目を見開いた。

　三年前、村を出た時とは比べ物にならないくらいやつれ、やせ細ってしまっている。

「理由はわからないが、山をさ迷っていたらしい。急いでご両親の所へ」

「わかりました」

　ウィエルと他の村人が、急いでサーヤを連れて家へ向かう。

　後に残ったのは、クロアと村長だった。

「クロア、なぜサーヤが……？」

「わかりません、俺も偶然見つけたので。水浴びと着替えが終わり次第、俺もサーヤちゃんの家に向かいます」

「わかった。儂は先に行っておるでの」

　村長と別れ、クロアは川で水浴びをして綺麗な服へと着替えた。

　本当ならもっとしっかりと洗いたいところだが、背に腹は変えられない。

　サーヤの生家へ着くと、すでにサーヤが目を覚ましていた。

　そこにはウィエル、サーヤの両親、村長がいるが……なぜか悲痛な空気が流れている。ウィエルも今にも泣きそうだ。

　思わず息を飲んだが、まずはサーヤだ。

「サーヤちゃん、大丈夫かい？」

「あ……お義父さん。はい、助けてくださり、ありがとうございます」

「何を言っているんだ。君はアルカの許嫁。つまりは俺らの娘みたいなものじゃないか」

「……あるか……は、はは……それも、もう今日限りですよ……」

「……何？」

　サーヤの言っていることが理解できなかった。

　何を言っているのかわからない。どういう意味だろうか。

　首を傾げると、村長が気まずそうにクロアの前に立った。

「あー……こほん。クロア、落ち着いて聞きなさい」

「え。は、はい……？」

　村長がクロアを椅子に座らせると、ゆっくり口を開いた。

　今さっき、サーヤの口から聞いたものなのだろう。しかしその内容は、到底信じられるものではなかった。

　アルカは勇者の力と権威をチラつかせて、大量の女を囲っているらしい。暴飲暴食を繰り返し、力をつけ、それを無闇に使っているのだとか。そのせいで村や街に被害があっても謝罪をしない。それどころか助けた報酬として不当な額の金銭を貰っている。さらに可愛い女の子を数多く囲ったため、サーヤはいらないと追い出されたらしい。

　クロアは村長の説明を、上の空で聞いていた。

　三年前のあの日、クロアは息子を本当に誇りに思っていた。

　自分の息子が、世界を救う勇者。誉れ高いことこの上ない。

　そんなアルカが女や酒に溺れて、あまつさえ許嫁であるサーヤを捨てた。

　とても信じられないが、サーヤの姿を見るとそうも言えない。

　情けない。あまりにも、情けない。

　クロアは椅子から立ち上がって床に膝をつくと、手と頭を床に擦り付けた。

　そう、土下座である。

　その横にウィエルも座り、同じく土下座をした。

「サーヤちゃん、そしてご家族の皆様。この度は愚息のせいで傷付けてしまい、大変申し訳ありません」

「申し訳ありません……！」

「そ、そんなっ。クロアさん、ウィエルさん、顔を上げてください……！　お二人のせいではありませんので……」

　サーヤの両親が、クロアとウィエルに肩を貸して立たせた。

　サーヤも、辛そうな顔で笑顔を向けている。

「お義父さん、お義母さん。私は大丈夫ですから……私は……う、うぅ……」

　サーヤが再び泣き出し、両親がサーヤを抱き締めて背を擦る。

　本当だったら、クロアとウィエルもサーヤに寄り添いたい。でも……その資格は、もうない。

「なあ、ウィエル。俺は決めたぞ」

「奇遇ですね、私もです」

　クロアとウィエルは互いに顔を見合せ、どちらともなく頷いた。

　愚息の愚行。そして義理の娘を傷付けた罪、断じて許すまじ。

　待っていろ、愚息。今殴りに行くからな。




◆




　クロアとウィエルが村を出て、数週間が過ぎた。

　最西の村から王都までは、どんなに徒歩で急いでも数週間かかる。

　しかし二人は馬車ではなく、歩いて王都を目指していた。

　その理由は……これだ。

「どうも、勇者の父です。この度は愚息がご迷惑をかけてしまい、申し訳ありません」

「勇者の母です。本当に、申し訳ありませんでした」

　クロアとウィエルは、一人の老人に頭を下げた。

　老人は二人の言葉に我を取り戻し、気まずそうに汗を拭った。

「ゆ、勇者様のご両親でしたか。いや、なんと言ったものか……」

「好きなように罵倒してくださって構いません。愚息のせいで、この村に多大なご迷惑を……」

　クロアが横目で村を見る。いや、村だったと言うべきか。

　そこには、見渡す限りの残骸、残骸、残骸。

　もはや綺麗に保たれた家はない。すべての家が粉々になっていた。

　そう、二人が歩いて旅をしている理由は、アルカの力によって破壊された村々の再興を手伝うためだ。

　この場所で、すでに三つ目。

　二人は、どんな軽微な被害であろうと誠心誠意謝罪をして回っていたのだ。

　腰を折る二人を見て、この村の村長である老人は、悲しそうに俯いた。

「いえ……勇者様は、この村を襲う魔獣を討伐してくれました。村の被害は、その余波で起こったもので……」

「どのような理由があっても、勇者として守るべきものを傷付けてしまいました。微力ではありますが、私たちの力を村の復興に役立ててもらえれば幸いです」

「あ、いや。避難していましたから、幸いにも怪我をした村民はいないので」

「体ではありません。皆様の心の方です」

　クロアは顔を上げると、悲しそうな目で村の残骸を見渡した。

「村には、それぞれ思い出があります。楽しいこと、辛いこと、嬉しいこと、悲しいこと。いくら似た村を作ったとしても、それはもう別の村……過去の思い出とは程遠いものです。村長殿や村民の皆さんの心の痛み……察するに余りあります」

　クロアの言葉に、村長は目を見開いた。

　確かに言われると、心にぽっかりと穴が空いたような気がしていた。

　頭では勇者が魔獣を倒してくれたことに感謝している。

　しかし心はそうもいかない。

　村長は、クロアの言葉に気付かされた。

「……そうですね、お父上様の言う通りです。……では、復興を手伝っていただきましょう」

「承知しました。ウィエル、やろう」

「はい、あなた」

　クロアは巨大な廃材をひょいひょい片手で持ち上げ、それを一箇所にまとめる。

　大きさにして家一軒分くらいの廃材を集めたところで、ウィエルが廃材に手をかざした。

「彼のものを縛れ――《ウッドロープ》」

　手の平に幾き何か学がく模様が浮かび上がる。

　そこから無数の蔦つたのようなものが現れ、廃材を綺麗に縛り上げた。

　それを見た村長は、目を見開いて声を漏らす。

「なんと……奥様は、魔法を使えるのですね」

「簡単なものしか使えませんが」

「ご謙遜を。この世界に、魔法を使える人間がどれだけいるか」

　気恥ずかしそうに照れ笑いを浮かべるウィエルに、村長は苦笑いを浮かべた。

　魔法を使えるかは、生まれながらの才能で決まる。

　そして使用できる人間は非常に少ない。しかもほとんどはマッチ棒くらいの火を点けたり、手の平サイズの水を出すのがやっとだ。

　これだけ巨大で多くの廃材をまとめるほどの魔法を使える人間は、世界でもそうそういないだろう。

　ウィエルの手の平からロープが出し尽くされ、幾何学模様――魔法陣が霧散した。

「あなた、いいですよ」

「ありがとう」

　クロアが廃材のまとまりに近づく。

　大柄なクロアでさえ見上げるほどの廃材の山。

　それを前に、クロアは廃材の一部を掴んだ。

　そんな光景を見て、村長は首を傾げた。

「旦那様も魔法を使うのですか？」

「いえ、夫は魔法は使えませんよ」

「え？　それじゃあ……」

「まあ見ててください」

　ウィエルが微笑んで、クロアを見つめる。

　村長も訝いぶかしむような目で、ウィエルからクロアに視線を移す。

　待つこと数秒。クロアの筋肉が隆起し、血管がバキバキに浮かび上がると――

「ふんっ！」

　ズッ……ズズズズズズッ！

　――廃材が、持ち上がった。

「…………へ？」

　村長も村民も、目を丸くして驚愕した。

　驚くのも無理はない。あの山のような廃材を、クロアは片手で持ち上げたのだ。

「夫は常人よりちょっと力持ちなんです。あれくらいの重さでしたら、簡単に運べるんですよ」

「あれはちょっとという次元じゃないような……」

　事実、村一番の力持ちでさえ大きな廃材を一つ運ぶのがやっとだ。

　それがどうだろう。クロアはそれを十、二十……いや、もっと大量の廃材を片手で担いでいるのだ。

　これを生身でやっているという。もはや意味がわからなかった。

　廃材の束を端に置き、ウィエルと力を合わせてその束を二つ、三つと運んでいく。

　たった数十分で、村の廃材は綺麗さっぱりなくなってしまった。

　村長も、村民たちも唖然。

　しかしクロアは息が乱れるどころか、汗ひとつかいていなかった。

「村長殿。使えそうな廃材はあちらにまとめておきました。私たちはこれから、森に入り木材の調達をしてきます」

「……え。あ、はぁ……？」

「それでは」

　クロアとウィエルは頭を下げ、近くの森の中へと入っていく。

　村長と村民は、呆然と彼らを見送ることしかできなかった。




　仕事をしていると、いつの間にか夜になっていた。月と星の淡い光りだけが村を照らしている。

　しかし村の中心部には、昼間にはなかった巨大な四角い建物が建っていた。

　丸太をロープで縛ったような簡単な作りだが、密閉性は高く風も防げている。それに見た目以上に頑丈だ。これなら、魔獣が来ても破られることはないだろう。

　これも、クロアお手製の建物だ。

　その中では村人たちが寄り添い、中央の火を囲っている。

　夜を魔獣に襲われないか不安だったが、建物のおかげで安心して眠っていた。

　村長が建物を出ると、寝ずの番で入口を守っているクロアとウィエルが並んで座っていた。

「クロア様、ウィエル様」

「……村長殿、様はやめてください。私らはそのような人間ではありません」

「いえ、言わせてください。お二人は儂らを救ってくださったのですから」

　村長は、さっき村娘が作った温かいスープを二人の下へ置く。

　肉や根菜が入っていて、精がつきそうなものだ。

　それを見たウィエルは、慌てて手を振った。

「そんな、頂けません。せっかくの食料を……」

「ウィエル様。こちらは皆からの感謝の印です。今はこのようなものでしか感謝を伝えられませんが、どうか」

　これは他の村でもそうだった。

　アルカの愚行を謝罪して回っているのに、なぜか向こうから感謝されてしまう。

　本当なら頂けない。

　しかし、厚意を無下にすることもできない。

　二人はありがたく手を合わせ、寒空の下、温かいスープをすすった。




　村に滞在して一週間が経った。

　やってくる魔獣を撃退し、材木を切り出し、家を建て……この一週間で瞬く間に家が完成し、少しずつ村らしくなっていった。

　村を囲う柵も、堅強で厳かなものになっている。木材を繋いだちんけなものではなく、クロアの剛腕で巨木を地面に突き刺し、ウィエルの魔法で繋ぎ合わせたのだ。

　しかも柵の周りも、深い堀と水で囲っている。村の防備というより、要塞の防備と言われても信じられるくらいだ。

　柵と堀が完成したおかげで、魔獣に襲われることも、野盗が入る心配もない。

　村人たちは、喜びに涙した。

　まだすべての家が終わったわけではないが、村長の厚意でクロアたちは先へ進むことになった。

「それでは、私たちは行きます」

「大変、お世話になりました」

「なんのなんの。むしろ儂らが世話になりっぱなしで……」

「いえ、これは愚息の行いへの謝罪を込めてのこと。当然のことをしたまでです」

　クロアとウィエルは再び村人たちに頭を下げる。

　しかし村人たちは、二人が来た時より晴れやかな顔をしていた。

「クロアのアニキ！　またいつでも来てくだせぇ！」

「オレらそれまでに鍛えておくっす！」

「姐さんもお達者で！」

「ウィエルお姉様、行ってしまわれるのですね」

「いつでも歓迎致します、お姉様！」

　いや、晴れやかというより、完全に尊敬の念を抱いていた。

　男は、クロアの男気に。女は、ウィエルの女子力にメロメロらしい。

　これも他の村でも同じだった。だが二人はいつも通りに接していたから、なぜこうなるのか理解できていない。

「……それでは」

「さようなら」

　なんとなく気恥ずかしくなり、二人はそそくさと村を後にした。

　村長曰く、ここから王都へは歩いて二週間ほど掛かるとのこと。

　情報によれば、その間にアルカの力によって被害が受けた村や町はない。真っ直ぐに王都へと向かえる。

　村長に馬車での移動を提案されたが、それは丁重に断った。もし何かあった時に、馬車では対応できないからだ。

　幸いにもクロアの体力は無尽蔵だし、ウィエルは魔力が続く限り宙に浮いて移動できる。

　最悪、魔力が尽きてもクロアが運ぶから問題はない。

　ウィエルはふよふよと浮かびながら、クロアを見上げて首を傾げた。

「アルカは王都にいるのでしょうか？」

「わからない。でも王都を拠点にしているのは間違いないだろう。情報はそこで集める」

　噂では王都を拠点にはしているが、今は魔王軍四天王を討伐するために世界中を旅しているのだとか。

　まだ四天王を倒したという朗報は来ていない。つまりまだ旅をしている途中なのか、王都にいるのか……とにかく王都を目指す。今はそれしかできない。

　舗装された街道を歩く。暖かな日差しに、鳥のさえずり。優しい風が頬をいたずらに撫で、蝶がウィエルの周りを飛んでいる。

　そんな平和な道中、ウィエルは楽しそうにクロアを見上げて微笑んだ。

「どうした？」

「いえ。思えば、あなたとこうして旅をするのも久々だと思いまして」

「む？　……確かにな」

　昔のことを思い出し、クロアは頬を掻いた。

　ウィエルと出会い、旅をし、愛し合い。そうしてアルカが生まれた。

　どこをどう間違えてしまったのか、アルカは道を踏み外してしまったが。

　以前に富くじという、当たれば超高額の金を手に入れられるくじに当たった村人の話を聞いたことがある。それまでは善良で真っ直ぐな人だったが、身の丈に合わない額の金を一気に手に入れたことで、人が変わったかのように傲ごう慢まんになったらしい。

　勇者の権力というのは人間性を歪めるほどのものなのか。はたまた別の理由があるのか。

　それはわからないが、どんな理由があろうと人様に迷惑を掛けるのは間違っている。許せない。

　愚息のことを想いそっと嘆息すると、ウィエルがクロアの腕に抱き着いた。

「……何を？」

「照れてますか？」

「て……照れてない」

「またまたー」

「本当だ」

　クロアが再度頬を掻いたのを見逃さなかった。

　もう二十年近く連れ添ってきた旦那様の照れ隠しの癖だ。見抜けないはずがなかった。

「私、嬉しいです。理由はともかく、あなたと一緒に旅ができているのですから」

「……そうか」

　それはクロアも同じ気持ちだ。

　ウィエルも遊びたかったろうに、アルカが生まれてからずっと我慢させてきてしまった。

　旅の目的はアルカへの説教だが、こうしてウィエルが楽しんでいるのならよかった。

　どうせ長くなりそうな旅だ。なら、力を抜いて自分も楽しんだ方がいいだろう。

　そう思い、クロアはウィエルの手を優しく握った。

「あなた……ふふ、嬉しいです」

「……うむ」

　クロアの不器用さはウィエルがよく知っている。

　だからこういう些細な愛情表現に、この上ない幸せを感じるのだ。

　散歩のように舗装道を歩く二人。

　が――

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ――！！！！」

　――その平和は打ち砕かれた。

　腹の底に響く轟音のような咆哮が大気を震わせる。

　クロアとウィエルは立ち止まり、油断なく周囲を見渡した。

「この咆哮……まさか、奴ですか？」

「おそらくな。だがここに奴がいるはずがないんだが」

　二人は互いに顔を見合わせると、ウィエルは高く浮き上がり周囲を見渡した。

「……あなた、いました」

「何体だ？」

「一体です。群れからはぐれたのでしょうか」

「わかった。案内を頼む」

「はい」

　ウィエルが咆哮の主の下に飛び、それをクロアが追う。

　舗装道を外れ、森の中を縫うようにして走る。

「あと十秒で接敵します」

「よし」

　クロアが右腕に力を溜め、勢いを殺さず茂みから飛び出す。

　そこには、二つの生命体がいた。

　一つは小さい女の子だ。年齢にして十五歳くらいだろうか。頭にウサギの耳が生え、腰には小さな丸い尻尾が付いている。

　数は少ないが、人間の体に動物の身体能力を秘めている人類――亜人である。

　もう一つは巨大な生物だ。鋼のように硬質な鱗うろこ。鋭く長い爪。凶暴な牙。獰猛な目。巨大な翼に、太い鞭のような尻尾。

　体長にして五メートル……いや、七メートルを超えているだろうか。

　咆哮を聞いてから、クロアが予想していた通りのものがそこにいた。

　この世界において、捕食者の頂点に君臨する絶対王者――ドラゴンだ。

　今まさに、ドラゴンが亜人の女の子を捕食しようと口を大きく開いている。

　状況の把握、ゼロコンマ一秒。

　軸足に力を込めて瞬時に方向を変え、ドラゴンへと肉薄する。

　クロアは力を溜めた右腕をドラゴンの顔面へ向かって振るい。

「ふんっ！」

　ズゴシャアアアアアアァァァァッッッ！！！！

　頭部を、木っ端微塵に粉砕した。

　どんなに頑強な生物でも噛み砕く牙も。すべての攻撃を弾くと言われている鱗も。

　クロアのワンパンの下に粉々に砕かれたのだ。

　絶命したドラゴンを背に、クロアは亜人の少女へ近付いた。

「大丈夫か？」

「…………っ」

　亜人の少女はボロボロの体を引きずり、クロアの脚にすがり付く。

「お願、ぃ……します……村を……みんなを、助けてください……！」

　クロアを見つめ、心の底から絞り出すような声。

　少女の目を見たクロアは、一瞬すら考える素振りを見せず手を取った。

「ああ。俺に任せろ」

「……ぁりが……と……」

　安心からか、少女は気を失ってしまった。

「やっぱり優しいですね、あなた」

「助けを求められて応えない男は、男じゃない。クズだ。……まずは手当をしよう。ウィエル」

「はい、あなた」

　少女をウィエルに預け、背を向けた。

　女性の手当は女性に任せるに限る。

「……助けて、か」

　嫌な予感が胸を覆い尽くしながらも、クロアは周囲の警戒を続けた。




◆




『ミオン、お前は逃げなさい！』

　燃え盛る村の中。最後に見た光景は、武器を持った人間に囲まれた父の姿だった。

　破壊される平和。捕まる仲間や殺される仲間。

　唯一の肉親である父も、人間によって傷を負っている。

　村一番の戦士である父の娘だが、ミオンに戦闘力はない。戦うことができず、逃げることしかできない。

　父の背中から、奥にいる山賊の姿を見る。醜悪そうな笑みを浮かべているそいつらは、ミオンを見て汚いよだれを垂れ流している。

　兎人族でも見た目は人間とほとんど変わらない。捕まれば、何をされるかは容易に想像できた。

　ミオンにできることは、逃げることだ。

　でも。

『そ、そんなっ。パパを置いて逃げるなんて……！』

『言うことを聞け、ミオン！』

『ひっ……！』

　生まれて初めて聞く、父の怒号。

　ミオンは一瞬身を固めたが、すぐに踵きびすを返して走り出した。

『逃げたぞ！』

『あの女は絶対に逃がすな！』

『ぜってーいい値で売れるぜ！』

　人間たちの下げ卑びた笑い声が聞こえる。

　兎人族は人間より耳がいい。

　嫌な声は、村が影も形もなくなるほど遠くに逃げても、ずっと聞こえ続けていた。

『ぐすっ……待ってて、パパ、みんな……！　絶対、絶対助けを呼んでくるから……！』

　兎人族の脚の速さは、亜人の中でもトップクラスに速い。

　低空を飛ぶようにして走り、ミオンは半日かけて王都へと向かった。

　王都の騎士は、困ったことがあれば助けてくれる。

　父からそう教えられていたミオンは、門を守っている騎士へと近付いた。

『あ、あの！　た、助けてっ、助けてください……！』

『む？　……兎人族か。何の用だ？』

『む、村が、私の村が野盗に襲われて……！　村が焼かれて、殺されたり、捕まったり……！』

　ミオンの言葉に、騎士はずっと無言を貫いていた。

　ただ無言で見つめられ、だんだんと声が小さくなっていく。

『あ、あの……？』

『兎人族の娘さん。君がその村から走って王都に来るまで、どれくらい掛かった？』

『は、半日ほどです』

『兎人族の脚で半日となると、早馬を出しても三日……早くても二日は掛かる。騎士を集めて準備をし、出発するとなると、最低四日は掛かるだろう。その間に君の村を襲った野盗が、いつまでもそこにいるとは思えない』

『……何が、言いたいんですか……？』

　聞きたくなかった。でも、聞かざるを得なかった。

　騎士は無表情で、残酷な言葉を告げる。

『気の毒だが、そのために貴重な戦力を割く余裕はない』

『――――！』

　ミオンは頭に血が上り、怒りの形相で騎士へと掴みかかる。

　しかし近くに待機していた騎士が、二人がかりでミオンを押さえ付けた。

『なんで！　パパが言ってました！　騎士様は、困ったことがあったら助けてくれるって！』

『我ら騎士団は、勇者様と共に魔王軍を殲滅するという世界の命運を背負った重大な任務に就いている。お引取りを』

　しかし、ミオンの声は騎士に響かない。

『そ、そうだ……！　き、騎士様なら、ここを取りまとめている責任者の方がいるはずです！　話を、話をさせてください！』

　騎士は頭を掻いて面倒くさそうにため息をついた。

『私がアルバート王国、王都ニルヴェルト騎士団門番長です』

『――――』

　それからのことは、覚えていない。

　暴れ、攻撃され、逃げた。

　どこまで来たのかはわからない。でも日が暮れ、夜が明けても走り続けた。

　最終的には疲れ果て、森の中で座り込んでしまった。

　疲れすぎて動けない上に、嫌なことばかりが脳裏をよぎる。

　こうしている間にも、仲間は殺され、捕まり、売られている。もしかしたらそれ以上に残酷なことをされているのかも。

　そう思うと、涙が止まらなかった。

『ぐすっ……パパ……みんな……』

　昨日までは、平和な日々だった。

　男手一つで育ててくれた父。仲のいい友達。自分を慕ってくれた子供たち。良くしてくれた仲間。それが、一瞬で壊されてしまった。

　いったいどれくらい座っていただろう。何もする気になれず、死という言葉が頭をチラつく。

『……死んだら、みんなの所に行ける……かな……？』

　自衛用に持っていたナイフに手を掛ける。

　魔獣の牙で作られたナイフが、日光を反射して輝いた。

　これを喉に突き立てれば、それで終わる。

　そう思っていた――その時だった。

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ッッッ――！！！！」

　耳をつんざく咆哮が、頭上から聞こえた。

　――ドラゴンだ。

　自分のことを餌だと認識したガラス玉のように綺麗で獰猛な目が、ミオンを舐めるように睨みつける。

　気配探知が散漫になっていて、近付かれるまで気配や圧の大きさにまったく気付かなかった。

『ど、ドラ……ゴン……！』

　反射的にナイフを向けたが、すぐに悟った。

　ドラゴン相手では逃げられない。このナイフも役に立たない。

　それに、今自分は死を選ぼうとした。

　ナイフで喉を掻き切るか、ドラゴンに食われるか、その違いでしかない。

　なら、いっその事自然の循環の中に……。

　ミオンは目を閉じ、死を受け入れる覚悟を決める。

　…………。




『あぁ……死にたくないよ……』




　一雫の涙が、頬を伝った。――直後。

『ふんっ！』

　ズゴシャアアアアアアァァァァッッッ！！！！

『……ぇ……？』

　茂みから現れた何かが、ドラゴンの頭部を粉々に砕いた。

　人間だ。しかもかなり……いや、すごく大きい。

　でも不思議と恐怖は感じない。なぜかわからないけど、大きな人間を見て安心してしまった。

　呆然としていると、彼は真っ直ぐで揺るぎない目をミオンに向ける。

『大丈夫か？』

　心に直接染み渡るような、温かい言葉。

　ミオンは訳もわからず男にすがり付くと、心の底から声を絞り出した。

『お願、ぃ……します……村を……みんなを、助けてください……！』

　ミオンの魂の叫び。

　男はそんな言葉に呼応するかのように、すぐにミオンの手を握った。

『ああ。俺に任せろ』

『……ぁりが、と……』

　その言葉を聞き、ミオンの意識は途切れた。




◆




「……ぅ……ん……」

「！　あなた、目を覚ましましたよ」

「ああ」

　時間にして一時間ぐらいだろうか。

　少女は目を開けると、虚ろな目でクロアとウィエルを見上げた……。

「大丈夫ですか？　ここがどこだかわかります？」

　ウィエルの問いかけに、少女はゆっくりと頷いた。

　傷や汚れは、ウィエルの魔法で綺麗にしているが、精神的疲れの方が大きそうだ。

　だが目を覚まし、ようやく自分の置かれている状況に思考が追いついたのか、慌てて起き上がった。

「あ、あのっ、えと……！」

「落ち着いてください。大丈夫ですよ」

　ウィエルが少女の手を握り、頭を優しく撫でる。

　少女は耳をピクピク動かして、俯くようにして頷いた。

「私はウィエル。彼はクロア。私の旦那様です」

「クロアだ」

「わ、私はミオン、です。見ての通り兎人族です」

　少女……ミオンは居住まいを正し、深々と土下座した。

「クロア様、先程は危ないところを助けていただき、ありがとうございました。ドラゴンを一撃で仕留めてしまうなんて、さぞ御高名なハンター様とお見受け致します」

「やめてくれ、様付けなんて。俺はただの木こりだ」

「……木こり、ですか？　またご冗談を」

「冗談ではないぞ」

「ただの木こりが、ドラゴンを一撃で倒せるはずがありませんよ」

　事実倒したのだが。クロアはその言葉を飲み込んだ。

　これ以上はのれんに腕押しだと思い、軽く咳払いをした。

「それでミオンちゃん。助けてくれというのは、どういう意味だ？」

「そ、そうです！　クロア様、どうかお願いします！　私の村を……仲間を助けてください！」

　ミオンが再び頭を下げた。

　もちろん、クロアとしては一度受けた願いだ。断るわけはない。

　だが、一つ疑問があった。

「相手が魔獣か亜人狩りかはわからないが、王都の騎士団に頼めば討伐隊を編成してくれるんじゃないか？」

「っ……断られてしまいました」

　ミオンの言葉に、クロアとウィエルは目を見開いた。

　アルバート王国の騎士団は、魔獣の討伐を中心に国民の平和を守ることを信条としている。

　そんな騎士団が、国民である兎人族の助けの声を断るとは思えなかった。

「何か理由を言っていなかったか？」

「……騎士団は、勇者様と共に魔王軍を殲滅する任務があるから……と」

　ミオンから思わぬ言葉が漏れた。

　勇者。つまり、アルカだ。

　確かに今の騎士団は、魔王と四天王、そして魔王の作り出した配下である魔物で構成された魔王軍の殲滅を最重要使命にしている。

　魔王軍を殲滅する。勇者はその象徴だ。

　しかし、まさかそのせいで国民からの助けの声を断るとは思いもしなかった。

　こればかりは、アルカが悪いというわけではない。

　ないのだが……。

「ミオンちゃん。申し訳ない」

「ごめんなさい、ミオンさん」

　二人は、謝らずにはいられなかった。

「ど、どうしたんですか、お二人とも!?」

　二人は話した。自分たちが、勇者アルカの実の親であるということを。

　勇者と騎士団の魔王軍を殲滅するという使命のせいで、ミオンの仲間を助けられなかったこと。

　直接の関係はないのかもしれない。

　それでも、ミオンには謝罪をしたかった。

　すべてを聞いたミオンの心に、どこにぶつけていいかわからない感情が芽生えた。

「そうだったんですね。お二人が勇者のご両親……」

「ああ。償いというわけではないが、俺らがミオンちゃんの仲間を必ず助ける」

「はい。私たちに任せてください」

　ウィエルがミオンの手を取り、クロアが力強い目でミオンを見つめた。

　ミオンも、二人が悪くないっていうのはわかっているつもりだ。

　そして、勇者が悪いとも思っていない。

　悪いのはすべて、平和を壊した人間たち。そして元凶である魔王軍のせいだ。

　でも、心のどこかでは「勇者のせいで」という気持ちがある。

　頭や理性ではわかっているが、心や感情はなかなか制御できないものだ。

　ミオンは唇を噛み締めて俯いた。

「……それでは、改めてお願いします」

「わかった。それじゃあ急ごう。案内を頼む」

「はいっ。あ、その前に馬車の手配をしないと……」

「いや、走っていく。全力で走ってくれて構わない。ついて行くから」

「え？　でも……」

　兎人族の脚の速さは、亜人の中でも随一だ。

　その速度は早馬を凌駕する。普通の人間が走ってついて行くなんて、出来るはずがない。

　でも、ドラゴンの頭部を一発のパンチで粉々に砕いた力を考えれば、もしかしたらついてこれるのかもしれない。

　そこまで考え、ミオンは頷いた。

「わかりました。では最速で行きます。ここからなら半日ほどで着くと思うので、行きましょう」

　ミオンは立ち上がると、軽くジャンプをした。

　軽くといっても、クロアの身長を超えるほどのジャンプ力だ。

「こっちです！　じゃあ、行きますよ！」

　ミオンは膝を折って力を溜めると、一気に解放して森の中を飛ぶようにして駆けていく。

〝跳ぶ〟ではなく〝飛ぶ〟。まるで鳥のように自由自在。縦横無尽に森を走っていった。

（さすがにスピードを出し過ぎましたかね。これじゃあクロア様とウィエル様は……）

　少しスピードを落とそうか。

　そう考えて後ろを振り返ると。

「なっ!?」

　涼しい顔をして、兎人族であるミオンと同じスピードで走るクロア。

　ウィエルは、それに並走するように宙を飛んでついてきていた。

「ん？　どうした？　もっとスピード出しても大丈夫だぞ」

「はい。お仲間さんが心配です。急ぎましょう」

「っ……もうっ、ちゃんと付いてきてくださいね！」

　ミオンは兎人族の誇りにかけて、さらにスピードを上げた。

　その結果。

「ぜぇっ、はぁっ、ぜぇっ……！」

「ふむ。この辺に焼かれた村があるんだな？」

「確かに、焦げた臭いがしますね」

　息切れの上に汗だくになったのは、ミオンの方だった。

　クロアとウィエルは、疲れた様子もなくケロッとしている。

　ミオンの兎人族としてのプライドが、ほんのちょっぴり傷付いた。

　少し休み、体力が回復したミオンの案内で森を歩く。

　森の奥に進むにつれ、焦げた臭いが濃くなっていくのがわかる。

　それに、血の臭いも。

　それとは別の異臭もする。これは焦げの臭いでも、血の臭いでもない。もっと別の嫌な臭いだ。

　クロアは足を止め、顔をしかめた。

　この臭い、覚えがある。昔旅をしていた時に、何度も嗅いだことのある臭いだ。

「あなた？」

「うむ……ウィエル、ミオンちゃん。ここから先は見ない方がいい。俺だけで行く」

「え？　でも……」

　ミオンがクロアの言葉に、困惑した。

　確かにこの臭いは、ミオンにとっては辛いものだ。でも耐えられないほどではない。

　だから一緒に行きたいのだが。

「ここから先の光景は、二人は見ない方がいい」

　クロアは頑がんとして譲らなかった。

　その真っ直ぐな目に、ミオンは思わず後あと退ずさってしまった。

「ミオンちゃん、ここは旦那様に任せましょう」

「……わかり、ました。ですがお願いします。もし生きている仲間がいたら、どうか助けてください……！」

「ああ。それじゃあウィエル、ミオンちゃんを頼んだ」

「はい。行ってらっしゃい、あなた」

　ミオンをウィエルに預け、クロアは森の奥へと向かった。

　歩いていくにつれて臭気が強まる。これだけの臭いは久しく嗅いでいない。クロアでも、気分の悪くなるものだった。

　しばらく歩くと茂みを抜け、ようやく村の残骸に辿り着いた。

　焼け焦げ、破壊された家。いたるところに転がる兎人族の死体。しかもその死体のほとんどが、見るに堪えないほど無残な姿だった。

　村を少し散策する。と、一つの大きな家だけ燃えずに残されていた。

　この家から気に食わない臭気が漂ってくる。

　クロアは眉間にシワを寄せ、建物の扉を開けた。

「やっぱりか……」

　想像通りの光景に眉をひそめるクロア。

　薄暗い室内。そこには、五人の兎人族の死体が転がっていた。

　しかも全員若い女。生前はさぞ美しかったであろう。

　であろうというのは、もはや原型がないほど嬲なぶり殺しにされているからだ。この濃い臭気は、男のアレの臭いだ。

　兎人族を含めた亜人は、人間と比べると耐久力も生命力も高い。

　どんなことをしてもなかなか死なないということもあり、道楽でぼろぼろになるまで犯され、壊され、それでも生かされ、最後には殺される。

　そんな光景をクロアは嫌というほど見てきた。

「……ん？　こいつは……」

　五人の兎人族の首に、何か付けられている。

　首輪だ。黒くて硬質。表面には幾何学模様と謎の文字が彫られている。

「まさか……？」

　これには見覚えがあった。

　忌々しい、過去の記憶が蘇る。

　爆発しそうな感情を抑え、クロアは足早に建物を後にした。

　それからしばらく村を歩いて生存者を探すが、生きている兎人族は誰もいなかった。

　が、別の気配がする。

　その気配を辿って村の中を歩くと……。

「あ？　なんだ、生き残りか？」

「ちげーよ、人間だ」

「でっけぇ」

　唐突に、人間の男が三人現れた。

　ボロボロの装備を身に付け、醜悪な笑みを浮かべている。

　見るからに賊だ。おそらく、この村を襲った輩の仲間に違いない。

「この村を襲ったのはお前らか？」

「言う義理はねーな」

「それやったって言ってるもんじゃねーか」

「ちげーねー。ぎゃはははぺぽ？」

　溜め込んでいた怒りが一気に沸騰し、クロアは一人の男の顔面を殴り砕いた。

　ドラゴンの頭部すら砕く拳だ。人間の身に付けている防具なんて、紙のように役に立たない。

　残りの二人は唖然としていたが、一人が剣を抜いて襲い掛かって来た。

「テメッ。殺ぱぺ」

　もう一人の腹部を蹴り上げると、上空まで吹き飛ばされて爆散する。

　それを見て、最後に残った一人は戦慄した。

　拳と蹴りで人体を粉々にする。そんな人間、見たことも聞いたこともない。

　クロアは再度拳を固め、残る一人の前に立った。

「俺の質問に答えろ。答えなかったら殺す。嘘を言えば殺す。答え以外を答えたら殺す」

「…………！」

　男は首が取れるんじゃないかと思うほど、超高速で首を縦に振った。

　逆らえば間違いなく殺される。悪党としての本能がそう告げていた。

「まず、お前ら奴隷商か？」

「へ、へい。正確には奴隷商に雇われた山賊でさっ……！」

　奴隷商。人間や亜人を捕まえ、高額で貴族や上流階級の人間に売る闇の商人だ。

　世界中で奴隷の売買は禁止されている。だが、裏ルートでは頻繁に売買されている。

　この男たちは、その奴隷商に雇われているただの山賊らしい。

「山賊は何人いる？」

「ご、五十です」

「かなりでかい規模だな……どこに潜伏してる？」

「いつもは森の奥の洞窟ですが、今半分はアプーの街に捕まえた亜人共を売りに行っているところでさ」

　その後も、自分の命が惜しいからかクロアの質問に早口でぺらぺらと話す。

　おかげで山賊の情報は詳しく知ることができた。

　男は下っ端だからか、肝心の奴隷商のことは知らないらしい。ここに来たのも、綺麗な死体で遊ぶためだったとか。

「なるほど。山賊の半数は、洞窟にいるのか」

「は、はいっ。これで俺の知ってることは全部でさ。……あ、あの、知ってることは話したので、俺は……」

「ん？　ああ、そうだな。話してくれて助かった」

「へ、へへ。お、お安い御用でさ。そ、それじゃあ俺はこれで……」

「待て。どこへ行くつもりだ」

　クロアは男の顔面を鷲掴みにすると、軽々と持ち上げた。

「……ッ!?　…………！」

　口と鼻が塞がり、声を発せないようだ。

　血走った目が助けを懇願するようにクロアを睨み付ける。

　だがクロアは冷たい目で男の視線を受け止めた。

「質問に答えなかったら殺す。嘘を言えば殺す。答え以外を答えたら殺す。確かにそう言ったが、お前を生かして帰すとは一言も言っていない」

「!?」

「お前が……お前らが今までやって来たことを考えてみろ。本気で生きて帰れると思っていたのか？」

　手に力が込められていくと、指が食い込み、頭蓋骨が軋んで歪む感覚が手に伝わってくる。

「軟やわい頭部だ」

　目からどす黒い血が流れ――グシャ。

　頭部がぐしゃぐしゃに圧砕された。

「人の平和を壊して、自分だけがのうのうと生きていけると思うなよ」

　クロアは肉塊となった山賊を一瞥し、再度生存者がいないことを確認すると、そのままウィエルとミオンのところへ戻っていった。

「あなた、お帰りなさい」

「ただいま、ウィエル」

　ウィエルから水で濡れたタオルを貰い、返り血や汚れを拭う。

　いつものことでウィエルは驚いてはいないが、ミオンは思わず顔をしかめてしまった。

　だがすぐに頭を振って、クロアに話し掛ける。

「お、お帰りなさいです。そ、それでクロア様。仲間は……？」

「……すまない。すでにあの村に生存者はいなかった」

「そんな……！」

「だが、おそらく生き残りはいる。君の村を襲ったのは、奴隷商に雇われた山賊だった」

　奴隷商という言葉に、二人は目を見開いた。

　この国において人身売買は禁止されている。奴隷商も、国が根絶やしにしたのは記憶に新しい。

　ウィエルは苦虫を噛み潰したような顔でクロアを見た。

「それは本当でしょうか？」

「村に残っていた山賊から聞き出した。それに、何人かの死体には奴隷の首輪が付けられていた」

　告げられた事実に、ミオンは絶望の顔を浮かべてへたり込んでしまった。

　奴隷の首輪とは、一種の拘束具のようなものだ。

　首輪には連動するスイッチ型の魔導機械があり、スイッチを押されると激痛が体を襲う仕組みになっている。

　奴隷を逃がさないようにするための道具だが、国が奴隷商を潰したと同時期に生産元も潰されている。首輪も国がすべて回収し、破壊されているはず。

　それがあそこにあるということは、考えられるのは二つ。

　一つ。国が奴隷売買に関わっている。しかしこれはないだろう。今代の国王は、そういった非人道的なことを嫌悪している。

　二つ。おそらくだが、これが最も有力だ。

　奴隷の首輪を製造している生産元が、今もどこかにある。奴隷商関連の施設や組織は国が根絶やしにしたと聞いていたが、どうやら逃げ切った組織があるらしい。

　奴隷商と首輪の生産工場を破壊しないと、負の連鎖は止まらないだろう。

　クロアはさっき嬲り殺されていた女性兎人族の死体を見て、密かに拳を握り締めた。

「あなた。今はここから移動した方が……ミオンちゃんも辛そうですし」

「……そうだな。ミオンちゃん、立てるか？」

　放心状態のミオンだったが、クロアの言葉に頷いてゆっくり立ち上がった。

　だが脚に力が入らないのか、ウィエルが肩を貸してようやく歩けるほどだ。

「ミオンちゃん、一ついいかい？」

「は、はぃ……？」

「この集落、このままにしておくと魔獣がやってきて、死肉を漁られる可能性がある。そうなると死者も浮かばれないだろう。もしミオンちゃんがよければ、この集落は燃やした方がいいと思うんだが」

　クロアの提案に、ミオンの心が揺らいだ。

　確かに、このまま放置すれば魔獣や魔物が寄ってくる。そうなれば、同族の体は無残にも食い散らかされるのは予想できた。

　自然と共存するエルフ族ならば、それが自然のことだとしてそのままにするだろう。

　だが兎人族の生き残りとして、ミオンはそんなことは許せなかった。

「……お願いします。仲間を安らかに眠らせてあげてください」

「わかった。ウィエル、頼む」

「はい」

　クロアがミオンを支えると、ウィエルが集落に向かって手を伸ばす。

　手に高密度の魔力が凝縮され、白い魔法陣が浮かび上がった。

「漂う霊魂へ、光の道しるべとならんことを――《ホーリーフレア》」

　詠唱後、魔法陣から白く淡い雪のような炎が無数に現れ、風に乗るようにして集落全体へ降り下りる。
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　直後、純白の炎が集落を包み込むようにして燃え上がった。

　その様子を見て、クロアとウィエルが手を合わせる。

　ミオンも呆然としていたが、二人に倣って手を合わせた。

　時間にして十分弱。純白の炎が消えるとそこには集落も死体も何もかもが無くなり、更地と化していた。

「これで迷える魂は浄化されたことでしょう」

「ありがとうございます、ウィエル様。これで、みんな……う、うぅ……！」

　ミオンが深々とお辞儀をすると、目から涙がこぼれ地面に吸われる。

　そんなミオンを見かね、ウィエルがそっと抱き締めた。

「よしよし、大丈夫ですよ。奴隷商に捕らわれていますが、まだあなたの仲間は生きています。絶対に助け出すので、泣き止んでください。ね？」

「は、はぃっ……うえぇぇん……うわあぁんっ！」

　ウィエルの胸に抱かれ、声を上げて泣くミオン。

　まるで聖母のような笑みで、ウィエルはずっとミオンを抱き締めていた。




「す、すみません、ウィエル様。お召し物を汚してしまって……」

「いえいえ、お気になさらず」

　集落から移動し、ようやくミオンは泣き止んだ。

　ウィエルの服はミオンの涙や鼻水でぐしゃぐしゃだ。

　号泣したことが恥ずかしいのか、顔を赤くして何度も頭を下げている。

「で、ですがその……」

「本当、気にしないでください。これくらいなら、魔法で綺麗にできるので」

　ミオンが人差し指を軽く振るう。

　魔法陣がウィエルの足元に展開されると、回転しながらウィエルの体を通り、服の汚れが綺麗さっぱりなくなった。

「ね？」

　魔法というのは才能で決まる。使える人も少ないし、環境によっては一生目にすることなく終わる人もいる。ミオンもこの歳になるまで、魔法を一切みたことがなかった。

　だがさっきの白炎や今の魔法を見て、ミオンの中である感情が芽生えた。

　この力があれば、仲間を救えたはず。この力があれば、悲しむことはなかったはず。

　そうした気持ちが、徐々に暗い感情を増幅させた。

「……ウィエル様。私も魔法を使ってみたいです。お願いします、教えてください」

「そ、それは……」

　困った顔でクロアを見る。

　クロアも半笑いで口を開いた。

「まあ、まずは魔力があるか調べるくらいでいいんじゃないか？　結局は魔力がないと、魔法は使えないわけだし」

「……そうですね。ちょっと調べてみましょう」

「は、はい！　お願いします！」

　ウィエルがミオンの背中に回り、肩甲骨と肩甲骨の間に手を添える。

　そのまま待つこと数秒。ウィエルの顔が曇った。

「これは……」

「ど、どうですか……!?」

「……え？　あ、はい。わずかに魔力を感じますね。鍛えたら、魔法を使えるかもしれません」

「本当ですか!?」

　ウィエルの言葉に、ミオンは顔を輝かせる。

　魔法を使える者は、魔力を他者に流すことで潜在魔力を感じることができる。

　ウィエルの言う通り、ミオンの中に潜在魔力を感じる。量は平均よりやや多いくらいだ。

　ミオンは自分の手を握って開き、呆然としていた。

　そんなミオンを見て、ウィエルはなんとも言えない微妙な顔をしている。

「ウィエル、大丈夫か？」

「あなた……はい、大丈夫です」

　ウィエルは辛そうに微笑み、喜ぶミオンの方を見た。

「ミオンちゃん。本当に魔法を使えるようになりたいですか？」

「え？　は、はいっ、なりたいです。私が強ければ、仲間を助けられたかもしれません……やれることは、全部やりたいです」

　瞳の奥が妖しく揺らぐ。

　その目は、目の前にいるウィエルを見ていない。さらに先にある、もっと暗いものを見据えているようだ。

　この目。クロアもウィエルも過去に見たことがある。

　絶望と憤怒に塗られた……復讐者の目だ。

　ウィエルはそっと目を閉じ、できるだけ優しい笑みを浮かべてミオンの頭を撫でた。

「うにゅ……？　ウィエル様？」

「わかりました。あなたに魔法を教えてあげましょう」

「あ、ありがとうございます！」

「でも条件があります。この条件を守れないのなら、あなたに魔法を教えることはできません」

「う……な、なんですか？」

　一度オーケーを出してから条件を提示するのはずるいと思ったが、ミオンは不満を漏らさず質問した。

「一つ。魔法は一日にしてならず。魔法を覚えるのなら、私の弟子となり付きっ切りで修行をしてもらいます」

「覚悟の上です」

　村の戦士たちも、毎日訓練をしていた。魔法も同じだろう。すぐできるようになるとは思っていない。

「二つ。もし魔法が使えるようになっても、一人前になるまで私の許可なく魔法を使うことは禁止します」

「う……はい」

　確かにウィエルの魔法を見ると、むやみやたらに使っていいものではないとわかる。この制限を付けるのも、納得できた。

「三つ。これが一番大切なことです」

　ウィエルの目が真剣みを帯び、ミオンの目を覗き込む。

　圧のある目にミオンは気圧されるも、おずおずと頷いた。

「魔法というのは、人々の役に立つものです。人々を守り、笑顔を与えるものです。……絶対に、復讐の道具にしてはいけません」

「っ……そ、それは……」

「いいですね？」

「……はい」

　ミオンはしぶしぶ頷いたが、納得していないみたいだ。

　それもそうだろう。仲間の仇を討つ方法があるのに、それを禁止されたのだから。

　ウィエルはむすっとしたミオンの頭を撫で、諭さとすように声を掛けた。

「大丈夫です。あなたの仲間の仇は旦那様が取ります。それに、捕まった仲間も絶対に助けます。信じてください」

「むんっ」

　ウィエルの後ろでマスキュラーをしているクロア。

　圧倒的な肉体美と隆起した筋肉に、ミオンは少し引いたが……でも確かに、自分のようにひ弱な兎人族よりも、クロアのように強靭な人間に頼んだ方が得策かもしれない。

　自分の手でやるより、確実な方法を取った方が……。

「……わかりました。でもお願いします。私も手伝わせてください」

「そ、それは……」

「これは兎人族の問題です。すべてをクロア様とウィエル様にお任せするわけにはいきません」

　さっきまでの闇に染まった目でなく、闘志に燃えた真摯な目をしている。

　その目を見て、クロアはウィエルの肩に手を置いた。

「まあウィエル。そこまで頑なに縛ることもないだろう」

「ですが……」

「弟子になるのなら、荒事に巻き込まれる可能性もある。修行の一環と考えれば、何も問題はないんじゃないか？」

「……はぁ、そうですね」

「あ、ありがとうございます！」

　深々と頭を下げるミオンを見て、ウィエルはそっとため息をついた。

「もう、あなたは優しすぎです」

「俺からしたら、ウィエルの方が優しいけどな。弟子や教え子は、多少厳しくても千尋の谷に突き落とす気概でいなければ」

「それが向く人、向かない人がいるんですよ」

「むぐっ」

　ウィエルのジト目に、クロアは目を逸らした。

　わかっているつもりだが、クロアも若い頃はそういうやり方で育てられた。古臭いと言われようと、それ以外のやり方を知らない。

「……まあいいです。私も修行に手を抜くつもりはないので」

「当たり前だ。下手に力を付けると、死が近付くからな」

（死が近付く……？）

　クロアの言葉に、ミオンは内心首を傾げた。

　その微妙な変化を感じたのか、クロアがミオンに説明する。

「力を付けると、自分の力の大きさを勘違いする。自分と相手の力量を見誤る。その結果、死ぬ可能性が高まる。死なないために、修行に手を抜いてはいけないんだ」

「なるほど……わかりました。よろしくお願いします！」

　ミオンは再度深く頭を下げる。まずは魔法を学び、戦い方を身に付けなければならない。

　ミオンの心は熱く燃え上がっていた。

　三人はまず、兎人族の仲間を助け出すためにアプーの街へ向かった。

　山賊曰く、山賊グループの人数は五十人。そのうちの半分が、捕らえた兎人族をアプーの街へと売りに行っているらしい。

　残りの半分は森の拠点にいるらしいが、今はそれより仲間の救出が最優先だ。

　アプーの街は早馬で二日は掛かる。おそらく、すでに街に到着している頃だろう。三人がどれだけ飛ばしても、半日は掛かってしまう。

　半日。下手をすると売られるか、それとももっと酷い目に遭うか。

　仲間の安否がわからないというのは、この上なく不安を積もらせる。

「みんな、大丈夫かな……」

「大丈夫ですよ」

　走りながら漏らすミオンの何気ない呟きに、ウィエルが答えた。

「……なんでそう言えるんですか？」

「奴隷というのは品質が命です。買うのは金を持った貴族や商人ですから、下手に傷付けては価値が下がります」

　力仕事がメインの男。奉仕がメインの女。

　二つとも体が資本だ。だから売られるまではちゃんとした食事を与えられ、徹底管理される。

　その後のことは買った人間によって決まるため、安全の保証はされないが。

　それでも、売られるまでは絶対に身の安全は約束できる。

「なるほど、そういうことですか……詳しいんですね」

「まあ、昔は世界各地を旅していましたから」

　当時のことを思い出し、苦笑いを浮かべるウィエル。

　クロアは聞き耳を立てていたが、無言で走り続けた。

「それより、今は魔力コントロールに集中しなさい」

「は、はいっ」

　ウィエルにたしなめられ、ミオンは自分の内側に流れる魔力へと意識を向けた。

　通常、相当なセンスがない限り、自分の中の魔力を知覚することはできない。

　それを可能にするのがウィエルの仕事だ。

　ウィエルの魔力を少しだけミオンの体に流し、ミオンの魔力と並走させる。

　そうすることで、自分の魔力を感じることができるのだ。

　今は手助けがないとできないが、いずれは自分の力だけで魔力を感じることができるようになるだろう。

　そのまま走り続けること数時間。

　不意に、クロアの気配探知に何かが引っかかった。

「――人の気配だ」

「え？」

「本当ですね。十数キロ先……こちらに向かっています」

「え？」

　二人の言葉に、ミオンは困惑した。

　ミオンも兎人族として、気配や敵意を感じるのは得意だ。

　しかしクロアとウィエルの言葉を聞くまで、人の気配は感じられなかった。

　いや、今でも気配は感じられない。

（十数キロ先の気配を人間が探知できる？　いやいや、さすがにそんなわけ……）

　二人がどれだけの実力者でも、人間であることは変わりない。

　きっと勘違いだろう。そう思っていたのに。

「いたぞ」

（嘘やん）

　いた。確かに。数にして二十数人。馬や馬車に乗っていて、全員武装している。

　近づけばミオンだって気配を感じられる。

　それなのに、二人は超長距離から気配を感知していたのだ。

　さすがのミオンも、兎人族としての自信が若干なくなった。

「山賊だな。兎人族を売った帰りだろう。まずは奴らを潰す。ウィエル」

「はい」

　ウィエルは空中へ飛び上がると、手の平をかざした。

「《ストーンウォール》」

　直後、山賊の行先に高さ十数メートルの石の壁が現れ、さらに四方を囲った。

　突如現れた石の壁に、山賊たちは慌てふためき統制が取れなくなる。

　そこに、クロアが壁をジャンプで飛び越え、山賊たちの中心に下り立った。

「だ、誰ぺごっ」

「何へきゅっ」

「へけっ」

「ぎゃぼっ!?」

　クロアが軽く腕を振るうだけで山賊の四肢は吹き飛び、頭部は砕け、胴が爆散する。

「……ッ！　お、お前ら、何ボーッとしてやがる！　奴を殺せ！　殺せェ！」

「「「「「お、オゥ！」」」」」

　あまりの出来事に硬直していた山賊たちだったが、リーダー格の男の声にようやく体が動いた。

　だがクロアの蹂じゆう躙りんは止まらない。

　時間にして数分。リーダー格の男を残し、すべての山賊は肉片と化した。

「な……ぁ……ぇ……？」

　さっきまで話していた仲間だった。

　かなりの大金が手に入り、どう遊ぶかで盛り上がっていた。

　それなのに、今この場で生き残っているのは自分一人。

　腰が抜けて立てない。

　そこに、死を運んできた大男が目の前に立つと、首の関節を鳴らした。

「俺の質問にだけ答えろ」

　有無を言わさぬ圧のある言葉に、リーダー格の男はただ頷くことしかできなかった。




◆




「やはり、もう売られてしまった後らしい」

　リーダー格の男と肉体言語でお話をし、クロアが戻ってきた。

　手には麻袋に入った大量のアルバート王国金貨が握られている。

　数にして数百枚。クロアの年収が金貨一枚だから、数百年分の稼ぎになる。が、言い換えればこの程度の額で人が売り買いされているのだ。

　怒りの感情が煮えたぎり、粘度が高まってくる。

　その感情を抑えつけて麻袋をミオンに渡すと、悲しそうな顔で俯いた。

「ミオンちゃん。さっきも言った通り、奴隷として捕まった者はオークションに掛けられるまで身の安全を保証される。助け出すならそこを狙うしかない」

「……はい。私、諦めません」

　こぼれ落ちそうになる涙を拭い、ミオンは気を引き締める。

　ここで泣いても仲間は帰って来ない。

　泣いている暇があったら少しでも行動しないと。

　覚悟を決めた目を見て、クロアはゆっくり頷いた。

「それでいい。強い子だ」

「あ、ありがとう……ございます……」

　突然褒められて恥ずかしくなったのか、今度は別の意味で俯いた。

　ミオンの変化にクロアは首を傾げたが、今はそれどころじゃない。

　馬を《ストーンウォール》の外に出し、装備をすべて外して野生へと放った。

「これでよし。それじゃあウィエル、後始末を頼む」

「わかりました」

　ウィエルの手が石の壁に添えられる。

　と、石の壁が崩れ落ちると共に、肉片を巻き込んで地中深くへと沈んでいき……最後には何もない更地と化した。

「かなり深くまで埋めたので、野獣や魔獣が掘り返すことはないでしょう」

「ありがとう、ウィエル。さあ、ここまでくればもう少しだ。先を急ごう」

「はい」

　クロアが走り、その後ろをウィエルが飛んでいく。最後をミオンが、少し遅れて走り出す。

　しばらく走り続けると、ようやくアプーの門が見えて来た。

　クロアたちの住む村は、木で作られた塀と門が周りを囲っている。

　しかしアプーの街は、見上げるほどの石のブロックで作られた堅牢な塀に、人間一人では絶対に動かないであろう重厚な門に守られている。

　アプーはアルバート王国でも大きな街の一つで、国中から様々なものが集まる都市として知られている。

　今も行商人が、検問を通るべく列を作っていた。

「アプーに入るには、必ず検問を通る必要がある。行商人とは別に、旅人用と観光客用に検問は分かれているんだ」

「クロア様、私たちはどこを通ればいいのでしょうか？」

「いい質問だ。俺たちは別の入口から入る。こっちだ」

　クロアは列から外れ、検問ではなく衛兵の駐屯所へと向かった。

　駐屯所の入口で、欠伸をして立哨している衛兵。

　だがクロアの姿を見ると、衛兵は背筋を伸ばして敬礼した。

「こ、これはクロア殿と奥方様！　お疲れ様です！」

「お疲れ様です。申し訳ない、速やかに中に入りたいので、許可を貰えますか？」

「そ、それはもう！　どうぞ、お通りください！」

「ありがとうございます」

　緊張した面持ちで敬礼する衛兵を横目に、三人は駐屯所を抜けてアプーの街へと入っていった。

　あまりの待遇の違いに、ミオンは目を白黒させている。

　それもそうだ。ミオンも仕事の手伝いで何度かアプーに来たことはあるが、手続きが面倒で相当待たされたのを覚えている。

　そんなミオンを見て、ウィエルが笑顔を見せた。

「どうして、って顔ですね」

「か、顔に出ていましたか？」

「ええ。わかりやすく説明すると、旦那様はこの街の英雄なんですよ」

「英雄……!?」

　英雄なんておとぎ話の中でしか聞いたことがない。

　思いもしなかった二つ名に、ミオンは頭を殴られたような衝撃を覚えた。

　英雄ゼノは、剣一本で数千もの魔獣の大軍を食い止めた。

　英雄ミシェルは、魔法で死の疫病を浄化した。

　英雄カレアは、精鋭を率いて魔王軍を蹂躙していった。

　どれもこれも、信じられないような偉業ばかり。

　偉業を成し遂げた者が英雄と呼ばれ、後世に語り継がれる。

　だが思い返すと、クロアはパンチ一発でドラゴンを絶命させた。

　確かにそれなら、英雄と呼ばれるのも不思議じゃない。

「クロア様は、どのような偉業を……？」

「この石の塀です」

「……ん？　え？」

「二十数年前。身一つで石を切り出し、一晩のうちに街を囲う石の塀を作ってしまったのです」

「……は？」

　自分の耳を疑った。

　否、疑わない人はいないだろう。

　たった一晩で、この巨大な石の塀を作った。しかも一人で。

　偉業と言えば偉業だが、あまりにも突拍子もなさすぎる。

「二十数年前、アプーは街ではなく村でした。村から街へ発展させるため、当時村を統治していた貴族が、旦那様に依頼したのです。その力を使い、できるだけ早く石の塀を作ってほしいと」

「それを一晩で……？」

「はい」

　デタラメすぎる。偉業というより異常だ。

　今のクロアの年齢は四十歳に届かないほどだ。二十数年前となると、まだ十代そこそこ。今のミオンよりも年下だ。

（クロア様……いったい何者なんだろう……？）

　ミオンの疑問は、さらに膨れていった。

　三人が検問を潜り中に入ると、それに気付いた町民が一斉に声を掛けてきた。

「おーっ、クロアの旦那！」

「旦那、今日はいい野菜入ってるよ！」

「クロアさん、今日も素敵……」

「おじちゃん、遊ぼー！」

　クロアが大通りを歩けば歩くほど、いろんな人に声を掛けられる。

　みんなの顔は爽やかで、心の底からクロアを信頼しているようだ。

　クロアの後ろ姿を見つめて、ミオンがウィエルに話し掛けた。

「クロア様、凄い人気ですね」

「月に一回は、木材を売りに来ていますから。その時は一泊して、街の皆さんの手伝いをしているらしいですよ」

　クロアほどの肉体と力があれば、どんな手伝いでもできるだろう。妙に納得してしまった。

　一人一人に挨拶しながら大通りを進む。

　街の人全員と知り合いなのか、ひっきりなしに呼ばれている。

「これ、どこに向かっているんですかね？」

「わかりませんが、旦那様のことです。宛はあると思いますよ」

　ウィエルもクロアを信頼しきっているのか、微笑みを絶やさずついて行く。

　ミオンとしては、こんなに呑気で仲間を助けられるのか心配で仕方ないのだが。

　でも今は、二人を信じてついて行くしかない。

　歩くこと一時間ちょっと。

　三人の目の前に、巨大な屋敷が姿を現した。

「こ、ここは……？」

「領主の家だ」

「領主……って、貴族様ですか!?」

「ああ。行こうか」

「行こうかっ、て!?」

　クロアとウィエルが警備兵へと話し掛ける。

　と、すぐに鉄扉が開き、中へ通された。

　こんなあっさり貴族と面会ができることに、ミオンの思考と体は硬直した。

（英雄クロア様、凄すぎます……）

「ん？　ミオンちゃん？」

「ぁっ。い、今行きます……！」

　急いで後について行く。

　警備兵が敬礼で三人を迎え入れると、鉄扉が音を立てて閉まった。

　すると、庭先に初老の男性が立っていた。白髪が目立つが、威風堂々とした佇たたずまいと気品さに、ミオンは身を正した。

　間違いない。この男が領主だ。

　領主の傍らにはメイドが待機していて、恭しく頭を下げている。

「クロア、久しいな！」

「お久しぶりです、ガルド卿。お元気そうで」

「がははは！　なぁに、まだまだ若いもんには負けんよ！」

　親しげに話す初老の男性――ガルドの名前を聞き、ミオンはさらに背筋を伸ばした。

　アプーやここら一帯の統治を任されている、ガルド・ロゼイア辺境伯。

　正真正銘、本物の貴族だ。

「ガルド様、お久しぶりでございます」

「うむ、ウィエル殿も相変わらず美しいな。若さの秘訣を教えてほしいものだ。がはははは！」

　二人と話すガルドの態度に、ミオンは目を瞬かせた。

　貴族と聞いていたから、もっと傲慢だと思っていたが、まったくの逆だ。親しみやすく、旧友に接するようにクロアとウィエルと話している。

　ガルドはひとしきり笑うと、二人の後ろにいたミオンに気が付いた。

「む？　その娘は兎人族か？」

「はい。兎人族のミオンです」

「は、初めまして、ロゼイア様！　み、ミオンと申しますっ、です、ます……！」

　緊張に緊張を重ねて変な語尾になってしまった。

　そんなミオンを見てガルドはニカッと笑うと、ミオンの肩を力強く叩いた。

「がはははは！　そんなに緊張することないぞ！　クロアの友人なら、俺の友人だ！」

「は、はい……」

　無礼講というのだろうか。ちょっと気が緩んだ。

　だがミオンはその言葉を信用していない。

　貴族と平民は天と地ほどの身分の差がある。それは絶対にわかっていないといけない。

「で、クロアよ。今日はどうした？　飯でも食うか？」

「いえ。実は急用がありまして」

「ほう、急用？」

「はい。実は――」

　クロアがガルドに、今までの経緯を話した。

　さっきまで見せていた笑顔が消え、怒りに満ちた顔に変貌していく。

「……それは本当か？」

「おそらく」

「……ここじゃまずい。中に入ろう」

　ガルドはクロアの背を押し、中に入るよう勧める。

　三人はガルドと共に屋敷の中に入っていった。

　応接室に通され、四人はソファーに座る。

　ガルドはさっきクロアから聞いたことを改めて考え、そっと頭を抱えた。

「この街で奴隷オークション、か……信じられんな」

　この街を統治して数十年。そんな情報は一度も聞いたことがなかった。

　しかし、クロアの言っていることが嘘だとは思えない。クロアとは昔馴染みだ。こんなことで嘘をつく人間じゃないことは、ガルドもよく知っていた。

「それが本当だとして、どうやって中に入れているのだ？」

「ここに来る途中、山賊を拷問しました。どうやら、外部と内部を繋ぐ地下道があるらしいです。奴隷オークションに参加する貴族も、そこから入っているのだとか」

　自分の統治している街で非合法なことが行われている。

　ガルドは深々と息を吐いた。

「ガルド卿。お聞きしますが……この件にあなたは関わっていないのですよね？」

「当たり前だ」

　二人の目が交錯する。

　時間にして数秒。二人は揃って破顔した。

「嘘はついていないみたいですね」

「ああ。俺が非合法なことが嫌いなことくらい、お前も知っているだろう」

　二人の仲は浅くない。ガルドが非合法なことに手を貸さないのは知っている。

　ガルドはメイドが入れた紅茶を飲み、気持ちを落ち着かせた。

「なぜこの街なのだ？」

「憶測ですが。この街は国の端にありながらも様々な物資が届き、なおかつ交通の便もいい。そして重要なのが、亜人の住む地方へすぐ行けるということです」

　クロアの言う通り、ここはアルバート王国の端にありながらも、恵まれた物資と交通の便がある。憶測と言ってはいるが、まず間違いないだろう。

　ガルドは憤怒に染まった顔でグラスを床に叩きつけ、さらに机を殴り砕いた。

「この俺を舐めおって……根絶やしにしてやる！　クロア！」

「ええ。俺もそのためにここに来ました」

　奴隷オークションを潰し、奴隷商を殲滅する。

　二人は力強い握手をし、まだ見ぬ敵に向けて殺意を向けた。




◆アルバート王国・王都ニルヴェルト◆




　場所は変わり、王都ニルヴェルト中心街。ここは多くの要人や貴族、大商人が住む街だ。

　その中に、ひときわ豪華で巨大な屋敷が鎮座している。

　ぐるりと囲う円形状の鉄柵。広々とした庭。そして見るものを圧倒する屋敷。

　勇者アルカの住む邸宅である。

　屋敷の中は豪華絢爛な装飾が施されていて、床はふかふかな赤い絨毯が敷き詰められている。

　その中を露出度が極めて高いメイドたちが、あっちへ行ったりこっちへ行ったりと忙しく動き回っていた。

　そんなメイドたちを横目に、一人のメイドがある場所へ向かっている。

　露出の少ないクラシカルなメイド服を着て、優雅な足取りで屋敷の最奥へ。

　扉をノックし、奥にいる者へ声を掛けた。

「勇者様。よろしいでしょうか」

「……ああ、いいぞ」

「失礼いたします」

　扉を開け、中へ入る。

　薄暗く密閉された空間に、顔をしかめるほどの淫靡な匂いが充満している。

　中央のベッドには十数人の女が痙攣し、全裸で嬌声を上げていた。

　女たちを横目にベッドの縁に座る汗だくの男は、瓶に入った酒をラッパ飲みする。

「おう、セーラか」

「勇者様、お疲れのところ失礼いたします」

「別に疲れてねーよ、これくらい。まだまだ行けるぜ」

「さすがでございます」

　と言いつつ、メイド――セーラは表情を変えない。

　それが面白くないアルカは、セーラに近付いてメイド服の上から巨大な乳を鷲掴みにした。

　乱暴に揉まれているのに、セーラは無表情のまま。

　人形みてーな奴だ……そう思いつつスカートをゆっくりたくし上げる。

「次はお前な。そのままケツ向けろ」

「かしこまりました。ですがその前に、一点ご報告がございます」

「そんなのは後だ」

「ですが勇者様。ご家族に関わることです」

　ピタッ――。

　アルカの手が止まった。

　それどころか、今まで傲慢で意地汚い笑みを見せていた顔も固まっている。

「……家族？」

「はい」

「……俺の、か？」

「左様でございます」

　刹那、アルカの脳裏に巨大な背中が駆け抜けた。

　見上げるほどの高身長。隆起した筋肉。すべてを一撃で薙ぎ払う力。

　父、クロアである。

　震える体を押さえ、アルカはゆっくりと口を開いた。

「な、な、なんで今父さ……いや、親父が……!?」

「ここ数週間、勇者の父と母を名乗る二人が、国中を旅しているという情報が入ってきました。勇者様が魔物や魔獣を倒した余波を受けた村や街を回り、再興の手伝いをしているそうです」

　セーラの言葉に耳を疑った。

　今までアルカは、魔物や魔獣、そして魔王軍を撃破するために仕事をしていた。

　被害を受けた街や村は、宰相のリリックが対応しているはず。

　最終的な目標は魔王で、それまでは自由にしていいと言われている。だからこうして贅沢三昧な生活をしているんだ。

　困惑しているアルカをよそに、セーラは話を続ける。

「現在はアプーの街へ滞在しているということです。どういたしましょうか。勇者様のご両親を名乗る不届き者、この私が始末してきましょうか？」

「ま、待て。本当にそれが親父とお袋だった場合、まず間違いなくセーラが殺される」

「これでも私は、元最高ランクハンター。後れは取らないと思いますが」

「そういう次元じゃないんだよ、あの人たちは……」

　過去のことを思い出し、アルカの体は大きく震えた。

「――いや、待てよ。もし騙っているだけだとしたら、そいつらは偽者だよな……何か特徴とかはないか？」

「今受けている情報ですと、男の方は身長二メートル強。かなり筋肉質らしいです」

「ふむ……」

　身長二メートルオーバーで筋肉質。そんな男、この国でいくらでも見てきた。

　もっと具体的な情報がほしい。

「他に何かないか？　強さとか、何か……」

「眉唾ですが」

「それでいい」

「……ドラゴンをパンチ一発で倒した、という情報があります」

「親父だ」

　断言できる。

　身長二メートル。筋肉質。それに加え、ドラゴンを一撃で仕留めることができる人間なんて、一人しか知らない。

　ということは、一緒に旅をしているのは実の母、ウィエルということになる。

「なんで親父たちは……」

「これも確かではないですが、一つ情報が」

「……言ってみろ」

　もしや自分が心配で会いに来てくれるんじゃ。

　そんな淡い期待は――

「息子を殴りに、と言っているそうで」

　――儚くも崩れ去り、死を覚悟した。
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◆アルバート王国・アプー◆




　クロアたちはロゼイア邸を出ると、アプー周辺を探索していた。

　クロアの気配探知。ウィエルの魔法探知。ミオンの聴覚探知で怪しい場所を探しに行く。

　ガルドには屋敷の方で待機してもらっていて、安全を確保した奴隷たちをかくまってもらう手筈になっている。

　しかし探索すること一時間。まだ手掛かりらしい手掛かりは見つかっていない。

　山賊曰く、魔法によって認識阻害を掛けられていて、詳しい場所まではわからないらしい。

「ウィエル、どうだ？」

「魔法の気配はありますね。ですが巧妙に隠されているのか、正確な場所までは掴めていません」

「わ、私の聴覚でもこの辺で音は聞こえていますが、認識阻害の魔法で感覚が鈍くて……」

　ウィエルの魔法探知は超一級品だ。長年一緒にいたから、よくわかっている。

　兎人族の聴覚探知の精度も、亜人の中でもトップクラスだ。

　その二つをもってしても正確な場所を掴み切れないとなると、相手にも相当魔法が得意な者がいることになる。

　クロアは腕を組んで思案すると、跪いて地面に手をついた。

　何かしゃべっているが、ミオンの耳でも聞き取れないほど小さい。

「クロア様、いったい何を……？」

「しー。ミオンちゃん、今はちょっと静かにしましょうね」

「は、はい……？」

　二人は黙ってクロアから距離を取る。

　そのまましばらくクロアを待っていると、不意に立ち上がって振り向いた。

「見つけた。確かに洞窟がある」

「そうですか。それじゃあ行きましょう」

「ああ。こっちだ」

　クロアが先頭を歩き、その後ろをウィエルがついていく。

　ミオンも慌ててついて行くが、今の会話の意味がわからなかった。

「うぃ、ウィエル様。クロア様は何をしたのですか……？」

「んー……ミオンちゃんは、ソナーというものは知っていますか？」

「はい。コウモリ型の魔獣が使うものですよね」

　簡単に言えば超音波を使い、その反射を利用して探知するというものだ。

　そうすることで、見えないものの場所を正確に捉えることができる。

　だが今のクロアは、ただ地面に手をついているだけだった。

　特に魔力を流しているようにも、コウモリのように超音波を発しているようにも見えない。

　ならどうして……？

　その疑問も、ウィエルがサラッと答えた。

「旦那様は、自分の声をソナーの代わりにしたんです」

「……言っている意味がわからないんですが」

「手の平を地面につけ、声を発する。その反響を感じて、ソナーと同じことをしたんです」

　説明を聞いても意味がわからない。

　わかったことと言えば、クロアが底なしの規格外ということだけだった。

「認識阻害の魔法は、様々なルールを設定する必要があります。気配による探知。魔法による探知。聴覚による探知。視覚による探知。嗅覚による探知……ルールが複雑化するほど認識阻害の魔法は扱いが難しくなりますが、すべてコントロールできれば厄介なことこの上ない魔法です」

「な、なるほど……？」

「旦那様はそれを知っていたから、認識阻害の魔法の盲点を突きました。それが、触覚による探知です」

「あ！」

　ようやく納得した。だからクロアは、地面に手をついていたのだと。

　声の振動の反射で探知するなんて、普通は思い浮かばない。だからこそ盲点になり、それが隙になる。

「とんでもないですね」

「私も最初に原理を聞いた時は、同じことを思いました。この人の存在は規格外……いや、理不尽だと」

「確かに」

　存在がここまで理不尽な人間は見たことがない。

　というか、そもそも人間なのだろうか。それすら怪しい。

　その話が聞こえていたのか、クロアはそっとため息をついた。

「二人とも、失礼なことを言ってる自覚はあるか？」

「あら。本当のことを言っているだけですよ」

「俺は正真正銘の人間だ。人間の身体能力の範囲で、できることしかできない」

　こんなことできる人間がそもそもいないような。

　ミオンはその言葉を飲み込んだ。

　クロアの後に続くこと数分。とある場所で、クロアが立ち止まった。

　周囲を見渡しても何もない。ただの森の中だ。

「あなた、ここですか？」

「ああ。ウィエル」

「はい」

　ウィエルが目の前の巨木に触れる。

　直後。音と共に巨木が震え、浮かび上がるようにして中央に扉が現れた。

「ビンゴですね。これが入口です」

「認識阻害魔法の上に、隠蔽魔法か。後ろめたいことをしてると認知している輩は、隠しごとがうまいな」

　クロアが扉に手を掛ける。

　だが鍵が掛かっているのか、ぴくりとも動かない。

「許可を得ている者以外が触れると、開かなくなる魔法が掛けられていますね」

「小癪な」

　そっとため息をつき、わずかに力を込めると。

　――メキバキバゴッッッ！　扉が周囲の木を破壊して綺麗に外れた。

「開いたぞ」

「いやいやいや！　クロア様、それは開いたのではなくぶっ壊したと言うべきでは!?」

　今まで黙って見ていたが、さすがに限度があった。

　魔法を腕力でねじ伏せる。そんなことがあっていいのだろうか。

「まあ道は開けたんだ。細かいことは気にせず、進もう」

「そうですよ。さ、ミオンちゃん」

「……ソウデスネ」

　ミオンは考えることを止めた。

　扉をくぐると、地中に向かって階段が延びている。

　松明も電灯もないのに明るい。階段は下りやすいように整備されているし、手すりまで付いている。間違いなく人工的なものだ。

　扉から覗き込み、ミオンは緊張で唾を飲み込んだ。

　ウィエルも油断せず、階段の先を見ている。

「な、なんだか怖いですね……」

「確かに嫌な気配がします。負の気配がビンビンに伝わってきますよ」

「……俺が先に行こう。ミオンちゃんは真ん中。ウィエルはしんがりを頼む」

「わかりました」

「は、はいっ……！」

　ゆっくりとした足取りで階段を下りていく。

　下に下りて行けば行くほど、濃密な負の気配がまとわりついてくる。いつ感じても、この空気には慣れない。

　ミオンはカビの臭いが気になるのか、顔をしかめて鼻を押さえている。

「ミオンちゃん、大丈夫ですか？」

「ふぁい」

「大丈夫じゃなさそうですね……臭いだけなら遮断できますので、お待ちください」

　ウィエルが指をくいっと曲げると、ミオンの体が淡い光に包まれた。

　臭いを遮断する魔法なのか、まったく気にならなくなった。

「あ、ありがとうございます、ウィエル様」

「いえいえ。兎人族は五感が人間より優れていますからね」

「そうなんですよ。でも嗅覚を遮断されると不安になりますね……」

　兎人族の五感は人間より優れていて、特にミオンの嗅覚は兎人族の中でも頭一つ抜きん出て鋭い。今までも臭いのおかげで、何度も危機を脱して来ている。

　信頼を置いている嗅覚の一つが遮断されているのだ。不安にならないはずがない。

　そんな不安そうにするミオンの頭を、ウィエルがそっと撫でた。

「大丈夫ですよ。私と旦那様がいるのです。ミオンちゃんには指一本触れさせませんから」

「ぁ……ありがとう、ございます」

　二人の強さは知っている。

　だから心配する必要はないのだが、いつまでも守ってもらうわけにもいかない。

　自分が強ければ、仲間を殺されることも、攫さらわれることもなかった。

　自分の弱さが――憎い。

「それでいい」

　不意に、クロアが意味深な言葉を発した。

「な、なんですか？」

「その感情を忘れるな。だが、呑まれるな。飼い慣らせ」

　クロアの言っている意味がわからない。

　今ミオンが秘めている感情は、限りなく負に近いものだ。

　それを忘れるなと。呑まれるなと。飼い慣らせと。

　困惑顔でウィエルに助けを求めるが、ウィエルも意味深な笑みを浮かべているだけで答えてくれない。

（……意味がわかりません）

　そっとため息をつき、気持ちを切り替えて階段を下りていく。

　しばらく降り続けると、ある所で階段ではなく通路になった。

　大人がギリギリすれ違えるほどの幅だが、天井は高い。クロアには狭そうだが、動き回るには苦労しなさそうだ。

　通路の壁には扉が一定の感覚で並べられ、さらに分かれ道もある。

「正式なルートは、私の探知に任せてください」

「わ、私も聴覚探知でお手伝いします……！」

「ありがとう。ウィエル、ミオンちゃん」

　ウィエルは手をかざし、ミオンは耳を澄ましてルートの確認をする。

　すると、二人揃って眉がピクリと動いた。

「罠だらけですね。正しいルートを辿らないと罠が作動する仕掛けのようです」

「それに、待ち構えている人間がたくさんいます。百や二百じゃききません」

「ふむ。ここまでおびき寄せて、逃げられなくさせたようだが……考えが甘いな」

　クロアが歩みを進める。

　まるで心配事がないように、軽快な足取りだ。

「あなた、そこの扉です」

「ああ」

　ウィエルに言われた通りの扉を開ける。

「死ねああああああああぁぁぁ！」

　次の瞬間、扉の先にいた大男が、クロアに向けて斧を振り下ろす。

「よっ」

　振り下ろされた大斧に向け、クロアが拳を振るう。

　直後、大斧が粉々に砕け散った。

「……へ？　あぎゃっ!?」

　呆然としている大男の頭を鷲掴みにし、片手で軽々と持ち上げる。

　大男の体重は余裕で百キロは超えているだろう。

　クロアは大男を掴んだまま大きく振りかぶり――

「ふんっ！」

　――通路の先へ向け、投げ付けた。

　超高速で投げられた大男は、巨大な砲弾のように通路の奥にいる人間を木っ端微塵に粉砕する。

「ま、待っほげっ!?」

「ぎゃっ」

「ぺきゅっ」

「ぽぺっ」

　数にして五十人ほどだろうか。

　通路にいた敵はすべて肉片となり、最後に大男も壁に衝突して爆散した。

「よし」

「ナイスボール」

「もう私、ツッコミません」

　クロアの進撃は止まらない。

　ウィエルの指示通りに正解の道を進み、待ち受ける敵を完膚なきまでに蹂躙していく。

　そしてついに、今までにない細工が施された鋼鉄の扉に辿り着いた。

　リアルな鬼、悪魔、髑髏の顔がじっとこちらを凝視している。

「あなた」

「ああ。ここだな」

　二人の緊張感が厚みを増していく。

　ミオンは生唾を飲み飲み、恐る恐る聞いた。

「あ、あの。この先に何が……？」

「奴隷を管理している者……奴隷商の本部だ」

「ぇ……!?」

「鬼が奴隷商に雇われた山賊。悪魔が奴隷商。髑髏が奴隷を表してるんだ。これは奴隷商のマークみたいなもので、この先が奴らの本部になる」

　説明を終えたクロアが、扉に手を掛ける。

　予想どおり、この扉にも認証の魔法が掛かっているのか開かない。

　それに周りも鋼でできていて、さっきのように破壊することもできないだろう。

「硬いな……二人とも、離れていろ」

「はい。ミオンちゃん」

「は、はいっ」

　十分に離れたのを確認し、クロアは肩を回した。

「これをやるのは久々か。よし」

　拳を握ったクロア。闘気によるものなのか、クロアの周囲の景色が徐々に歪んでいく。

　熱気によって周囲が歪む、陽炎と同じ現象だ。

　力を溜めること数瞬。鋼鉄の扉目掛けて――ただ拳を突き出した。

「フンッ」

　ゴッッッシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァ！！！！

「「「「「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！？！？！？」」」」」

　爆音と共に粉々に砕ける鋼鉄の扉。

　その破片が、奥に待機していた奴隷商や雇われの山賊の体をミンチにした。

　中に入ると、まだだいぶ人数は残っているみたいだ。

　全員武装はしているが、目は恐怖の色で染まっている。

「クロア様、今のはなんですか？　必殺技みたいな感じでしょうか？」

「ああ。必殺・三割パンチだ」

「…………」

「ちなみにドラゴンを倒したのは必殺・五割パンチだな」

「…………なるほど！」

　クロアに常識は通じないと、改めて痛感した。

「さてと、ウィエル。ここは任せていいか？」

「はい、任せてください」

「それじゃあミオンちゃん。俺たちは先を急ごう。この先にミオンちゃんの仲間がいる」

「は、はいっ！」

　クロアとミオンは怯えきっている奴隷商を横目に、奥へと走っていった。




◆ウィエル◆




「さてと、私は私のやることをしますか」

　ウィエルは天使のような微笑みを向ける。

　恐怖の元凶がいなくなったことに安堵したのか、商人たちは下卑た笑みをウィエルに向けた。

「ひ、ひひっ。あの化け物がいなけりゃ余裕だぜ……！」

「しかも偉い美人だなぁおい」

「ひっ捕らえて犯してやる。犯し殺してやる……！」

　数にして百人は下らないだろうか。

　そんな男たちを前にして、ウィエルは困ったように頬に手を添えた。

「あらあら。困った人たちですね。私のことをか弱いとお思いなのでしょうか」

　ウィエルの目がスッと細められた……次の瞬間、商人たちの本能が何かを幻視した。

　ウィエルの背後に佇む、異形の姿。魔族より残忍で、悪魔よりも残酷な何か。

　それを本能的に悟り、一歩も動けなくなった。

「ふふふ。これでも昔は、私の姿を見ただけで悪人は震え上がったものですが……時の流れは残酷ですね。私のことを知らないなんて」

　ウィエルが指をくいっと曲げる。

　直後、ウィエルの足元から黒く煮えたぎったマグマのようなものが噴き出した。

　そこから、瞬く間に姿を現す無数の触手。

　意思を持った漆黒の触手が、ゆっくりと地面を這って商人へと伸びる。

「なっ、何だこれは……!?」

「ま、魔法か!?　こんなの見たことないぞ！」

「た、た、助けっ……！」

　逃げ惑う商人を捕らえた触手が、黒いマグマの中に引きずり込んでいく。

　すべての商人を引きずり込むまで、ウィエルはただ、天使のような微笑みをみせるだけだった。




◆クロア・ミオン◆




　背後から聞こえる断末魔の叫びを無視し、二人は奥へ奥へと進む。

　しかしミオンは気になるのか、叫び声が聞こえる度に耳をぺたんと伏せている。

　クロアは慣れたものだが、この断末魔の叫びは並の者では神経がすり減るだろう。

　現にミオンは、今にも失神しそうだ。

「ミオンちゃん、大丈夫か？」

「は、はい。なんとか……」

「まあ、これからウィエルから魔法を学ぶなら、これくらいの断末魔の叫びは慣れないとな」

「ひぇっ」

　これくらい。ということは、これ以上がこの先待っているということ。

　後悔先に立たず。人生諦めも肝心。ミオンはそっと感情を殺した。

　すると、クロアが鉄扉の前で立ち止まり、指をそっと這わせる。

「ふむ……この先だな」

「こ、ここに仲間が……!?」

「ああ」

　クロアが鉄扉に指を食い込ませると、軽々と左右に引き裂いた。

　引き裂かれた鉄扉の先からは、眩いばかりの光が漏れ出る。

「な、なんだ……？」

「絶対開かなかった扉が開いたぞ！」

「開いたというよりこじ開けられたような……？」

　中から戸惑いの声が聞こえ、クロアがゆっくりと隙間からくぐる。

　亜人以外にも、人間の若い男女が捕らわれているみたいだ。

　全員に奴隷の首輪が付けられ、鎖で壁に繋がれている。

　周囲を見渡すクロアの巨大さに捕らわれていた人たちがザワつき、警戒心を露わにした。

「で、でかい……！」

「何者だ……？」

「もしや奴隷商の手先……!?」

　怯えきっている人たちが、目を合わせないように身を縮める。

　そんな中、一人の兎人族だけがクロアを見ていた。

　いや、クロアではない。正確にはその先にいる、ミオンだけを。

「……ミオン……？」

　その声がミオンに届いたのか、耳がピクリと動く。

　聞いた覚えがあるどころじゃない。

　自分を男手ひとつで育ててくれた、唯一の肉親。

　あの時死んでしまったと思っていた、最愛の父。

　様々な感情が一気に噴き出し、ミオンはクロアを追い越して駆け出した。

「パパ！」

「ミオン！」

　兎人族の男性が、飛び付いてきたミオンを抱き締める。

　どうやらこの男性がミオンの父親らしい。面影もあるし、青い髪色もそっくりだ。

「パパ、よかった……本当によかった……！」

「すまない、ミオン。心配をかけた」

「うぅっ、うえぇん！」

　父親の胸で号泣するミオン。
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　クロアはその姿を、黙って見つめていた。

「おい、ミオンちゃん生きてたってよ……！」

「よかった……よかった……！」

「村は襲われたが、仲間が一人でも生き残っているのを願うばかりだな」

　同じ兎人族から安堵の声が漏れる。

　村の惨状を知っているクロアだが、あのことは言わない方がいいだろう。

　そう考え、今は黙り込んでいる。

「パパ、ごめんなさいっ。私が……私が弱いせいで……！」

「いや、大丈夫だ。俺もすまなかった、突き放すようなことを言って」

「いいの。あの時はああするしかないって、わかってるから」

　再会に涙するミオンと、ミオンの父親。

　だがここは敵の真っ只中。いつまでも感動に浸るわけにもいかない。

「失礼。ミオンさんのお父様ですね？」

「っ……は、はい。アランと言います。……失礼ですが、あなたは？」

「申し訳ありませんが、今は時間がありません。ここにいる全員を逃がさねば」

「に、逃がすだって……!?」

　クロアの言葉に、ここにいる全員がザワついた。

　今明確に聞こえた言葉が、にわかには信じられない。

「ど、どうやって。ここにいる敵の数は半端じゃありません。捕まっている人数も百人を超えている。これじゃあ逃げるなんて……」

「安心してください。外の敵は、私の妻が無力化しています」

「……妻？　無力化？」

　言っている意味がわからないのか、アランは首を傾げた。

　まあわからないでしょうね、という言葉をミオンは飲み込み、首を横に振る。

「クロア様、まずは奴隷の首輪をなんとかしないと」

「そうだな。ミオンちゃん、離れていなさい」

「え？　……はい、わかりました」

　ミオンがアランから離れ、代わりにクロアが近づく。

　アランはクロアのデカさに内心ビビりつつも、娘に格好悪いところは見せられないと堂々としていた。

「これから首輪を外します。少し首を上に向けてください」

「……鍵があるんですか？　無理に外そうとすれば、付けている者に激痛が走る仕組みになっていますが……」

「大丈夫です。私を信じてください」

「……わかりました」

　愛する娘が信じる人。なら、自分が信じないわけにはいかない。

　アランは覚悟を決めて、顔をわずかに上げる。

　分厚い鋼鉄で作られた首輪が、光に反射して鈍く光る。

　周囲が固唾を飲んで見守る中、クロアは首と首輪の間にできた隙間に両手の指を入れると。

「ふんっ」

　メキバキゴキッ！　――アランが激痛を感じる間もなく、一気に首輪を引きちぎった。

「「「「「…………………………は？」」」」」

　意味がわからなかった。見たものを信じられなかった。

　首輪の厚さは五センチを超える。

　それほどの分厚い金属の塊を、一瞬にして引きちぎったのだ。

「これで大丈夫。ここにいる全員の首輪は引きちぎりますから」

「えっと……え？」

「端から順に回りますので、皆さんは……」

　直後。

「うぐっ!?　ガッ！　アアアアアアッ!?」

「ひっ!?　キャアアアアアアアアッ！」

「アガッ、ヒギッ!?」

　突然至る所から悲鳴や絶叫が上がり、地面に倒れ伏す人々。

　首輪がどす黒い紫色に光っている。これは、首輪に連動している機械が作動している証拠だ。

　ということは――機械を持った人間がいる、ということだ。

「おやおやおや～？　商品が騒がしいと思ったらぁ～、これはどーいうことでしょうかー？」

　声がした方に振り向くと、一人の男が軽快なステップを踏んで歩いていた。

　高級そうなスーツとシルクハット。左手にステッキを持ち、右手には黒い機械のようなものが握られている。

　男はガラス玉のような目をクロアに向けると、この世の憎悪を煮詰めたような笑顔を見せた。

「初めましてぇ～。私はレト。レト商会会長で、オークションのオーナーでござーーーいます」

　レトと名乗った男は、シルクハットを脱いでお辞儀をする。

　礼儀正しくしても、その醜悪そうな性格までは隠しきれていない。言動の節々に、人を小馬鹿にしていそうなものを感じられる。

　レトを見た瞬間、さっきまで希望に満ちた人たちが、恐怖で震え上がった。

　顔を伏せて黙り込んでいる人たちを横目に、クロアはレトを見る。

「お前が奴隷商のトップか」

「奴隷商？　はてはて、おかしなことをおっしゃいますね～。私はただの商人ですが」

「ふざけるな。この人たちを捕まえて売ろうとしてるだろ」

　捕まっている人たちは、今もレトを見ようとせず怯えている。手に持っている機械のせいで、相当激痛を味合わされたらしい。

　首輪を外されたアランも、顔を伏せて脂汗を流している。

　レトは髭を撫で、三日月のように口角を上げた。

「人、人、人？　人なんてどこにいるのですかぁー？　ここにあるのはすべて商品。金持ちや貴族に売りさばくペット。壊すも犯すも殺すも自由自在。ただのモノしかあーーーりませんがぁ～？」

　あまりのゲスっぷりに嫌悪感を覚える。

　クロアは拳を握りレトに向けて駆け出そうとすると――。

「ひがっ!?　アアアアアアアアッッッ!?」

「いだいいだいいだいいだああああああッ！」

「やべでっ、やべでええええええ!?」

　背後から悲痛な叫び声が聞こえた。見ると、奴隷の首輪が淡く発光している。レトの持っている機械で首輪の力が作動しているみたいだ。

「あなたの力は見させてもらいましたーーーよ。とーっても力自慢みたいですが、それは近付けばの話。離れていればなーんにも怖くありません。それでも近付くというのなら、商品にはもーーーっと苦しんでもらいましょーーーかね」

「ガアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

「――ッ!?　――――！！！！」

「～～～～ッッッ！？！？」

　レトが機械の出力を上げ、捕まった人たちが声にならない悲鳴を上げる。

「やめろっ！」

「なら抵抗しないことでーーーすね」

「……わかった」

　クロアが両手を上げて、抵抗しないことを示した。

　レトは満足そうに頷き、機械のスイッチを切る。

　痛みがなくなったおかげで悲鳴はあげなくなったが、大多数が体を痙攣させて気絶してしまった。

「私はね、あなたの力は評価してるつもりでーーーすよ。その馬鹿力、利用価値があーりますから。どうです？　手を組みませーーーんか？」

「断る。悪事に手を染めるくらいなら、死んだ方がマシだ」

「へぇ……正義の味方なんですねー。ですが人質がいるの忘れていませーーーんか？　いいんですかぁー？　断ったら後ろの人たちが苦しむ羽目になりますがぁー？」

　レトの視線が、捕まっている人たちに向けられる。

　確かに、今この場の主導権はレトが握っている。あの機械によって、奴隷の首輪が付いている人たちはみんな人質みたいなものだ。

　クロアは黙って手を上げたまま動かない。

　クロアの力は強い。いや、強すぎる。

　レトはその力を別室の水晶で見ていて思った。

　この力があれば、なんでも思い通りになる、と。

　この力が欲しい、と。

　そのために危険を顧みず出てきたのだが、賭けに勝った。

　人質さえいれば、この力は自分の思うがまま。

　この先の自分の華々しい未来を思い、レトは顔を歪ませた。

「そうですねぇ～。ならまずは、見せしめにその兎人族の少女を絞め殺してみてくださーーーいよ。ゆっくり、いたぶるよーーーうに。いひっ、いひひひひ！」

「ひっ……！」

　レトの醜悪な感情をぶつけられ、ミオンは体を震わせてアランの腕にしがみついた。

　こんな、人を人とも思わない人間が本当にいるなんて思わなかった。

　このままではすべてレトの思うがまま。いかにクロアが強くても、人質がこれだけいたら下手に動くことはできないだろう。

　怒り、悲しみ、憎しみ、諦め……負の感情が入り交じり、今にも精神が崩壊しそうだ。

　どうしたらいいのかわからない。わからない。わからない。

「いひひ！　どーーーしましたーーー？　早くやっちゃってくださーーーいよ。ぷちって、ぷちーーーって。いひゃひゃひゃひゃ！　……ぁ？」

　そこで気付いた。

　上げているクロアの手が、デコピンの形をしていることに。

　刹那、クロアの指がぶれ――見えない何かがレトの両手首を粉砕した。

「……ぇぁ……？　ぁっ、あああああああっ!?　わ、私の手がああああああああぁぁぁ!?」

「俺に遠距離の攻撃方法がないと思ったか？　……デコピンで空気の弾丸を飛ばせば、十分な殺傷能力を持つ」

　さらに一発。またまた一発。

　レトの両足首を空気の弾丸が穿つ。

　両手両足が弾け飛び、大量の血が流れ出る。

　ふんばる力がなくなり、レトはその場に倒れ込んだ。

「いいいいだああああああああ!?　わ、私のっ！　私の手がっ、足がああああ!?」

「喚くな、悪党が」

「はごっ!?」

　レトの頭部を掴み、軽々と持ち上げた。

　指がめり込み、頭蓋骨が凹み、軋む音が頭の中に響く。

　さっきまで優位に立っていたのに、今では圧倒的劣勢。いや、棺桶に片脚を突っ込んでいる状況だ。

「軟やわい頭だ。まだリンゴの方が硬い」

「ま、待っで……待ってくだざい……！　か、金っ、金を払う！　数千万でも、数億でも！　だからわだじどでをぐんで……！」

「くどい」

「ひっ――!?」

　グシャッ！

　頭部が握り潰されたレトは、肉塊となって地面に崩れ落ちた。

「閻魔のやつによろしく」
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◆




　メキョッ――！

「よし、これで全員だな」

「おっ……おおっ！　自由っ、自由だあ！」

「やった！　やったぞぉ！」

「お父さんとお母さんに会える！」

「ありがとうっ！」

「ありがとうございます！」

　無事全員の首輪を外したことで、部屋に捕らわれていた人たちは歓喜の涙を流した。

　奴隷の首輪をされた者は、付けられた時点で所有者に生死を握られる。

　生かすも殺すも所有者次第。

　人生のすべての権利を剥奪され、所有者が「うっかり殺してしまった」その瞬間まで、恐怖に怯える覚悟をしていた。

　それが、突然現れた英雄に救われた。

　自分たちは今、生きている。

　嬉しいなんて言葉じゃ足りない。言い表せない感情が全身を包み込んだ。

　我先にとお礼を言おうと、クロアの周りに人だかりができる。

　その人混みを掻き分け、ミオンが前に出た。

「クロア様、この度はなんとお礼を言っていいか……本当に、本当にありがとうございます！」

「い、いや、俺は当たり前のことをしただけだから、気にしないでくれ」

「気にしますよ！　だってみんなの未来を救ってくれたんですよ!?　クロア様がいてくれなかったら、今頃……！」

　ミオンの言葉に、ここにいる全員が頷いた。

　クロアからしたら、助けを求められたから助けただけだ。

　だからこんなにも感謝されると、体がむず痒くなる。

「こ、こほん。まだ助かったわけじゃないぞ。首輪は外したけど、外に出なきゃならない。幸いこの街を統治しているガルド卿が、みんなの安全を保証してくれる。まずはそれからだ」

「そ、そうですねっ。でもどうやって出ましょう？　ここにはまだ、大勢の敵が……」

「そこに関しては問題ない。ウィエル」

「はーい」

　と、いきなりクロアの横にウィエルが姿を現した。

　さっきまで間違いなくそこにはいなかったのに。

　突如現れた美女に、この場にいる全員がざわついた。

「うぃ、ウィエル様!?　いったいどこから……？」

「転移魔法……えーっと、瞬間移動して来ました」

「……さすがです！」

　意味がわからなかったが、とりあえず褒めることにした。

「ウィエル、生存者は？」

「ゼロです。全員始末しました」

　天使のような悪魔の笑顔で、さらっととんでもないことを言ったウィエル。が、誰もそのことを追求しなかった。クロアの関係者ならそれくらいのことはすると、本能的に察したのだ。

「彼女は私の妻です。今見た通り、彼女は魔法を使えます。ここにいる全員をガルド卿の屋敷に転送します」

「一人ずつ送るので、その場から動かないでくださいね」

　ウィエルが一人一人の手を取ると、空気に溶けるように消えていく。

　誰も不安そうな顔はしていない。みんな信頼し、ウィエルの手を握っている。

　クロアがそれを少し離れて見ていると、アランが近付いてきた。

「クロア……さん、でいいですか？」

「はい。私もアランさんと呼ばさせてもらいます」

「それでお願いします」

　二人で並び、脱出の手助けをしているウィエルと、傍で手伝っているミオンを見る。

「本当、何度お礼を言っても足りないです。あなたは我々の英雄だ。村を再興したら、あなたの偉業は未来永劫語り継ぎます」

「大袈裟ですよ。俺と妻が皆さんを助け出せたのは、ミオンさんのおかげです。ミオンさんが諦めなかったから、未来が変わった。俺たちはその手助けをしただけ……本物の英雄は、彼女です」

「……あなたにそう言ってもらえて、ミオンも幸せだと思います……」

　親として誇らしいと思う反面、無茶なことはしないでほしいという思いもある。

　相反する親心。されど、どちらも親心だ。

「パパ、次はパパの番だよ！」

「ああ、今行くよ」

　ミオンに呼ばれ、アランが二人の下へ向かう。

　が、何かを思い出したのか、クロアの方に振り向いた。

「そうだ、クロアさん。実はここで聞いた話なんですが――」

　兎人族の聴覚で得た情報をクロアに伝える。

　その情報を聞いたクロアは、腕を組んで深く思案した。

「……間違いないのですか？」

「はい。他の仲間と話を擦り合わせたので、まず間違いないかと」

「……わかりました、ありがとうございます」

「では」

　アランは深々と頭を下げ、ウィエルの転移魔法でガルド邸へ移動した。

　数にして百人以上の人を転移させたのにもかかわらず、ウィエルには疲労の色が見えない。

　少しだけ伸びをしていると、クロアが近付いた。

「ウィエル、ミオンちゃん。お疲れ様」

「お疲れ様です、あなた」

「クロア様、お疲れ様です！　……それでクロア様、さっき父が言っていたことって……」

「ああ、間違いないみたいだ。ウィエルも聞こえていただろう？　手伝ってくれ」

「わかりました」

「わ、私もお手伝いします！」

「頼む。それでは、作戦を伝えるぞ」




　その日の深夜。オークション会場には、無数の人間がひしめき合っていた。

　豪華な衣装に身を包んだ者。醜悪な笑みを浮かべている者。肥え太り、歩行すら困難な者。

　貴族や大商人などの、権力者たちである。

　様々な権力者がヨダレを垂らし、目の前の幕が開くのを今か今かと待っていた。

　すると、ブザーのような音と共に会場のライトが消え、幕がゆっくりと開く。

　そこには、白いドレスに身を包んだ絶世の美女が立っていた。

「皆々様、今宵はようこそおいでくださいました」

　妖精のような、天使のような声に、老若男女問わずすべての人間が一瞬にして心を奪われる。

「本日はオーナーが欠席のため、私の方で進行させていただきます。どうぞ、優雅なひと時をお楽しみください」

　ゆっくりとお辞儀をする女性。

　所作のひとつひとつが美しく、流麗だ。見栄と傲慢の塊である貴族たちも、清々しい笑顔で拍手を送った。

「それでは――捕獲作戦、スタートです」

「突撃ィィィィィイイイイイイイイイイイイイイイ！！！！」

　女性――ウィエルの声を合図に、ミオンの声が会場に響く。

　直後、ガルドが編成した軍隊がオークション会場に流れ込んだ。

　唐突すぎる展開に、貴族たちは硬直する。

　大小様々な出入口から武装した人間が突入し、この場にいる貴族たちを片っ端から捕らえていった。

「なっ、なんざます!?　なんざます!?」

「どういうことだ、これは!?」

「とにかく逃げろ、逃げろぉー！」

　ようやくこの状況を理解したのか、貴族たちが逃げ惑う。

　だが、それも軍隊によって簡単に捕まってしまう。逃げも隠れもできない。

　そんな様子を、ステージ上でクロアとガルドが並んで見ていた。

「奴隷オークションは、開催自体が重罪だ。それに参加する者も、地位の高さに関係なく重罪……ここにいる奴らは、全員国王陛下の名のもとに罰せられるだろう。感謝するぞ、クロア」

「お気になさらず。今夜がオークションだと知ったからには、犯罪者はすべからく捕まえるべきですから」

　アランの情報からオークションの開催を知ったクロアは、ガルドに進言して軍隊を編成。会場の傍の部屋に待機させ、合図とともに全員捕らえる。

　これが、クロアの考えた作戦だ。

　次々に捕まる貴族を見て、ガルドは鼻息荒く拳を握り締めた。

「ここから先は俺の仕事だな。お前らは屋敷でのんびりしていてくれ」

「ありがとうございます、ガルド卿」

「ありがとうございます」

「あ、ありがとうございます……！」

　ウィエルがクロアとミオンの手を取ると、転移魔法によってオークション会場から姿を消した。

「……よし。総員、誰一人逃がすな！　絶対に捕まえるのだあああああ！！！！」

「「「「「ハッ！」」」」」




◆




　翌日の朝。ガルド邸は大勢の人で賑わっていた。

　大広間を開放し、捕まっていた人たちを労うためパーティーを開いているのだ。

　あっちからもこっちからも、楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

　ミオンとウィエルもその輪に混ざり、楽しいひと時を過ごしていた。

　打って変わって、ガルドの執務室。

　クロアとガルドは、執務室でこれからのことを話していた。

「今回のことは、まだ公にはしない。国王様の審判が下るまで、俺が受け持つこととなった」

「賢明かと」

　このことが世間に知れたら、たまたま昨夜のオークションに参加しなかった上流階級の人間が証拠の隠滅を図るかもしれない。

　そうなってしまえば、そいつらを捕まえることはできないだろう。

　今はとにかく黙っているのが得策だ。

　ガルドはグラスの酒を一気に飲み干し、少し意気消沈した顔になった。

「アプーは俺の統治する街なのに、こんな悪事を見逃していた……その上、クロアにまで迷惑を掛けるなんてな。悪いことをした」

「お気になさらず……といっても、ガルド卿は気にしますよね。ならば、今回潰したレト商会と横の繋がりのある商会や、奴隷の首輪の製造元を探して頂ければと思うのですが」

「む……確かに、奴隷商が一つなんてことはあり得ないか。わかった。アジトをしらみつぶしに探し、証拠を探そう」

「頼みます」

　ガルドの権力は並みではない。すぐにというわけにはいかないだろうが、いずれ証拠を掴んで奴隷商関係者は根絶やしにできるだろう。

「今回のこと、クロアがいてくれて本当に助かった。礼をしたい。なんでも好きなことを言ってくれ」

「いりませんよ。道すがら、助けを求められて手を差し伸べただけですから」

　クロアの言葉に、ガルドは眉をぴくりと上げた。

「道すがら……例の、アルカの坊主をぶん殴りに行くという噂は本当だったんだな」

「はい。愚息は勇者としての力を身に付け、分不相応の権力を得た。力の使い方がわかっていない愚か者です」

「うむ。力は慢心を生み、慢心は傲慢になる。一度お灸をすえてやった方がいいかもしれんな」

　空になったクロアのグラスに茶を注ぎながら、「しかし」と続ける。

「なぜクロア自ら？　国王陛下に進言すれば、対応してくれるだろう。お前ならそれができるではないか」

「ははは。ガルド卿、異なことをおっしゃいますな」

　クロアはグラスを見つめ……いや、グラスの先にある何かを見つめるように、遠い目をした。

　それが何かはわからないが、慈愛と呆れを秘めた目にガルドはつい目を奪われた。

「愛する息子が、道を踏み外した。それを正すのも、話すのも、拳を振るうのも。すべて親の務めではないですか」

「……なるほど、違いない。さすがは勇者殿の父上だ」

「よしてください」

　再度乾杯してグラスを煽ると、クロアが「ああ、そうだ」と口を開いた。

「ならガルド卿。今回の褒賞というわけではありませんが、お願いがあるのですが」

「願い？　クロアがそんなことを言うとは珍しい。クロアから頼みごとをされるのは、存外気分がいいな。どれ、申してみよ」

「では――」




　たっぷり休養を取った翌日。クロアとウィエルは、アプーの街を後にすることになった。

「それでは俺たちは行きます」

「ガルド様、お世話になりました」

「いやいや、またいつでも来てくれ。二人ならアポなしでも大歓迎だからな。がはははは！」

　豪快に笑うガルド。その背後には、昨日助けた人たちが別れを惜しむように並んでいた。

　こうしてみると、かなりの大人数だ。人族や兎人族以外にも、猫人族、犬人族、エルフ族、ドワーフ族など、種族も多くわかれている。

　その中から、ミオンが一歩前に出た。

「く、クロア様、ウィエル様。あの、その……」

「……ウィエル。頼んだ」

「いいのですか？」

「ああ」

　困ったように笑い、ウィエルが前に出る。

　ミオンの手を取ると、そっと笑いかけた。

「ミオンちゃん。あなたはどうしますか？　一族の再興に尽力するもよし。私たちの旅についてきて、魔法を覚えるのもよし。決めるのはあなたです」

「そ、それは……」

　ミオンの目が泳ぐ。

　村の惨状を見てしまった。弔いで村を焼き払ったのを見てしまった。

　心の中では、村の再興の手伝いをしたくてたまらない。

　でも心のもっと奥底では、二人について行って強くなりたいと考えている。

　このままでは、また村が襲われた時に同じことが繰り返される。そう考えてしまうのだ。

　再興か、進むか。

　それに、言葉には表せられない別の感情。

　ミオンの心は揺れていた……だが。

「ミオン、行きなさい」

「っ……パパ？」

　アランが前に出て、ミオンの頭を撫でた。

「ミオンの優しさは、俺が誰よりも知ってるよ。手伝いたいという気持ちと、守りたいという気持ちで葛藤しているのもわかる。でもそれなら、別の考えを持ってほしい」

「別の考え……？」

「ああ。村の外の世界を知りたいという、好奇心だ」

　アランの言葉に、ミオンは目を見開いた。

　言葉に表せられなかった気持ち。それは、好奇心だ。その言葉が一番合っている気がする。

　ミオンは生まれてからずっと村にいた。村の周辺しか行動してこなかった。

　でも今回のことで村の外の世界を知り……同時に、もっと見たいと考えるようになっていた。

「村のことは、パパたちに任せろ。それにガルド様が、村の再興の支援をしてくださるそうだ」

「ガルド様が……？」

　ガルドに目を向けると、グッと親指を立てた。

　昨日、クロアがガルドに頼んだ願いというのはこれだ。

　再興には金と労力が掛かるもの。それを全面的にバックアップしてくれるという。

　これほど心強いことはない。

「だからこっちは大丈夫だ。お二人の旅について行き、より成長してほしい」

「パパ……うん、うんっ……！　ありがとう、パパ……！」

　アランはミオンの目から流れ落ちる涙を拭き、クロアに頭を下げた。

「クロアさん。どうか娘を、よろしくお願いします」

「ええ。責任をもってお預かりします」

　もちろん、大切な娘さんを預かる以上、危険に晒すつもりはない。

　危険に晒されないように、できる限り鍛えていくつもりだ。

　クロアは内心、気合を入れなおした。

　ミオンは、ウィエルと共にクロアの下に向かう。

　真っ直ぐ覚悟のある目に、クロアとウィエルは満足そうに頷いた。

「クロア様、ウィエル様。改めて、よろしくお願いします！」

「こっちこそよろしく」

「ミオンちゃん。これからはビシバシ鍛えますからね」

「ひぇっ」

　若干後悔したのは、言うまでもない。

　ガルドたちに別れを告げ、三人はアプーの街を出る。

　向かうは王都――ではない。三人はまず、森の奥へと潜っていった。

　そう、まだこの件は終わっていないからだ。

「あなた、ガルド様に言わなくてよかったんですか？　まだ山賊の残党がいると」

　ウィエルの言う通り、まだ山賊の半数が森の奥に残っている。

　先日尋問した山賊から居場所は聞き出している。あとは、秘密裏に蹂躙するだけだ。

「ああ。ガルド卿には、奴隷商や奴隷の首輪の製造元の調査を頼んでいる。これ以上人員を割いてもらうわけにはいかない。それに、野蛮な力仕事は俺らの役目だろう」

「……そうですね。それに加えて兎人族の村の復興や、捕らわれていた人たちのサポート。捕まえた貴族への制裁と、貴族の屋敷で奴隷にされている方々の解放……やることは山積みでしょうし、血生臭いことは私たちがやりますか」

　クロアは無表情で首を鳴らし、ウィエルは悪魔のような天使の笑みを浮かべる。

　まだ付き合いの浅いミオンだが、二人の雰囲気で察した。

　山賊の残党は、ろくな死に方をしない、と。

「それでは、行こうか」

「ミオンちゃん。移動中もしっかり、魔力コントロールに集中するんですよ」

「は、はい！」

　クロアとウィエルが走りだし、ミオンがその後を追った。




　走り続けること半日。

　日が傾きかけてきた頃、クロアが急停止した。

　わずかに遅れてウィエルが追い付き、ミオンも肩で息をしながらようやく二人に並んだ。

「ミオンちゃん、大丈夫ですか？」

「だ、だいじょ……うぷ……」

「大丈夫じゃないですね」

　ウィエルは苦笑いを浮かべてミオンの背中を擦る。体力増強も今後の課題のようだ。

　そんな二人を横目にクロアが木の陰から覗き込むと、苔むした洞窟があった。入口には武装した山賊が三人いて、樽の上で賭けごとをしている。

「情報通りだな。あそこが山賊のアジトらしい」

「見張りはどうしましょう」

「任せる」

「わかりました」

　ウィエルが人差し指を三人の見張りへ向けた。

　わずかに人差し指が赤く光る。何かの魔法を発動しているようだ。

　光りが徐々に強まり、泡のように弾ける――直後、三人の内側から発火し、穴という穴から炎が噴き出す。

　断末魔もなく、暴れる暇も与えず、三人は消し炭となって息絶えた。

「ぅ……！」

「ミオンちゃん。辛いとは思うが、目を背けるな。これはミオンちゃんも絶対通る道だぞ」

「わ……わかり、ました」

　吐き気を必死に我慢し、異臭を漂わせる三つの死体へ目を向ける。

　確かに惨いとは思う。だがこいつらは、平和を壊して国民を売り、そうして得た金で私腹を肥やしている罪人だ。こうして殺されるのも、仕方のないことだった。

　三つの死体を通り過ぎ、三人は洞窟の入口に立つ。

　奥からは異臭がする。男だけで構成された組織のアジトだ。こんな不衛生な臭いがするのも当たり前だが、兎人族のミオンは鼻が利きすぎるから別の意味で吐きそうだった。

　それに、奥から下卑た笑い声が聞こえる。

　この笑い声を聞くだけで村を襲って来た時のことを思い出し、血液が沸騰しそうなほど感情が暴れた。

「てい」

「んにゅ!?」

　唐突に、ウィエルがミオンに脳天チョップを食らわせた。思いの外いいものが入り、頭を抱えて悶絶する。

「にゃ、にゃにするんですかぁ……！」

「ミオンちゃん、落ち着いてください」

「でも……！」

「その感情は忘れてはいけません。でも呑まれてもいけません」

　ウィエルの言葉に、ミオンはハッとした。

　奴隷商のアジトに入る時もクロアから言われた。感情に呑まれるなと。飼い慣らせと。

　その言葉の意味、今なら少しわかる気がする。

　今のミオンは、目の前の相手への憎しみと怒りで感情が暴れ、視野が狭くなっていた。

　今までのクロアやウィエルの戦闘を見ていてわかる。心が感情に支配されたことで狭まった視界は、戦闘では命とりになる。

　心は燃やし、頭はクールに。そういうことを言いたいんだろう、多分。

　ミオンは目を閉じて、心に蓋をするように感情を落ち着かせる。

　目の奥が冷静になったのを確認し、ウィエルは静かに頷いた。

「いいか？　行くぞ」

「はい、あなた」

「わかりました」

　ウィエルが光の魔法で洞窟内を照らし、クロアを先頭に洞窟を進む。

　洞窟内は、奴隷商のアジトのように罠や魔法は仕掛けられていない。ただ真っ直ぐ進むだけだ。

「侵入者に対して不用心すぎますね」

「ああ。だがこの洞窟は少し見つけづらかったからな。おそらく、森そのものが自然の迷路になっているんだ」

　それにここに来るまで、かなりの魔獣を見かけた。広い森で何もヒントもなくここを探し出すには、相当骨が折れるだろう。

　だからこそ、こうして洞窟内は何も対策をしていないのだ。

　洞窟を進むこと十分弱。

　ミオンの聴覚探知のおかげで分かれ道も苦労せず進み、道中出くわした山賊もクロアが音もなく捻り殺す。

　サーチアンドデストロイ。見つけた敵を片っ端から肉塊に変えていく。

　ミオンも最初こそ、人間の死に対して嫌悪と恐怖を覚えていた。

　簡単に死ぬ人間、簡単に殺す人間。それがどうしようもなく怖かった。

　だが、クロアとウィエルはただ殺しているわけではない。

　この先、生かしておけば、他の誰かの人生を狂わせる悪党だから殺している。

　今まで、無数の人間の人生を狂わせてきた悪党だから殺している。

　これから二人と行動していけば、こういう現場に出くわすことも多くなるだろう。

　ミオンは気を引き締め、でもあまり死体を見ないようにして、洞窟を進んでいった。

　と、ここでさすがに異変を察したのか、洞窟内が妙に騒がしくなった。

「やっと気付いたか」

「危機意識が低いですね。これは教育が必要です。教育費用は命で払ってもらいましょう」

「高い費用だな」

　奥から走って来た山賊たち。手には剣や棍棒を持っていて、怒りで顔を真っ赤にしている。

　が、クロアを見ると山賊たちの勢いはなくなり、ついには立ち止まってしまった。

　身長二メートル超えの血だらけのマッチョが、薄暗い洞窟の中佇んでいるのだ。これを怖がらない方がどうかしている。

「む、どうした？　仲間の仇はここにいるぞ」

　クロアが一歩一歩足を踏み出す。山賊は恐怖に勝てず、滝のような汗を垂らして後退している。

　次の瞬間、先頭にいた山賊が、何かに飲み込まれるように地面へと引きずり込まれていった。

　目を凝らすと、洞窟の天井、壁、地面に黒く煮えたぎったマグマのようなものが覆っていて、漆黒の触手が蠢うごめいている。奴隷商のアジトで使っていた魔法だ。

「あらあら～。どこに行こうというのですか？　……逃がしませんよ」

　光魔法で照らされたウィエルの微笑みが、酷く不気味に見える。

　山賊たちは我先にと洞窟の奥へ逃げようとするが、虚しく触手に捕まれ引きずり込まれていく。

　音もなく呑まれていき、後にはクロアたちだけが残されていた。

「今ので何人だ？」

「二十二人ですね。残りの気配は三人。すべて、この奥に隠れているようです」

「わかった。行こう」

　洞窟は奥に行けば行くほど入り組んでいて、常人なら迷って餓死するほど広大だ。

　道も細く、クロアだけで天井はギリギリ。幅も簡単には通り抜けできないくらいに狭い。

　右へ左へ曲がる。すると、唐突に木の扉が現れた。

　中からは酒に酔っているのか、男の下品な笑い声が聞こえてくる。

　クロアは一瞬考えるようなそぶりを見せると、拳を振り下ろして木の扉を粉々に粉砕した。

　まるで爆破されたかのように砕かれた扉の先には、ハゲ頭で小太りの男が一人と、腰巾着のような男が二人いる。おそらくあのハゲ頭が山賊の頭領だろう。

　それに、部屋の隅には鎖に繋がれている裸の女が五人。今の轟音でも反応しないほど疲弊しきっているのか、ピクリとも動かない。

「な、なんだぁ!?」

「か、頭！　奴ら侵入者ですぜ！」

「馬鹿な！　手下どもを行かせたはずだろう！　何をしてるんだアイツら！」

　相当酒に酔っているらしく、満足に立つことも剣を握ることもできていない。

　一人が脚をもつれさせてこけ、勢いで短剣が山賊の頭領の太ももに突き刺さった。

「ああああああああああああ!?　何すんだテメェ！」

「す、すんません！」

　慌てているのか、止血も何もせず短剣を抜く。そのせいで太ももから大量の血が噴き出した。

「ぎゃああああああああ!?」

「す、すんませぇん！」

　いったい何を見せられているのだろうか。そんな思いに駆られたミオンだった。

「ウィエル、ミオンちゃん。あの女性たちを頼む。同じ女性の方が、警戒されずに済むだろう」

「わかりました」

「はいっ」

　二人がクロアから離れて、捕まっている女性に近付く。

　グラマラスな体を保つために食事は与えられているのか、血色はいい。だが全身にわたって傷跡の上に傷跡が重なっている。それに異臭もとんでもない。おそらく、長い間水浴びすらさせてもらえなかったのだろう。

　五人が今まで受けてきた所業を思うと、同じ女としてはらわたが煮えくり返る。

　ウィエルも眉をひそめ、すぐに魔法を発動した。

　繋がっていた鎖が砕け散る。瞬く間に傷が綺麗に治っていき、異臭もなくなる。まるで時間を巻き戻したかのようだ。

「もう大丈夫です。あなた方が受けた傷はすべて治しました。後は私たちが終わらせます。今はゆっくりと休みなさい」

　五人はウィエルの声に安心したのか、気絶するように眠ってしまった。

　再度魔法を発動させたのか、五人の体が布に包まれる。

「本当、魔法というのはなんでもできるのですね……」

「なんでもはできませんよ。魔法はできることを増やす手段です。ミオンちゃんも修行すれば、これくらいできるようになりますから」

　それは、どれだけの修行を積めばいいのだろうか。という言葉を、ミオンは飲み込んだ。

「あなた、こちらは大丈夫です」

「ああ。こっちもすぐに終わる」

　クロアは拳を固め、大きく肩を回す。

　明らかな戦闘態勢に、山賊たちは後あと退ずさりを始めた。

　見ただけでわかる。この男には絶対敵わない。逆立ちしても、天地がひっくり返っても勝てない、と。

　だが山賊グループは、すでにクロアの逆鱗に触れてしまっている。

　助かる未来も、逃げ切れる未来も残されていない。

「地獄は見せない。が、地獄には落ちてもらう」

　闘気によって背景が歪む。

　ゆっくり振り上げた拳を前に、抵抗する気も起きない。

　クロアの背後に死神を幻視し、そして――。




　救出した五人をガルド邸へ転送し、三人は洞窟を抜け出した。

　洞窟の中に生存者がいないことと、奴隷商関係の証拠がないのを確認し、ウィエルが魔法を発動。土属性の魔法で洞窟を埋めた。

「これで、この件は一件落着ですね」

「うむ。ごめんな、ミオンちゃん。本当は自分の手で仇を討ちたかっただろう」

　クロアが申し訳なさそうにミオンに謝罪する。

　クロアの言う通り、できることなら自分の手で終わらせたかった。それほど仲間を傷つけ、村を破壊し尽くした罪は大きい。

　それでも。

「……今の私は魔法を扱えません。剣も使えません。あいつらを倒すために修行をしていたら、時間が掛かりすぎてしまう。それを待っていたら、また新たな犠牲者が生まれていました。これでよかったんです、これで」

　自分の手で仇を取るより、あいつらへの断罪と、近い未来傷つく人を守りたい。

　だからミオンは、悔しさと怒りを胸にクロアたちに頼んだのだ。

「……そうか。なら、今度はしっかり守れるようにならなきゃな」

「……はいっ」

　ミオンは泣きそうな気持ちをグッと堪え、前を歩く二人についていく。

　この道が、みんなを守れる道と信じて。
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　山賊の一件が終わり数日が経ち、クロア、ウィエル、ミオンの三人はようやく王都ニルヴェルトへやって来た。

　アプーの街より巨大で、堅牢な塀。相手を威圧するかのような巨大な門。まさに王都を守る鉄壁の守護。

　クロアとウィエルにとっては十数年ぶりの門だが、ミオンにとってはつい先日来たばかり。しかもいい思い出がない。

「ミオンちゃん、大丈夫ですか？」

「やっぱり近くで待っていた方がいいんじゃないか？」

「い、いえっ。平気です……！」

　笑顔が辛そうで、全然平気そうに見えない。

　二人も、ミオンから王都ニルヴェルト騎士団の対応は聞いていた。

　だから正直ちょっとだけ虫の居所が悪かったのだが、二人も立派な大人だ。腹を立てて、関係が拗れるようなことはしない。

「わかった。でも辛いようだったら、すぐに言うんだよ」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　気を引き締めたミオンを見てから、門に向かい歩みを進める。

　門の前で立哨している若い騎士が、クロアたちを見て首を傾げた。

　すると。

「ヒッ……!?」

「おやおや。人の顔を見て悲鳴を上げるなんて……失礼デスネ」

「こらこら、ウィエル。あんまり笑顔で威圧するのはよしなさい。――可哀想ジャナイカ」

「ヒイィッ!?　ぁ……」

　笑顔の圧と、無表情の圧。
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　相反する圧に負け、若い騎士は立ったまま気絶してしまった。

「なんだ、情けない。修行が足らんな」

「この程度の圧で気絶するなんて、騎士団のレベルも下がりましたね」

（今のは同情します。ドンマイです）

　ミオンは心の中で手を合わせた。

　その騒ぎを聞きつけたのか、駐屯所から続々と騎士が出てきた。

　全員武装していて、手に握られている剣が太陽光を反射して鈍く光っている。

「な、なんだ!?」

「貴様、何をした！」

「騎士に手を上げるなど、極刑に値するぞ！」

　仲間が気絶させられ、三人組が近くにいる。勘違いしても仕方ない。勘違いではないが。

「ん？　お、おい、そこの兎人族は……！」

「あの時、門番長に食い下がった獣人か！」

「確か村が襲われたとか言っていた……」

「まさか、助けてくれなかったのを恨んで助っ人を……!?」

　騎士のヘイトがミオン個人に向けられる。

　怯えたミオンはクロアの後ろに隠れ、体を震わせていた。

　ミオンを庇かばうように腕を上げ、クロアが一歩前に出る。

「待て。モンロを……門番長を呼んでくれ」

「門番長を得体の知れない男に会わせるわけがないだろう！」

　完全に頭に血が上って、聞く耳を持っていないようだ。

　ここで殺してしまったら、本当の犯罪者になってしまう。それだけは絶対に避けなければ。

　だが、明らかに訓練の足りていない騎士だ。どれだけ加減しても、間違いなく殺してしまうだろう。

　どうしたものか悩んでいると、背後の扉が開いて一人の男が姿を現した。

「なんだ、騒々しい」

「も、門番長！」

「それが、不ふ逞ていな輩やからが仲間に手を上げたようで……！」

「何？」

　門番長、モンロの眉間に深いシワができる。

　騎士団は国を守る剣であり、盾である。

　そんな騎士に手を出すということは、国に仇なすと同義。

　国に忠誠を誓うモンロは、燃え滾るような目を相手に向け――

「モンロ、元気そうだな」

「……………………え。く、クロア……さん……？」

　――冷水を掛けられたかのように、全身から血の気が引いた。

　同時に、十数年前の記憶が走馬灯のように脳裏をよぎる。

　周りを見渡すが、クロアたち以外に人はいない。

　ということは。

「あ、あの、クロアさん。その……き、騎士に手を出した、というのは……？」

「気絶させたのは俺らだが、手は出してないぞ。圧を掛けたら勝手に気絶しただけだ」

（ですよね……！）

　モンロの体が震えあがり、目が超高速で動く。動揺しすぎて視線をどこに定めていいかわからない。モンロはクロアの逆鱗に触れないよう、次の言葉を必死に探した。

　しかし騎士の一人はクロアの言葉を信じていないようで、嘲笑する。

「圧で気絶させただと？　はっ、何を馬鹿なことを――」

「黙らんかあああああああああああ！！！！」

「ほべっ!?」

　モンロの拳が騎士の顔面を打ち抜き、数メートルも吹き飛ばす。

　なぜモンロが殴ったのかわからず、騎士たちは唖然とした。こんな拳、訓練の時でも受けたことがない。

「き、貴様ら勉強不足がすぎるぞ！　この方は約二十年前、国王陛下から『並ぶ者なし』と称えられた最強の男にして、勇者様の父君！　それを貴様らは……恥を知れ！」

「え……えっ？」

「ゆ、勇者様の父君ですか……!?」

「し、し、失礼しましたーーーーッッッ！」

　ことの重大さに気付いた騎士たちが、土下座する勢いで地面に膝をついた。

　モンロもクロアの前に跪き、深々と頭を下げた。

「く、クロアさん。お久しぶりです」

「久しぶりだな、モンロ。悪ガキが今では門番長……出世したな」

「あの時、クロアさんに殴ってもらえたおかげです。あれで目が覚めました。それで、この度はどのようなご用件で……？」

「ああ。用事は二つあるんだが……まず、この子を知っているな？」

　クロアが後ろに隠れていたミオンを前に出す。

　と、モンロの顔が絶望に染まった。

「え、と……」

「知っているな？」

「く、クロアさん。これには事情が……」

「知っているな？」

「は……はぃ……」

　もはや言い訳は死を意味する。それを察したモンロは、泣きそうになりながらも素直に頷いた。

「お前に突っぱねられた彼女が、偶然にも俺に助けを求めたんだ。そっちの方は俺が解決したから、安心しろ」

「そ、それはよかったです」

「ああ、本当。俺とウィエルがいなかったら、兎人族の村の一つは滅んでいたぞ。はっはっは」

「あ、あはは……」

　爽やかに笑うクロアと、乾いた笑みを零すモンロ。

　が――。

「じゃ、二十年振りに性根を叩きなおしてやろう」

（あ、今日が俺の命日か）

　その日、王都ニルヴェルトに謎の絶叫がこだましたのは、言うまでもない。




「それじゃあ、アルカの所に連れて行ってもらおうか」

「は、はい。こっちです」

　顔面が二倍くらいに腫れ上がったモンロが、涙を流し三人を案内する。

　恨みがあったミオンだが、ちょっと不憫に思ってしまった。

　顔を真っ青にして敬礼している騎士たちを横目に、門を潜って王都ニルヴェルトへ入る。

　あっちを見てもこっちを見ても人、人、人。とにかく凄い人で賑わっている。物資の量は比較にもならない。まだ門を潜っただけだと言うのに、旅人を労う休憩所や甘味処が並んでいた。

　アプーも活気があったが、ここの熱量はそれを遥かに超えている。

　いきなり飛び込んできた膨大な情報量に、ミオンは目を回しそうだった。

「相変わらず、王都は人が多いですねぇ」

「ああ。この熱気は昔から本当に変わらない」

　当時のことを懐かしむように歩みを進めるクロアとウィエル。人が多すぎて、下手をすればはぐれてしまいそうだ。

　ミオンははぐれないよう、ぴったり二人の後ろを歩く。

　と、ミオンはさっきモンロが言っていた言葉を思い出した。

「あの、クロア様。『並ぶ者なし』というのは……？」

「ん？　ああ、昔ちょっといろいろあってな。国王陛下が面白がって付けたんだ」

「ちょっといろいろあって最強の称号を与えられるって、絶対ちょっとじゃないですよね」

　クロアのすることにもう驚きはない。クロアなら、それくらい称えられてもおかしくはないだろう。

『並ぶ者なし』

　文字通りの最強の称号。

　アルバート王国の国王が付けたのだ。間違いなく、国難を救った何かがあったに違いない。

「まあ、本当にいろいろあったんだよ」

「……そう、ですか」

　なんとなく、これ以上追求しない方がいい。そう思った。

　モンロを先頭に王都を歩く。

　王都の中にある、またも巨大な塀に囲われた一角に辿り着いた。

　モンロが事情を説明すると、騎士は慌てたように何かを操作し、閉ざされた門が開く。

　さっきまでの人混みや喧騒はない。気品溢れる街並みに、気品溢れる人が街中を歩く。

　明らかに階級が違う。平民ではない。

　ミオンは恐る恐るウィエルに聞いた。

「ここ、まさか噂に聞く貴族街では……？」

「お察しの通り。王都ニルヴェルト一番街。通称、貴族街です」

　王城を囲うように位置する、円形状の街。

　生半可な貴族では住むことを許されない、アルバート王国でも最上位の区画だ。

　しかも貴族以外の立ち入りは禁止され、騎士でも隊長クラスでないと出入りできない。それも、限られた状況でのみ。

　今回は、その限られた状況に該当する。

「む？　おぉっ、あの男は……！」

「国王陛下に『並ぶ者なし』と称えられた、あの男ではないか？」

「まあ、凛々しいお方」

「久しく見ぬうちに、精せい悍かんな顔つきになったのぅ」

　街を歩く貴族たちが、クロアを見て話し込んでいる。

　子供や若い貴族は首を傾げているが、近くにいる老貴族が説明すると納得の顔をした。

「クロア様、有名人ですね」

「過去のことだ。俺はただの木こりだよ」

　ただの木こりが、ここまで手放しで賞賛されることはないと思う。

　その言葉を飲み込み、ゆっくり周囲を見渡す。

　と、あることに気付いた。

「亜人の貴族もいるんですね」

「ああ。国王陛下は人種問わず、国のためになった行いをすると相応の地位を与えるんだ。もちろん簡単なことじゃない。陛下は堅物だからな」

「クロア様はいただかなかったのですか？　クロア様ならいただけると思うのですが……」

「断った」

「…………え？」

　我が耳を疑った。聴覚に自信がある。なのに、今聞いたことが信じられない。

「こ、断ったんですか!?　貴族の地位を!?」

「だって断ってもいいって言われたし、地位に興味ないからな」

「だ、だからって……!?」

　国王から断ってもいいと言われて、本当に断る人がいるなんて聞いたことがない。

　というかそんなことが本当に許されるのか。

　当時のことを思い出したのか、ウィエルが楽しそうに笑った。

「ふ、ふふ。あの時の陛下の顔、面白かったですね。ぽかーんとしちゃって」

「そりゃしますよ」

「でもその後、大笑いしていましたよ。ますます気に入ったとか言ってましたね」

「懐かしいなぁ。後で挨拶していくか」

　古い友人に会いに行くといったノリに、ミオンは目眩を覚えた。

　国王陛下に挨拶するのが、ついで。

　それが許されるのはクロアだけだろう。

　しばらく貴族街を歩くと、モンロがある屋敷の前で立ち止まった。

「クロアさん、着きました。ここが勇者様の邸宅です」

　他の屋敷と比べても、一回りもでかい屋敷だ。

　ガルドの屋敷もでかかったが、ここはそれ以上。さすがのクロアとウィエルも唖然とした。

「……ここにアルカが？」

「はい。申し訳ありませんが、ここから先は我々騎士でも入ることができません」

「……いや、十分だ。悪かったなモンロ、仕事中に」

「いえ。それでは失礼致します」

　モンロは三人に敬礼し、踵を返して足早に去っていった。相当クロアから離れたかったのだろう。今までで一番素早く、機敏な動きだった。

　そんなモンロを苦笑いで見送り、クロアは鉄柵の門に付いているボタンを押す。

　ビーッという音が鳴り、待つこと数秒。

　嵌め込まれている水晶から、女性の声が聞こえた。

『はい。こちら勇者邸でございます』

「恐れ入ります。アルカの身内の者ですが」

『はい。聞き及んでおります』

　直後、鉄柵の門が自動的に開いた。

『どうぞお入りください』

　それを最後に、水晶から声は途絶える。

「ふむ……ずいぶん簡単に開けるな。俺らがここに来るのを聞いているなら、簡単に開けないと思ったんだが」

「諦めたのでは？」

「アイツがそんなたまか」

　クロアが敷地内に入り、ウィエルとミオンが後に続く。

　広い庭だ。丁寧に手入れがされていて、落ち着いた雰囲気がある。

　が、その綺麗さにクロアは違和感を覚えた。

　扉の前に着くと、重厚な扉がゆっくりと開いていく。

　扉が大きく開くと、その先には一人のメイドが佇んでいた。

　隙がない。クロアの目から見ても、強者だとわかる。

「お待たせ致しました、お父上様、お母上様。私はセーラ。勇者アルカ様に仕えているメイドでございます」

「初めまして、セーラさん。いつも息子がお世話になっております。……それで、息子はどこに？」

　騎士に向けたものと遜色ない圧が放たれ、セーラの体を叩く。

　まるでドラゴンと対峙しているような感覚。本能が逃げろと警告し、体が震える。

　この男の暗殺をアルカに提案した時、もし止められなかったら、今頃自分はこの世に存在していなかっただろう。

　しかしセーラにもメイドとしての意地と、強者としての矜きよう持じがある。

　生唾を飲み込み、力で体の震えを抑えつけた。

「……勇者様は、今はいらっしゃいません。南方の地を統べる、魔王軍四天王の討伐に向かいました」

「それはいつのことだ？」

「三日ほど前です」

　セーラの話を聞き、クロアは小さく嘆息した。

「逃げたな」

「逃げましたね」

　クロアの呟きにウィエルも同意する。

　おおかた、二人が向かっているという噂を聞き、討伐と称して二人から離れるように出発したのだろう。

　我が息子ながら情けない……言葉にはしなかったが、クロアとウィエルの気持ちは一致した。

　だが二人の言葉に、異を唱えた者が一人。

　セーラである。

「いえ、勇者様は逃げていません。務めを果たすべく旅立ったのです」

「じゃあ三日前まであいつは何をしていたのですか？　こんなに広い庭があるのに、修行をしている痕跡がない。綺麗なまま保たれている。この豪邸で、あいつは三年間何をしていたのか……説明できますか？」

　クロアの圧がさらに厚みを増すと、扉や壁にヒビが走った。

　そう、違和感の正体はこれだ。

　もちろん、実戦で訓練するというのも間違ってはいない。だが魔王討伐を旨とするなら、少しでも強くなろうと考えるはず。

　それなのに庭は綺麗なままだ。表面上だけではなく、地面が傷んでいる様子もない。

　セーラは察した。

　このお方は、すべてを知った上で質問していると。

　嘘をついても、死。

　正直に答えても、死。

　後にも先にも行けず、表情はクールに、だが内心は冷や汗を流して、セーラはただ黙るしかできない。

　そんなセーラからミオンに目を向ける。

　そこには、顔を真っ赤にしてソワソワしているミオンがいた。

「ミオンちゃん。この屋敷、どんな臭いがする？」

「ふぇっ!?　あの、その……い、いろんなところからっ、えええ、えっちな、臭いが……」

　兎人族の嗅覚は、人間では感知できない臭いも嗅ぎ取れる。

　アルカの命令で屋敷中の消臭をしたセーラだったが、兎人族の鼻は誤魔化せなかったみたいだ。

　クロアの嗅覚もそれに負けず劣らず鋭い。念のために聞いたことだが、間違ってはいなかったみたいだ。

　クロアは頭を抱え、そっと嘆息した。

「まあいい。それでセーラさん。一つ聞きたいが、サーヤという子をご存知ないですか？」

「サーヤさん、ですか？　はい。つい先日まで、勇者様に仕えていた方です」

　思わぬ名前に、つい本当のことを言ってしまった。

　この屋敷にいる女は、身も心もアルカに仕えることになっている。

　サーヤは、その中でもさらに小間使いのような扱いをされていた。

　セーラとサーヤは、特に仲が良かったわけじゃない。だがサーヤが大変そうにしているのを見て、義務的に手伝った記憶はある。

　それをすべて含めて、仕えていたと言ったのだが……。

「仕えていた……？　彼女はアルカの許嫁だぞ」

「――――!?」

　しくじった。そう思っても後の祭りだ。

　一緒に働いていた彼女がアルカの許嫁。そんなの聞いたことがない。

　同僚もサーヤのことをイビっていたし、ここにいる誰もが知らないだろう。知っていたらイビりなんてしない。

　クロアの威圧が殺気へと変わるのを感じ、セーラは自衛のためにスカートの中のナイフを取り出そうと身をかがめる。

　すると、隣にいたウィエルがクロアの手を取り、ゆっくりと手の甲を撫でた。

　それだけでクロアから迸っていた殺気が、嘘のように霧散する。

「あなた、落ち着いてください」

「……ああ。すまない、ウィエル」

　クロアが目を閉じて気持ちを落ち着かせている。

　今度はウィエルがセーラに問いかけた。

「その反応を見るに、知らなかったのですか？」

「は……はい。今聞かされるまで……おそらくこの屋敷にいる人間で、そのことを知っている者はいないかと」

「ふむ……おかしいですね。さすがにそれくらいは知られていてもいい気がしますが」

　ウィエルの疑問も尤もだ。

　なぜ許嫁のことを誰も知らない？　なぜアルカはそのことを話さなかった？

　でもその疑問は、セーラの言葉で解決した。

「私がここに仕えた日ですが、宰相様がおっしゃっていました。魔王軍に勇者様の弱点が知られぬよう、勇者様の身の内や情報は極力明かさないと」

「宰相様？　確か宰相様は五年前……」

「はい。トレオン様が引退なされてから、リリック様に替わりました」

　五年前までは、老齢のトレオンが宰相を務めていた。

　が、歳には勝てず引退。その後を、リリックという若い女が引き継いだと聞く。

　クロアとウィエルは辺境の村に住んでいたが、それくらいの情報は回って来ていた。

　気持ちを落ち着かせながら聞いていたクロアは、腕を組んで思案する。

「妙だな、その宰相」

「そうですね。なんだか気持ち悪いものを感じます」

「……悩んでも仕方ないか。ここまで来たんだ。まずは陛下に挨拶に行くか」

　クロアとウィエルが外に出て、ミオンが慌てて追いかけて行く。

　結局最後の最後まで、セーラは一歩も動けずに立ち尽くしていた。

「……転職しますか」




◆南方・道中　アルカ◆




「勇者様。セーラより連絡が入り、たった今お父上とお母上が屋敷にいらしたそうです」

「セーフ……！」

　移動する馬車の中でリリックが報告すると、アルカは全身の力を抜いた。

　さっきまで生きた心地がしなかった。あと一歩遅かったら、間違いなく殺されていただろう。

　いや、殺されはしないだろうけど、殺してくれと懇願するほどの拳骨の雨が降り注いでいたに違いない。

　アルカはイライラした様子でソファーに寝そべる。

「くそっ。なんで親父とお袋は俺ん所に来るんだ。しかも殴りにだと？　意味がわからないってーの」

「まあまあ勇者様、イライラしていても何も変わりませんよ。そんな時はストレス発散です」

「……確かにな。おいリリック、それにお前ら。相手しろ」

「「「はい、勇者様」」」

　同じ馬車内にいるのは、全員女性。

　魔法使い、剣士、格闘家が、装備を脱いでアルカに擦り寄る。

　そんなアルカを見て、リリックは密かにほくそ笑んでいた。




◆王都ニルヴェルト・王城◆




「おお！　クロア、クロアではないか！　本当に来てくれたのだな！　はは、どれくらいぶりだ！」

　王城、謁見の間にて。

　立派な髭を蓄えた老人が、クロアを見て嬉しそうに駆け寄った。

　背は百八十センチほどだろうか。クロアと比べたら高くはないが、それでも世間一般的に見たらかなりの長身と言える。

　だが存在感というか、魂の密度そのものが常人と違う。そんな気がする。

　どんな世間知らずでも、絶対に知っているほどの超重鎮。

（こ、このお方が、第十二代アルバート王国国王。アーシュタル・メザイア様……！）

　辺境の村に住んでいたミオンでも、仲間が持ってきてくれた新聞で見たことがある。見間違えることなんてない。

　本当にアポなしで国王に会えたことに、ミオンはいまだに信じられずにいた。

「久しいなぁクロア。元気じゃったか？」

「はい。陛下もお元気そうで」

「当たり前じゃ。まだ百年は現役じゃぞい」

　豪快に笑うアーシュタル。その目が、ウィエルとミオンに向けられた。

「ウィエルも久しぶりじゃな。昔から本当に変わらん美貌だ」

「ありがとうございます、陛下。陛下におかれましても、ご健勝で何よりでございます」

「うむうむ。して、そちらが例の？」

「はい。兎人族のミオンです」

　ウィエルに背を押されて前に出たミオン。

　緊張で体がガチガチになり、言葉を発しようにも何も出てこない。

　挨拶すらままならない状態に、アーシュタルは優しく微笑んだ。

「そんなに緊張することはない、若人よ」

「は、はひっ……み、みみみみみミオンでしゅっ。は、はじめまひてっ」

「うむ。初めまして、ミオンさん。ガルド卿から事情は聞いている。偉いぞ、頑張ったな」

「ぁ……ありがとう、ございます」

　アーシュタルは労いの言葉をかけ、ミオンの頭を撫でる。

　不思議とアーシュタルの言葉は胸に響き、心が暖かくなるような気がした。

「クロア、捕らえた貴族に関しては私の方で始末を付けるぞ。良いな？」

「はい、よろしくお願いします。……ところで陛下、アルカについてお聞きしたいことが」

「む？　なんだ？」

　クロアは今までの経緯と、なぜ自分たちがここに来たのかを説明する。

　最初は黙って聞いていたアーシュタルだったが、話を聞くにつれて顔をしかめた。

　一通りの説明をすると、クロアはアーシュタルを睨みつけた。

「訳をお聞かせください。アルカの所業は、とても勇者と呼べるものではありません」

「う、む……すまない。そんなことになっていたとは」

　アーシュタルの言葉に、三人は首を傾げた。

　これじゃあまるで、事態を把握していなかったみたいだ。

「実はアルカ殿の教育や私生活は、すべてリリックに一任していてな。私も国政や他国との兼ね合いで、アルカ殿一人に気を割いておれなかったのだ」

「いえ、陛下を責めているわけではありません。正直に話してくださり、ありがとうございます」

　王座に座り、頭を抱えて深く息を吐くアーシュタル。

　さっきまで若々しく見えていたのに、一気に老け込んだように見えた。

「リリックは才のある娘でな。若くして国立学校を首席卒業し、魔法も使えて人望もある。ウィエルの再来と言われるほどだ」

「それは……相当ですね。ウィエルはアルバート王国史に名が残るほどの大天才ですから」

　二人の目がウィエルに向けられる。

　ウィエルは恥ずかしそうに微笑み、ゆっくりと頭を下げた。

「ウィエル様、やっぱり凄い方だったのですね！」

「そんな。私の場合はお師匠様がとても素晴らしい方でしたから」

　珍しくウィエルが照れている。

　微笑ましく思うが、今はそれどころじゃない。

「そんなウィエルと肩を並べるほどの天才なら、今回のような間違いは起きないと思いますが」

「私もそう思う。トレオンが退いた今、宰相として任せられるのはあの子しかいないと思ったのだが……どうやら、私も耄もう碌ろくしたらしい」

　自分の見る目が衰えたことに、アーシュタルはかなり落ち込んでいるみたいだ。

　確かに、アーシュタルの本質を見抜く目は常人の域を逸脱している。長い付き合いのクロアとウィエルはよくわかっている。

　だが、未来まで見抜くわけではない。

　今は正義の心を持っていても、人の心は移ろいやすいものだ。魔が差し、悪の道に身を落とすこともあるだろう。

　そのことまで見抜くことは、ほぼ不可能と言っていい。

　大事なのは過去と未来ではない。今どうするか、だ。

「陛下。勝手ながら、アルカの再教育は俺とウィエルにお任せください」

「……そう、だな。頼めるか？」

「はい。なんて言っても、親ですから」

　二人は顔を見合わせて頷きあい、アーシュタルにお辞儀をして謁見の間を出た。

　目指すは南方。

　魔王軍四天王、魔剣帝ドドレアルの統治している土地だ。




「ほらミオンちゃん。集中が途切れていますよ。脚に魔力を集中するんです」

「は、はいっ！」

　走って移動すること三日。三人は南方へ向かうアルカを追っていた。

　一応アーシュタルから馬車の提案をされたが、そんなものより走った方が速いと判断したのだ。

　それにミオンの魔力コントロールの修行も兼ねている。動きながらコントロールを完璧にするのも修行のうちだ。

「ウィエル、どのくらいで南方に着く？」

「このスピード感だと、あと半日ほどでしょうか。このままだと、アルカより先に南方に着いてしまいますね」

「ん？　まだアルカは着いてないのか？」

「早馬の馬車でも、十日ほどかかる距離ですから」

　ウィエルの言葉に、ミオンは目を見開いた。

　いくら兎人族の脚が速いとはいえ、夜の休憩以外走り続けていると体力が底を突く。

　これほどの超長距離を走ったことがないとはいえ、自分にこんなに体力があることに驚いた。

　……いや、そんなはずはない。

　なぜだか、いつもより疲れない。慣れない魔力コントロールをしているのに、だ。

「ミオンちゃん、驚いてますね」

「あ、いえ、その……はい」

「それが魔力コントロールの恩恵です」

　魔力コントロールの恩恵。

　言葉の意味がわからず、首を傾げる。

「魔力を脚に集めて走ることで、筋肉や骨が強化されます。簡単に言えば、身体能力が強化されるのです」

「身体能力が強化……？」

「はい。基礎魔法の一つ、身体強化魔法です」

　魔力を各部へ集めて、肉体を強化する。

　それだけのもので魔法とは言い難いが、世間一般的に身体強化魔法と呼ばれているものだ。

　使い始めは、通常の一・五倍。慣れたら二倍、三倍と強化することができる。

　ミオンは顔を輝かせて、弾んだ声を出した。

「お……おぉっ！　私、魔法を使ってたんですね！」

「集中」

「は、はいっ！」

　が、基礎で簡単な魔法だからこそ注意点がある。

「魔力コントロールを乱すと、下手したら四肢が爆散しますよ。緊張感を持ってください」

「ば、爆散……!?」

「あ、でも命さえあれば、どれだけバラバラでも再生できますから。安心してバラバラになってください」

（天使のような笑顔でとんでもないことを!?）

　その日からミオンは、より一層注意して魔法を学ぶようになったという。

　そうして走り続けることさらに半日。三人は、とある場所に立ち止まった。

　見渡す限りの廃墟、廃墟、廃墟。

　もう何年も前に滅ぼされた都市だ。人の気配はない。

「ここから先が、魔王軍四天王の一人、魔剣帝ドドレアルが支配している場所だ」

　ドドレアルの名前に、ミオンは生唾を飲み込んだ。

「魔剣帝ドドレアル……聞いたことあります。下半身がサソリで、六本の腕を持つ魔族。手にはそれぞれ、魔剣と呼ばれるものが握られているんですよね」

「その通りだ。どれもこれも、人間の作った最上大業物。奴が人間の都市を滅ぼし、すべて奪っていったんだ」

　一本でも一つの国が滅びると言われている魔剣。それを六本も所持しているのだ。

　正真正銘の化け物。それが、魔剣帝ドドレアルである。

　廃墟の中を歩き、周囲を探索する。

　すると、ミオンの耳がぴくっと動いた。

「く、クロア様。囲まれてますが……!?」

「ああ。わかってるさ」

　立ち止まり、周りを見渡す。

　待つこと数瞬。廃墟から、武器を携えた大小様々な魔物が姿を現した。

　ゴブリン、オーク、トロール、オーガ。雑魚ざこから上位種まで、すべて武器や防具を装備している。

「ドドレアルの配下は武器を使う武闘派と聞いていたが……これは想像以上だな」

　数にして数十体。普通の軍隊でも手こずる相手だ。

「ゲヒッ……ゲヒヒッ。女、女ッ」

「犯シュッ……オカス……！」

「アヒャッヒャッ！　アヒャッヒャッ！」

　下品で醜悪な笑みを向けられ、ミオンは身を竦めた。

　ウィエルも慣れているとはいえ、向けられる視線にげんなりしている。

　その中にいた一体が前に出た。

　クロアと遜色ない巨躯に、両腕には身の丈ほどの大剣が握られている。それに頭部には二本の角。この特徴は、オーガのものだ。

「俺は魔剣帝ドドレアル様の右腕、破壊剣のザンバ。そこの男、強者と見受けたり。ぜひ手合わせをねがぱねぽっ」

　が、口上の途中でクロアの必殺・五割パンチが頭部を打ち抜き、一瞬で肉塊と化した。

「敵を前に名乗る馬鹿がどこにいる。アホか」

　もっともである。

「俺がやろう。二人は俺の後ろに」

「お願いします、あなた」

「く、クロア様、お願いします……！」

　二人がクロアの後ろに下がったのを確認する。

　と、クロアは自分の身長を遥かに超える瓦礫を軽々持ち上げた。

　いや、瓦礫じゃない。廃墟だ。廃墟そのものを持ち上げているのだ。

「「「「「……………………は？」」」」」

　さすがの魔物たちも呆然としている。

　人間より力が上と自負している自分たちでも、廃墟を持ち上げようとは思わない。考えない。

　クロアは鋭い視線を魔物たちに向ける。

　まるで超上位種……ドラゴンに睨まれた感覚に、魔物たちは一斉に逃げ出した。

「お前ら、俺の大切な人に下卑た目を向けて……生きて帰れると思うなよ」




　数分後。クロアの体は返り血で染まり、周囲にはどす黒い血の海ができていた。

「ふぅ……終わったぞ」

「お疲れ様です、あなた」

「文字通り一瞬でしたね。文字通り」

　ウィエルに浄化してもらっている間、ミオンは辺りを見渡す。

「もっと魔物の気配があったと思うんですけど、見事にいなくなりましたね」

「おおかた逃げたんだろう。どんな生物でも、ゴミみたいに無惨に殺されたくはないからな」

　至る所で肉塊と化している（元）魔物。

　馬車に轢き殺されたカエルのようにぺっちゃんこのものもいる。

　目の前で仲間がこんな風に殺されるのを見て立ち向かうほど、肝の据わったものはそうそういないだろう。

「あなた、これからどうしましょうか」

「ふむ……ここでアルカを待っていてもいいが、アルカの目的はドドレアルの討伐。ということは、ここを沿って行った先にある騎士団の拠点で待っていた方がいいか……行こう」

　浄化が終わり、三人は生き物の気配のない街を横目に街道を歩く。

　今は廃墟や倒壊した建物しかないが、かなりの規模だ。魔王軍に攻め込まれる前は、相当巨大な街だったんだろう。

「ここって、クロア様たちは来たことがあるんですか？」

「ああ。元はガーラという街だったんだ。活気でいえば、王都ニルヴェルトの次に盛んだった街だな」

「そんなに……」

　王都ニルヴェルトの賑わいは今でも忘れない。

　でも、あれの次に盛んだったなんて信じられないくらいガーラの街は崩壊している。

　ということは、いつ王都ニルヴェルトが襲撃されてもおかしくないということ。

　ミオンの背筋に、冷たいものが走った。

「ミオンちゃん、大丈夫ですか？」

「は、はい。なんとか……ダメですね、慣れないといけないのに」

　この先、いろんなものを見ることになる。断末魔の叫びや死体を見ることになる。だからこれくらい慣れなきゃいけない。

　それはわかっていても、まだミオンは戦闘経験も人生経験も浅い。気分が悪くなるのは仕方なかった。

　そんなミオンを見て、ウィエルは「でも」と口を開く。

「無理に慣れる必要はありませんよ。というか、慣れたら困るものもありますし」

「……困るもの？　それって……」

「殺すことです」

「……え？」

　思わぬ答えに、ミオンは目を見開いた。

「ど、どうしてですか？　だって慣れないと、お二人みたいになれないんじゃ……」

「私と旦那様は慣れているんじゃありません。心を殺して、覚悟しています」

　ウィエルの言葉に、クロアが振り返った。

「その通りだ。殺すことに慣れるというのは、人の道を踏み外す行為だ。そしてそれは、何かの拍子に口論になった時、相手を殺すという選択肢ができてしまう。それだけは、絶対にあってはならない」

「…………」

　確かに、クロアの言う通りだった。

　ミオンだって友達と口論になることはある。髪を掴みあって、泥まみれになるくらい喧嘩したこともある。

　でも殺そうとは思わなかった。当たり前だ、殺したら死んじゃうから。

　それが、殺すことに慣れている状況だったら……。

　簡単に想像できてしまうことに、ゾッとした。

「仕方なく殺す時は、瞬時に覚悟を決めろ。決して殺すことに慣れてはいけない。だが、命を絶つ感覚や断末魔の叫び、死体、血の海には慣れろ。矛盾しているが、真の戦いというのはそういうものだ」

「……わかりました。ありがとうございます」

　戦士としての心構えを学んだ気がした。

　それに、二人がどうしてこんなに強いのか。なんとなくわかった気がした。




　そのまま歩くこと数時間。

　日が傾き、夕日が廃墟を照らす頃。三人の前に騎士団の拠点が現れた。

　待っていたのか、一人の若い騎士がクロアたちを見て駆け出した。

「クロア様、ウィエル様、ミオン様ですね。国王陛下よりお話は聞いております」

「陛下から？」

「はい。長身の男と天使のような女性二人が現れたら、素性を聞かず丁重にもてなすようにと」

　アーシュタルの気遣いだろう。もし勇者の両親だと知れたら、どこからかアルカの耳に届く可能性がある。

　だからアーシュタルもそう言ってくれたんだろう。

「ありがとうございます。しばらくお世話になります」

「はい。それではこちらへ」

　騎士の案内で、三人は南方最前線軍部へと足を踏み入れた。

　中は廃墟によって囲われた広場になっていて、数百人の騎士がいる。

　鍛錬しているもの、休憩しているもの、警備しているもの。

　その全員がクロアたちを見ると敬礼する。まるで重鎮扱いだ。

「そこまでする必要もないのですが」

「そうもいきません。国王陛下が丁重にとおっしゃったのですから。今からお泊まりになる場所へ――」

　直後、さっき入ってきた入口から、騎士のざわめきが聞こえた。

「お、おい聞いたか？」

「ああ、間違いないみたいだぞ！」

「本当に来てくださったのか……！」

「思ったよりも早い到着だな」

「これで魔王軍にも勝てるぞ！」

　ざわつきは興奮に。興奮は歓喜に変わる。

　その様子を見て、ミオンが首を傾げた。

「誰かいらしたんですか？」

「あなた方は運がいい。何せ、この世界を救う英雄様が今日いらしたのですから」

　案内の騎士は、まるで我がことのようにドヤ顔を決めると――

「勇者様がいらしたのです」

　――クロアとウィエルの二人は、反射的に騒ぎの方へと走った。




◆騎士団南方本部・入口◆




「勇者様、到着致しました」

　馬車が止まり、リリックが寝ているアルカを起こす。

　まだ寝足りないのか、アルカは不機嫌そうにしながらも起き上がった。

「……ずいぶん早く着いたな」

「窮屈な馬車に、いつまでも勇者様を閉じ込めておくわけにはいきませんから」

「へぇ、さすが」

「勿体ないお言葉でございます。さあ、勇者様。皆さんがお待ちかねですよ」

　馬車に一緒に乗っていたメイドが扉を開け、外から歓声が聞こえる。

　男ばかりの本部と聞いていたが、自分を称える声はいつ聞いても心地いい。

「勇者様。皆さんにそのご尊顔をお見せください」

「ああ」

　アルカは胸を張り、鼻高々に馬車を降りる。

「おぉっ、あれが勇者様か……！」

「なるほど、凛々しい姿をしておられる」

「勇者様がいれば、ドドレアルなんて瞬殺だな！」

「勇者様、ばんざーい！」

　騎士たちの歓迎ムードに、アルカはさらに調子に乗る。

　村にいた頃では考えられなかった。

　毎日、毎日、親の仕事を手伝わされる代わり映えのない日々。

　それがどうだ。勇者の地位と力があれば、金、女、名誉、栄光、人望。すべてが手に入る。

　アルカは爽やかな笑顔の下、泥のように濁った感情を隠していた。

　その後ろから魔法使い、剣士、格闘家、リリックが続々と姿を見せると、騎士たちのボルテージはさらに上がった。

「お、おおっ！　あれが勇者一行……！」

「リリック宰相もいるぞ！」

「なんと神々しい……！」

「あれぞ神に認められし方々……！」

　魔法使い、剣士、格闘家も、称えられて嬉しそうに手を振る。

　勇者一行が一列に並ぶと、アルカは剣を抜き声高々に叫んだ。

「騎士諸君。俺が来たからにはもう安心だ。みんなで魔剣帝ドドレアルを倒し、この地を奪還するぞぉ！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！」」」

　勇者の言葉に騎士団の士気が上がる。

　こうして前線の士気を上げるのも勇者の務めらしい。

　そんな中、一人の騎士が色紙を持って前に出た。

「勇者様、実は息子が勇者様のファンでして……さ、サインをいただけますか？」

「お、俺も！」

「私もください！」

　一人の騎士の言葉に、他の騎士もアルカに殺到する。

　サインや握手を求められるなんて、日常茶飯事だ。少しむさ苦しいが、ここで突っぱねると勇者としての信用に関わる。

「順番な」

　やれやれ、人気者は大変だ。

　心の中で肩を竦めて、一人一人に対応していく。

　面倒くさくて顔も見ずにサインや握手をしていくと、一人の男が前に出た。

「失礼。私も握手してもらっていいかな？」

「あー、はいはい」

　同じように適当に握手をする――と、剛力がアルカの手を握り潰した。

「いぎッ――!?　ぎゃああああああ！？！？」

「ゆ、勇者様!?」

　突然の事態に騎士たちは動揺し、リリックは目を見張る。

　そんな中、アルカだけが痛みを堪えて手を握っている張本人を睨みつけた。

「ってぇなぁ！　ざけんなテメ…………ぇ……？」

　我が目を疑った。

　見上げるほどの高身長に、丸太のように太い四肢。

　ドラゴンですら視線で殺しそうなほどの眼力。

　三年ぶりだがほとんど変わっていない。

「と、と、と……父さん……!?」

　――父、クロアである。

「愚息。ちょっと付き合え」

「……はぃ……」

　アルカはすべてを察し、ただ頷くことしかできなかった。
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　ほぼ強制的にクロアに連れられ、クロアたちに用意されたテントへ入る。なかなかの広さで、クロアたち三人とアルカたち五人が全員入っても余りあるほどの広さだ。

　ソファーに座るクロアの横にはウィエル。後ろにはミオンが立っている。

　そして目の前の床には、正座をして木の木目を一心に見つめているアルカと、縛り上げられているリリックが。

　勇者一行は、そのさらに後ろで同じように正座している。

　ちなみにアルカの潰れた手は、ウィエルが再生させた。

　しばらく、沈黙の時間が続く。

　あまりの居心地の悪さにアルカは身を捩るが、クロアの眼光によってその場に射竦められた。

　勇者として強くなった自覚はある。が、それでもなお父クロアの壁は高い。高すぎる。

「……さて、アルカよ」

「は、はい！」

　クロアが声を掛けると、アルカは背筋を伸ばして声を震わせた。

　こんなアルカは見たことがない。勇者一行は目を見張った。

「俺らがなんでここに来たか……わかるか？」

「そ、それは……お、俺が遊んでるって噂を、耳にして……？」

「ふむ、なるほど。まったく身に覚えがないと言いたいわけだな」

　予想が外れた。

　でもそれ以外のことが思い浮かばない。

「前置きはやめよう。……サーヤちゃんの件だ」

「……え、サーヤ……？」

　なぜここでサーヤの名前が出てくるのか。

　確かにここ最近サーヤの姿を見ていないが、まさかクロアから名前を聞くとは思わなかった。

「約二ヶ月前、サーヤちゃんが村に帰ってきたよ。魔獣に追われながら、命からがら……で、お前の現状を聞いた」

「ヒッ……!?」

　アルカの胸倉を掴み、拳を握る。

　殺気や殺意はない。完全な怒気によって、空間がねじ曲がっている。

　勇者一行も、今まで遊んでいたわけじゃない。ドラゴンを倒し、魔族と死闘を繰り広げ、幾度となく死線をくぐり抜けてきた。

　が、これほど【絶望】という言葉が似合う圧は初めてだった。

　アルカがピンチだと頭ではわかっていても、動くことすらできない。動いたら最後、という言葉が頭の中を駆け巡る。

　クロアはウィエルの方を振り向くと、足元に転がっていたリリックを指さした。

「ウィエル。リリック宰相の方は任せる」

「はい。行ってらっしゃいませ」

「ミオンちゃんは、あの三人が逃げ出さないように見張っていなさい。今の君なら、あの程度に後れは取らない」

「は、はい！」

　そう言い残し、クロアはアルカを連れてテントを出る。

　あまりの怒気と闘気に、騎士たちは目を逸らして二人を見ようとしない。

　本来なら勇者に不届きを働く狼藉者として捕まえるのが筋だが、そんな命知らずはいない。全員顔を伏せている。

　クロアはアルカを連れて本部を出ると、廃れたガーラの街へと連れてきて放り投げた。

　地面に転がされたアルカと、それを見下ろすクロア。

　周りには誰もいない。完全に二人きりだ。

「はっきり言おう。お前には幻滅した」

「ッ……せぇ……！」

「なんだ。声が小さいぞ」

「……るっせぇっつったんだよクソ親父！　俺の人生だ、俺の好きに生きて何が悪い！」

　アルカは剣を抜き、クロアへと向ける。

「勇者の力を覚醒させた俺が、いまさら親父に負けるかよォ！」




　数秒後。

「あの、その……す、すんませんした。調子乗ってました」

　アルカは全身血だらけで土下座していた。

　勇者のこんな姿、誰にも見られるわけにはいかない。だが、プライドよりも命の方が大事だ。

　クロアは深くため息をつくと、瓦礫を引っこ抜いて椅子にした。

「アルカ。さっきお前、勇者の力を覚醒させたと言っていたな」

「は、はい」

「ふむ」

　さっき襲いかかってきたアルカの力を思い出す。

　この三年間、遊んでいたとは思えないほど底知れないパワーに、どんなに瀕死の重傷を負っても回復する自己再生力。それに魔王すら滅ぼす、魔を滅する光。

　それは間違いなく、伝承通りの勇者の力だった。

　確かにあの力なら、修行をしなくてもドラゴン相手に互角に戦えるだろう。三年前の強さに興味のなかったアルカと比較しても、明らかに強くなっていた。

　が。

「その力、磨いたか？」

「え？」

「修行はしたのか、と聞いている」

「え、と……い、一応、騎士を相手に……後は実戦で……」

「それ以外は？」

「し、してないです……」

　リリックの勧めで、実戦に疲れが出ないよう騎士との訓練もそこそこ。魔族やドラゴンとの実戦も、一人ではなく仲間と戦っている。

　正直、三年前の力を得た時と今では、さほど変化していなかった。

「そんな志で魔王を倒せるとでも？」

「……思いません」

「じゃあなぜやらない」

「そ、それは……」

　今の地位が心地よすぎて、なんて言えない。

　毎日のように暴飲暴食はもちろん、女を貪る毎日。勇者と言うだけで、望むものが向こうから来る。

　そんなことを正直に言えば、また拳の雨が降ってくるだろう。

　だから何も言えず、アルカは沈黙していた。

「伝承通りなら、魔王という存在は勇者の力を極めることで、初めて倒せる。お前の使命は魔王を倒すことだ。そのことをしっかり肝に銘じろ」

「は、はい」

　クロアの言葉に、アルカは素直に頷いた。

　伝承については騎士団長から聞いたことがある。勇者の力でしか、魔王は倒せないと。

　覚醒した勇者の力に酔いしれ、溺れていた時だったから、頭から抜け落ちていた。

　しかしクロアに諭されたことで、アルカの心に確かな変化あった。

「それと、サーヤちゃんのことだ。確かに許嫁は親が決めたことだが、お前らはずいぶん仲が良いと感じていた。なぜ彼女を捨てた」

「す、捨ててない！」

「じゃあなぜサーヤちゃんは、泣きながら村へと戻ってきた」

「…………」

　これも、何も言えない。

　確かに最近、サーヤのことを見ていない。いや、ここ一年はまともに話すらして来なかった。

　自分が今の地位を手に入れ、女と遊んでいると口うるさく注意してきた。

　それを鬱陶しく思っていたが、まさか村に帰ってたとは思わなかった。

　またも黙っているアルカを見て、クロアはいろいろと察してまたため息をつく。

「サーヤちゃんとのことは、しっかりケジメを付けろ。いいな」

「……わかった」

　口うるさい幼馴染だけど、喧嘩別れになっていたなら……謝りたい。謝らなきゃ。

　そんな気持ちを抱いていると、クロアは深く頷き口を開いた。

「最後だが……お前勇者がなんたるかと考えたことはあるか？」

「それって、勇者の存在意義ってこと？」

「そうだ」

　思わぬ質問に困惑した。勇者の存在意義なんて、考えたこともなかったから。

「えっと……魔王を倒すこと、かな」

「それは最終目標だ。そうじゃない。文字通りの存在意義を聞いている」

「存在意義……」

　勇者ならば。

　勇者として。

　勇者とは。

　……全然思い浮かばない。

「……わかりません」

「そうか……ならヒントをやる。お前が今まで戦ってきた場所に行き、そこに住む人々の顔を見て回れ」

「顔？」

「ああ。そうすれば、お前もわかるだろう。勇者のなんたるかが」

　クロアは最後にアルカの頭を小突き（それでも悶絶する痛さだが）、優しい笑顔を見せた。

「才能は有限だが、選択は無限だ。選択次第で、人はいくらでも強くなれる。誤るな、突き進め。以上」

　それだけ言い残し、アルカを置いてテントへと戻っていく。

　アルカは呆然とそれを見送り、クロアの言っていた言葉を反はん芻すうしていた。




◆客用テント内　ウィエル◆




　クロアがアルカを連れてすぐ。

　ウィエルは「さてと」とリリックを見た。

「リリック宰相。命乞いはすみました？」

「――――!?」

　口を塞がれたリリックが、頭を大きく振って否定する。

「あらあら、困った人ですね。じゃあもうちょっと待ちましょう。――はい、終わりました？」

「――――！　――――!?」

　なんとか魔法を解除して抜け出そうとするが、まったく解除できない。

　普通魔法には、ある程度の綻びがある。どれだけ緻密に作り上げた魔法でもだ。

　だけどこの捕縛魔法は、一切の綻びがない。

　このままでは殺されてしまう。

　リリックは死の恐怖から逃れるため、ミノムシ状態でじたばたと暴れる。

「私、これでも怒っているんですよ。理由はわかりますよね？」

「――――！」

　こくこくこく。物凄い勢いで頷くリリック。

　言葉を発せられないから、態度で示すしかない。

「あぁ、そうでした。口を塞いでいましたね。うっかりです」

（わざとだ。絶対わざとだ、ウィエル様）

　てへっと舌を出すウィエルに、心の中でツッコむミオン。

　最近ずっと行動を共にしてるが、ウィエルが何を考えているのか今もわからない。

　ウィエルが指を動かすと、リリックの口を覆っていた縄が解けた。

「けほっ、けほっ……お、お許しください！　お許しください！」

「どの口が言いますか」

　簀巻きのリリックを宙に浮かばせると、右手に純白の業火が灯った。

「あなたの正体……私が見抜けないとでも？」

「ッ……な、何のことでしょう。私はただの宰相で――」




「魔王軍魔王補佐、淫魔リリス」




「ッ!?」

　リリック――リリスは目を見張り、口を魚のようにパクパクさせている。

　ミオンも呆然とウィエルとリリスを交互に見た。

「ま、ま……魔王軍、魔王補佐……って……!?」

「ミオンちゃん、しー」

「…………！」

　騒ぐと外の人にバレてしまう。

　ウィエルの言いたいことを察し、ミオンは手で口を塞いだ。

　けど、今の言葉を聴いても勇者一行はなんのリアクションもない。

　ミオンがチラッと三人を見ると、全員目が虚ろで固まったままだった。

「三人はリリスの催眠魔法で操られていたみたいですね。……いや、操られるというより、性欲を増強されて理性のタガを外しやすくしたのですか」

「な、な……なん、で……!?」

「なんでわかるのか、ですか？　私に魔法の腕で上回ろうだなんて、数千年早いです」

　白炎を揺らし、リリスの顎を炙る。

「熱い！　あつっ、あっつ！」

「うるさいですね。黙っててください」

「もがっ!?」

　ウィエルが指をパチンと弾く。

　体を縛っている縄が蠢うごめき、再度リリスの口を塞いだ。

「魔王の命令は、人間の中に現れる勇者の弱体化。そんなところでしょう。しかし勇者の力は思ったより強力で、上手く催眠が掛からなかった。よくて、周囲の人間関係を壊すくらい。サーヤちゃんの件から、ちょっとおかしいと思ってたんですよ」

　白炎が頬を焼くと、リリスの体が痙攣しだした。

　涙を流して白目を剥いている。

「だから周りを利用して、思春期のアルカを誘惑した。それらしい理由を付けて、アルカの成長を阻害……どうです？　当たってます？」

「――――！　――――！」

　リリスは命からがら、高速で頷く。

　天使のような笑顔で残酷なことをしているウィエルだが、ミオンは目を逸らさず見つめていた。

「まあ、あの程度の誘惑を振り解けないアルカにも問題はありますが……アルカの教育は旦那様に任せるとして、こっちはそろそろ終わらせますか」

「――――！？！？」

　白炎がリリスの体に燃え移る。

　皮膚や肉が燃える音や臭いは、ウィエルの魔法で掻き消される。

　だから外に、テント内のことが漏れることはない。

「白炎は、対象を燃やし尽くすまで消えません。まあ、あと十数秒で燃え尽きますが」

「――――!?　――――！」

　業火がリリスの全身を包み込むと、縛っている縄が焼き切れた。

「お、お前ッ！　この魔法、まさか――」

　最後、何かを言う前に、リリスの体は白炎に飲まれて消滅した。

「ふふ。私の正体は、私と旦那様のひ、み、つ、ですよ♪」

　リリスが跡形もなく燃え尽きる。

　絶命したことで魔法が解除されたのか、勇者一行の三人は意識を取り戻した。

「あ、あれ……？」

「私たち、いったい何を……？」

「確か、勇者様のチームに入って、それで……」

　三人は今の状況がわかっていないのか、辺りをキョロキョロ見渡している。

　さすがにまずいと思い、ミオンがウィエルに駆け寄った。

「あの、皆さん記憶が混濁してるみたいですけど……」

「私が記憶を改ざんしました。催眠時の記憶はないと思いますが、念のために。利用されていた記憶なんて、誰も望まないでしょう」

「……そうですね」

　リリスを殺した時と何ら変わらない微笑み。

　安心していいのか、警戒すべきなのか……とにかく、無事に元凶は叩けた。これで勇者の力の成長を妨害するものはないだろう。

　ほっと一息つくと、テントにクロアとぼろぼろのアルカが戻ってきた。

　血塗れのアルカに一同はぎょっとしたが、ウィエルは慣れたようにアルカの体から血を浄化する。いつものことだ。

　傷はない。勇者の自己再生力が働いたらしい。

「お話は終わりましたか？」

「ああ。こっちは？」

「はい、無事に。それと……」

　ウィエルはクロアに近づき、声をひそめる。

「リリック宰相の正体は、リリスでした」

　クロアにリリックの正体を伝えると、目をわずかに見開いた。

　クロアもリリックには何かあると思っていたが、まさか魔族だったとは。

「気付かなかったな」

「あそこまで巧妙に変身されたら、おそらく私以外には気付けないと思います」

「ウィエルがいてくれて助かった。ありがとう」

　さすがのクロアも魔法には疎い。

　直感で魔法の気配を感じることはできるが、やはり魔法のスペシャリストであるウィエルには劣る。

　こういう時、まだまだ自分には成長の余地があると実感できる。

　二人が話していると、アルカが気まずそうに前に出た。

「あ、あの、母さん。俺……」

「ああ、アルカ。私からもお話があります。こっちに来なさい」

「はい……」

　逃げ出したい気持ちを抑えて、アルカが前に出る。

　ウィエルは天使の笑顔を崩さず、そっとアルカの頬を撫でた。

　最愛の我が子との再会を喜ぶように。慈しみ、愛でるように。

　正直、拍子抜けした。ビンタの一発でも見舞われるかと思っていたから。

　そこで、アルカは察した。

　クロアが鞭だとしたら、ウィエルは飴なのだ、と。

「母さん……俺っ、ごめ――」

「歯ァ食いしばれ♡」

「――へぶばっ!?」

　突如頬を襲った超衝撃。

　まるで顔面に砲弾を食らったかのような衝撃に、アルカの意識が飛ぶ。

　が、反対側から来た次の衝撃で強制的に意識が戻った。

「へべっ、ぶべっ、あばっ、おぶっ!?」

　超高速の往復ビンタが、何度も何度も何度も何度もアルカの顔面を襲う。

　勇者一行の三人組は恐怖で動けず、クロアは無表情でそれを見ている。

　ミオンは首を傾げて、クロアに話しかけた。

「クロア様。ウィエル様のご様子、おかしくないですか？」

「そうか、ミオンちゃんはあのウィエルは初めて見たんだっけ。ウィエルの怒りの表現は、いくつか段階があるんだ」

　簡単に分ければこうなる。

　一段階、笑顔で圧をかける。

　二段階、魔法で攻撃。

　三段階、笑顔で物理。

　四段階、無表情で物理。

「そして五段階だが……」

「ま、まだあるんですか」

「うむ。だが、この五つ目は俺も見たことがない。そこまでウィエルが怒ることもないからな」

「じゃあ今のウィエル様は……」

「三段階目だな」

「ひぇっ」

　今のウィエルでさえ怖いのに、そのさらに上が二つある。

　絶対に怒らせないようにしよう。改めて誓った。

　ビンタが続き、数分後。

「アルカ、起きてます？」

「…………」

　顔面が三倍になるくらい腫れ、痙攣しているアルカ。ギリギリ頷いてるのを見るに、気絶はしてないらしい。これも勇者の自己再生力の賜たま物ものらしい。

「よかった。それじゃあ、あと五分くらいいきますね♡」

「ッ!?　ぶべっ！」

　――十分後。

「はぁ、スッキリしました」

「…………」

　清々しい笑顔のウィエルの足元には、ぴくりとも動かないアルカが。

　勇者一行は怖さのあまり号泣。ミオンも涙目だった。

「なんでこんなにビンタしたか、わかりますよね。あなたは勇者の責務を怠った。これはその罰です」

「……ぅ……は、ぃ……」

「もう回復しましたか。さすが、自己再生力がずば抜けてますね。……でも遅い。魔剣帝ドドレアルが相手なら、再生する暇もなく切り刻まれているでしょう」

　ウィエルの言葉が突き刺さる。

　今まで戦ってきた魔族は、四人がかりで倒すことができた。

　どれだけ強くても、四人いれば絶対倒せる。そう思っていたが……自分より遥かに強いウィエルが、今の自分では絶対負けると言った。

　アルカは過去の自分を呪った。

　なぜ今までもっと修行を積まなかったのか。

　なぜサボってしまったのか。

　なぜ快楽に負けたのか。

　後悔しても、もう遅い。

　すでに敵の眼前まで来てしまった。いまさら引き返して修行の旅に出ることはできない。

　ウィエルもそれはわかっているのか、ため息をついてクロアを見た。

「あなた、どうしましょう。今回ばかりは私たちでやった方がいいのでは？　勇者の敗北は、人類の敗北。勇者を失った人類は、滅びてしまいますよ」

「……そうだな、ドドレアルは俺らがやろう」

　クロアも仕方ない、という感じで同意した。

　それに対し、アルカは何も言い返せない。

　悔しさと惨めな気持ちで地面を見つめる。

　すると、クロアがアルカの首根っこを掴んで持ち上げた。

「明日、日の出と共にドドレアルの下に向かう。付いてくるか来ないかは、アルカ次第だ。悔しいなら歯を食いしばれ。惨めに思うなら立ち上がれ。変わりたいなら歩き出せ」

「……父さん……」

「というわけで寝る。起こすなよ」

「わっ!?」

　アルカをテントの外に放り出すと、勇者一行は慌ててその後について行った。

　そんな一部始終を見ていたミオンが、くすくすと笑った。

「クロア様、お優しいですね」

「ねっ。旦那様の根本は、凄く優しいんです」

「……うるさい」

　珍しく頬を染めたクロアは、用意されていた食事に食らいついた。
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　翌朝。クロア、ウィエル、ミオンは騎士団の本部を出て、密かに移動していた。

　朝日が廃れた街を照らし、寂しくも幻想的な景色を映し出している。

　クロアとウィエルは散歩気分で歩いているが、ミオンはこれからのことを考えて生唾を飲み込んだ。

「き、緊張しますね」

「そうですよね。初めての実戦ですもんね」

「はい……って、実戦？」

　何それ聞いてない。

　ウィエルを見ると、朝日が似合う爽やかな笑顔を向けた。

「魔王軍四天王、魔剣帝ドドレアルが一人でいるはずないじゃないですか。昨日のゴブリンやオーガみたいな魔物が周りにいます。私とミオンちゃんの役目は、取り巻きを倒すことです」

「え……えええええええええ!?」

　さすがに驚いた。四天王の取り巻きと戦うなんて、考えすらしていなかった。

　昨日はクロアが強すぎたから弱く見えたが、魔物というのは知能をもった魔獣と言われるほど戦闘力が高い。

　そんな魔物と……しかも野良ではなく、魔王軍という組織に属している魔物と戦って、勝てる未来がまったく見えない。

「わ、わ、私、まだ戦闘経験もないですし、魔法も使えませんけど……!?」

「今のミオンちゃんでも十分戦えますよ。ファイトです」

「軽い!?」

　二人からしたらいつもの戦闘なんだろうけど、ミオンからしたら初めての死闘だ。下手をしたら死んでしまう。

　今から死地に向かっていると思うと、異様に喉が渇く。手足が震える。

「大丈夫だ、ミオンちゃん」

　今すぐ逃げだしたい気持ちを抑えていると、前を歩くクロアが振り返らず声を掛けてきた。

「今までやって来たことを思い出せ。絶対ミオンちゃんならやれる」

「クロア様……ぁ」

　いつの間にか手足の震えが止まり、勇気が湧き上がってきた。

　不思議だ。クロアの言葉は心の底に届く気がする。

「……わかりました。私、やります」

「ああ、頼んだぞ」

　ミオンはふんすっと気合を入れて、二人の後について行く。

　と、後ろが気になって振り返った。

　そこには真剣な表情で三人についてくるアルカと、昨日の恐怖が忘れられないのか震えている勇者一行がいた。

「ついてきましたね、アルカさんたち」

「旦那様の喝が相当効いたんでしょう。明らかに昨日とは顔付きが違いますね」

　ウィエルは嬉しそうに笑っている。

　なんだかんだ言いつつ、ウィエルも心配していたみたいだ。

　それもそうか。子を心配しない親はいないだろう。

　クロアもわずかに振り返り、アルカが付いてきているのを見てほくそ笑んだ。

　そのままガーラの街を歩き続ける。直後、瓦礫や廃墟から無数の魔物が姿を現した。

　魔物だけじゃない。魔族と、魔獣の数も異常だ。

　クロア、ウィエル、ミオンは囲まれていたことに気付いていたが、アルカたちは目に見えてうろたえている。気配探知も満足にできていないらしい。

　それより、これだけの数の魔王軍を騎士団は食い止めていたと考えると、相当優秀な人材が揃っていたんだろう。

　そんなことを考えていると、敵が下品な笑みを浮かべてこっちを見てくる。

　アルカと勇者一行は武器を構えて油断なく周囲を見渡していた。

「チッ、数が多いわね。勇者様、どうする？」

「もちろん戦おう。絶対に一人にならず、チームで動いて――」

「待て」

　アルカの提案に、クロアが待ったをかける。

　昨日の今日でクロアに苦手意識を持ったのか、剣士が怯えた顔を見せた。

「ま、待てって、どういう……？」

「今日はお前らは見学だ」

「……見学？」

　意味がわからず思わず聞き返してしまった。

　敵のど真ん中までやって来て見学とは、どういう意味だろうか。まったくわからない。

「いい機会だから見せておく。人類を救う強さというものを」

　クロアが肩を大きく回し、深く息を吸う。

　そして。

「フッ」

　消えた。

　動体視力が強化されているアルカでも、兎人族の動体視力を持つミオンでも見えない。

　唯一ウィエルだけが、笑顔で目を高速で動かして追えている。

　直後。

「えがっ」

「ぽっ」

「へきゅ」

「ぎゃぼっ!?」

「はぶっ！」

「きょっ」

　見えない何かに押しつぶされるように、魔族も魔物も魔獣も絶命していく。

　その間わずか数秒。

　数にして百体以上の敵を倒し、クロアは何食わぬ顔で元いた位置に現れた。

「勇者なら、最低でもこれくらいはできるようにならないとな」

「いやいやいや、むりむりむり」

「無理なもんか。俺がお前くらいの時は、もうできたぞ」

「元のスペックが違いすぎるんだよ!?」

　さすがに反論させてほしかった。

　こんな化け物みたいな戦闘を真似しろとか、勘弁してほしい。

「というか、そもそも父さんが魔王軍と戦ったらいいんじゃ……」

「馬鹿言うな。それじゃあお前がどうやって強くなる。魔王軍はお前が強くなるための練習台。魔王が本番。そう考えておけ」

「そんな無茶苦茶な……」

　でもクロアの言うことももっともだ。

　アルカの最終目標は魔王討伐。そして魔王を討伐するには、勇者の力を極めるしかない。

　魔王軍は、自分の力を上げるための練習台。そう思うと、なんとなくやる気が出てきた。

　が、やる気とできるのはまったく違う。

　今のはどう考えてもできる気がしない。

　しかしクロアは、真っ直ぐな目でアルカを見た。

「お前ならできる」

「……何を根拠に」

「俺の息子だからな。それ以上の根拠はいらん。俺の血が、お前を強くさせる」

「…………」

　その通りすぎて、ぐうの音も出なかった。

　クロアはアルカの後ろに控えている三人に目を向けると、そっと息を吐いた。

「呆然としている暇はないぞ。アルカだけじゃない。強くなるアルカについて行くなら、君たちも強くなる必要がある。そのことを肝に銘じて、今後の行動を考えろ」

　クロアの言葉に、三人は不安げに頷く。

　この三人がどうなるかは今後次第。もし心が折れるようなら、そこまでの人材だったということ。その時はアーシュタルに進言すればいい。

　と、今度はウィエルが前に出た。

「まだだいぶいますね。さすがに四天王の配下の数は膨大ですか……じゃ、ちょっとだけ見晴らしをよくしましょう」

　ウィエルの手が上空に掲げられる。

　手の平に魔法陣が展開。それがウィエルを囲うように球体状に拡張され、ウィエルを完全に包み込んだ。

　クロアからしたら見慣れたものだが、ミオンたちは呆然とそれを見上げている。こんな魔法も、こんな魔法陣も、見たことがない。







[image: ]







　そんな中、勇者一行の魔法使いがそれを見て声を上げた。

「ま、ま、まさか……立体魔法陣、ですか!?」

「おや、そこのお嬢さんはよくお勉強していますね。その通り、これは立体魔法陣です」

　ウィエルが嬉しそうに答える。

　立体魔法陣という言葉に聞き覚えのないアルカが、魔法使いに聞いた。

「なあ、立体魔法陣って何？」

「……魔法というのは、魔法陣という緻密な式と文字、幾何学模様を組み込んだ媒体を展開して発動します。いわば人類の叡智です」

　自分の手の平に小さな魔法陣を展開して説明する。

　この小ささでも、目を凝らさないとわからないくらい細かい。魔法陣をまじまじと見たことはなかったが、こんなにも細かいものだとは思わなかった。

「立体魔法陣はこの平面の魔法陣に描かれた式や文字、幾何学模様を崩さず拡張し、球体の形にするんです。そうすることで、威力を数倍、数十倍にもすることができますが……欠点は、不可能ということです」

　魔法使いも魔法陣を球体にしようとするが、途中で砕け散ってしまい、宙に霧散した。

「魔法陣を一ミリ拡張するのに五年掛かると言われています。現存する最小の魔法陣でも、完全な立体魔法陣を作る前に寿命が尽きます。体すべてを覆うほどの立体魔法陣なんてありえません」

「ふふ、見識が狭いですね。世界は広いんですよ。……っと、話している暇はありませんね」

　ウィエルが手を魔族の集団に向けると、立体魔法陣が高速で回転しだした。

　本能的に恐怖を覚え、生き残った魔族たちがウィエルから逃げようと走り出す。

「逃がしませんよ……永久なる豪炎に焼かれ逝け――《ヘル・フレイム》」

　立体魔法陣が漆黒の光を放ち、黒炎の光線が直線状のすべてを飲み込んだ。

　魔族たちを焼き尽くし、廃墟を消し飛ばし、大地を深々と抉り……約一キロにわたって、すべてが溶解した。

　アルカと勇者一行、唖然である。

「ずいぶんと減りましたね……まあこんなものでしょう」

「ありがとう、ウィエル。さあ次はミオンちゃんだ」

「わ、私ですか!?」

　クロアの人外の戦闘力に、ウィエルの理外の魔法。

　あれを見せられた後にいったい何をしろと言うのか。

「私と旦那様が倒したのは、ミオンちゃんでは殺されてしまいそうな相手です。今残っているのは雑魚と、ミオンちゃんよりちょっと強い程度の魔族ですから」

「いやそうではなく」

「さあミオンちゃん。その強さを世界に知らしめる時ですよ」

「う……うぅ……」

　逃げることも断ることもできない空気。覚悟を決めるしかなかった。

　大丈夫だ、大丈夫。落ち着いて、今までやって来たことをちゃんとやれば間違いない。

　今までやって来たことを思い出すんだ。

　と、そこで気付いた。

「あの、私がやって来たことって、魔力を脚に集中させることだけなんですが……」

「はい。そうですね」

「……どう戦えと？」

　魔力をコントロールすることで、身体能力を強化できることはわかった。

　そのおかげで脚力は上がったし、体力も大幅に上がった。

　が、言ってしまえばそれだけだ。それ以外の何も知らない。

　ウィエルはキョトンとして、コロコロと鈴を転がしたような笑い声を出した。

「真っ直ぐ行って蹴っ飛ばせばいいですよ」

「はぁ……？　真っ直ぐ行って、蹴っ飛ばす……」

　言ってる意味がわからなかったが、やってみるしかない。ゆっくりと呼吸して……。

（よーい……どんっ！）

　駆け出した。

　刹那、十数メートルの距離を一歩で埋めたミオン。

　あまりの速さに魔族が目を見張っている。

　そんな魔族に向け、ミオンは思い切り蹴りを放つと――パンッ！

　破裂音が辺りに響き渡り、鮮血が飛び散った。

「……ぇ……？」

　顔面に向かって蹴りを放った。そこまではいい。

　しかし威力が強すぎたのか、それとも別の要因なのか。魔族の頭部が、木っ端微塵に爆散したのだ。

　蹴り飛ばすでも、吹き飛ばすでもない。

　文字通り、頭が爆発した。

　困惑している当人をよそに、クロアが感心したように顎を撫でた。

「ほう。兎人族の脚力に身体強化魔法を使うと、こんなにも威力が上がるのか」

「あの若さでこの破壊力。今後が楽しみですねぇ」

　まだまだ鍛える気満々の二人である。

　ミオンとしては、今でも十分すぎると思うが、今はそれどころじゃない。残りの魔王軍を殲滅するため、脚に力を込めた。

　縦横無尽に駆け巡ること十分弱。

　無事、近くにいる魔物や魔獣は倒し終えたが、精神的な疲労が尋常じゃない。

　クロアとウィエルの下に戻り、ミオンは深々と息を吐きだした。

「はぁ……終わりましたぁ」

「ご苦労さん」

「あ、ありがとうございます……っと、あれ……？」

　聴覚探知で隠れている魔物まで倒し終え、クロアたちの所に戻ったミオン。

　しかし気が抜けたのか、まともに立っていられず座り込んでしまった。

「ご、ごめんなさい。腰が抜けて……」

「気にすることはない。相手が魔物や魔獣とはいえ、初めて生き物を殺したんだろう？　そうなるのも仕方ないさ」

　クロアが励ましの言葉をかけるが、その言葉で思い知った。

　殺す覚悟はできたと思っていた。いや、思い込んでいた。

　覚悟を決め、生き物を殺す。

　言葉にするのは簡単で、実行するのは難しい。

　さっきまでは生き延びるためにがむしゃらにやっていた。

　だが終わってみれば、脚に生き物を殺した感覚が生々しく残っている。

「これは……キツイですね」

「だろう。他者を殺すということは、自分が生き残るということだ。殺す覚悟というのは、命の上に成り立つ。これは言葉ではなく、実感しないとわからない」

　クロアは諭すようにミオンの頭を撫でる。

　手の平から伝わる熱と優しさが、少しずつミオンの脚に残る違和感を和らげてくれた。

「前にも言ったが、殺す感覚には慣れないといけない。だが殺すことに慣れてしまえば、それは狂人と変わらない。よく考えることだ。考えることも修行だぞ」

「……はい。ありがとうございます」

　ミオンはお礼を言うと、ようやく足腰に力が戻って立ち上がった。

　そんなミオンを見て、「それにしても……」と苦笑いを浮かべた。

「がむしゃらもいいが、もう少し注意力も付けなきゃな」

「え？」

「後ろ」

　クロアに言われて振り返る。

　そこには、顔面に靴の足跡を付けられ鼻血を流して倒れているアルカがいた。

　どうやら今の連撃の流れ蹴りが当たったらしい。

　それでも死んでいないのは、勇者の自己再生力とクロアから受け継いだ耐久力の賜物だろう。

「ゆ、勇者様大丈夫!?」

「顔面へこんでますよ！」

「おい、しっかりしろ勇者！」

「……ぅ、ぅぅ……？」

　剣士、魔法使い、格闘家の三人が不安そうにアルカに寄り添う。

　だがすぐに目を覚ました。これも自己再生力のおかげだ。

「ご、ごめんなさい」

「気にすることはない。コントロールこそ、慣れの問題だ。すぐに慣れる」

「いやそっちではなく」

　アルカを蹴り飛ばしてしまったことへの謝罪だったのだが、ウィエルもニコニコしていて気にしていないみたいだ。昨日のことを考えたら、仕方ないのかもしれないけど。

　それにミオンとしても、内心アルカの行動一つで村が襲われなかったかもしれないと思っていたので、ちょっとスッキリした。たらればを言っても仕方ないが。

「それでクロア様。この後はドドレアルの所に？」

「いや、ここから動かない」

「え？」

「――あっちから来たからな」




「貴様らが我が敵か？」




　ゾクッ――！

　突如頭上から掛けられた声。クロアの視線の先を追って目を向けると、異形の生物がいた。

　下半身はサソリで四対の脚が軋むようにして動いており、毒針の先からは紫色の液体が垂れて瓦礫を溶かす。

　上半身は人の姿をしているが三対六本の腕を生やしていて、すべてに剣が握られている。

　四つの目がギョロりと動き、クロアたちを見下ろした。

　あまりの異形さに、クロアとウィエルを除く全員が身を竦める。

　異形の生物の問いに、クロアが答えた。

「ああ。俺らはお前の敵だ」

「情報によれば勇者一行は四人だったはずだが……まあ些細なこと。眼前に立ちはだかる者ならば、すべてこのドドレアルの敵である」

　ドドレアルが魔剣を構え、廃墟から飛び降りてきた。

　着地と同時に地面にヒビが入り、殺気が辺りに充満する。

　身の毛がよだつほどの悪魔的殺気。

　脳裏に恐怖の文字より先に、逃走の文字が過る。

　ミオンが過去に出会った敵の中で、何よりも凶悪だった。

　そう、敵の中では。

「ふむ。なるほど、強いな。俺も少し……本気を出す」

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォッッッ――！！！！

　クロアから迸る闘気がドドレアルの殺気を吹き飛ばし、飲み込み、圧を掛ける。

　ミオンやアルカたちは、クロアの背後に佇む修羅を幻視した。

　こんな化け物を目の前にしているドドレアルは、いったいクロアが何に見えているのだろうか。

「貴様……もしや勇者より強いな」

「だったら？」

「相手にとって不足なし」

　ドドレアルが高々と跳躍。

「魔剣・六りつ徳とく雨う刃じん」

　天高くから、無数の斬撃とともにクロアに襲い掛かって来た。

　速すぎて目で追いきれない上に、人間ではありえない六刀流。辛うじて二本を防げたとしても、残りの四本が相手を切り刻む。

　ならどうするか……簡単である。

「フンッ！」

　――それ以上に速く拳を振るえばいい。

　ドドレアルの剣撃を大きく上回る数の拳撃が放たれ、瞬く間にすべての剣を粉々に砕いた。

「…………は……？　わ……我の魔剣があああああああああああああ!?」

「魔剣とは言え物質……俺に壊せない物はない」

　剣の残骸を手に絶叫するドドレアル。

　顔からはオーバーに悲壮感が伝わってくるが、憤怒や絶望は感じられない。

　むしろオーバーすぎて、不自然なくらい絶叫している。

　何か言いようのない不安を感じ、ミオンはウィエルの後ろに隠れた。

「大切な剣だったんですかね……？」

「どうでしょう。魔族に大切とか繋がりとか、そんな概念はないと思いますが」

　魔族は基本縦社会だ。奪う、騙す、殺すの負の概念しかなく、物が壊れたくらいでこんなに取り乱すようなことはない。

　もちろん、ドドレアルは他の魔族と違い、物に愛着がある可能性はある。

　だがそうでない場合、この取り乱し方は何か別の意味があるということ。

　不審に思いドドレアルを注視していると――直後、ドドレアルの口元が三日月形に歪んだ。

「あなた！」

「ヒヒッ……死ね！」

「ッ……！」

　サソリの尾が大きく撓み、クロアの肩へと突き刺さった。

　人の拳ほどの針から、岩石すら溶かす毒がクロアへ注入される。

「ヒハハハハハ！　貴様程度、劣等種に本物の魔剣を使うわけねェだろォ！　最上大業物だか知らねェけど、百年以上前に劣等種の作った剣なんざ使い捨てだァ！」

　動かないクロアの両腕を二つの手で拘束し、残りの手に握られている剣の残骸をクロアの体へと突き立てた。

「この毒は、ほんのわずかに体に入っただけで即死させるものだ。だが貴様は危険だからなァ……ミンチになるまでぶっ刺すぜェ！」

　嵐のような連撃がクロアの体を襲う。

　さすがのウィエルも、クロアとドドレアルの距離が近すぎて魔法を打てない。

　ミオンは絶望の顔で膝から崩れ落ち、アルカたちも呆然とそれを見ていた。

　が、その違和感に気付いたのはドドレアルだった。

（何だ？　折れた剣とは言え、やけに感触が鈍い。魔族のパワーをもってすれば、そろそろ体がミンチになってもいいと思うが……ぁ……？）

　気付いた。気付いてしまった。

　――クロアの体が、まったくの無傷だということに。

「ぇ……？　ぁ……？」

「む、終わったか？　ずいぶんとくすぐったい攻撃だったな」

「え……な、何で生きて……？」

　すでに致死量の何十倍の毒を流し込んでいる。

　なのに、クロアは生きている。というか言葉すら発している。

　意味がわからなかった。今起こっている現状に脳がついていかない。何が何やら。

「悪いが、鍛え方が違うんだ。毒なんて俺に効かないし、俺が本気で固めた筋肉にただの金属で傷を付けられると思うなよ」

　クロアは拘束されていた腕を振りほどき、肩に突き刺さっている尾を掴むと――無造作に握り潰した。

「ヒギッ!?」

「思ったより柔らかいな。キチン質が足らんぞ」

（（（そういう問題じゃないような）））

　図らずも、この場にいる全員の気持ちが一致した。

　ドドレアルは超高速で後退すると、息も絶え絶えに剣の残骸を捨ててクロアを睨んだ。

「ゼェッ、ハァッ……！　何なのだ……何なのだ貴様は！　本当にッ、本当に人間か!?」

「失礼な。どこをどう見ても人間だろう」

「どこがだァ！」

　こればっかりはミオンもアルカも同意せざるを得ない。

　今の攻防は、人外と人間のものじゃない。人外と人外によるものだ。

「配下のほとんどを殺され、勇者でもないたかが劣等種一匹にここまでコケにされるとは……！」

「別にコケにした覚えはない」

「黙れぼべっ!?」

　クロアの鋭く、重い拳がドドレアルの顔面を打ち抜く。

　巨体が飛び、瓦礫を吹き飛ばしても止まらない。

　数十メートルほど飛んで、ようやく勢いが止まった。

「ぅ……ぐっ……ぐぞっ……！」

「ほう、俺の必殺・五割パンチを食らっても生きてるとは……さすが、魔王軍四天王の一角。なら、もう少し威力を……ん？」

　クロアの足が止まった。

　ドドレアルの放つ殺気を煮詰めたような圧が、粘度を帯びてまとわりついてくる。

　闘気や殺気の大きさは、闘争心に比例する。

　この圧の重みと厚み……間違いなく、諦めていない。

「貴様は殺す……殺す、殺す、殺し尽くす！」

　痛みに耐えて立ち上がったドドレアルは、六つの手を空へかざした。

「冥界より現出せよ、悪魔の鍛えし六極の魔剣――《天を滅する悪魔の業デモンズ・カルマ》！」

　直後、ドドレアルの上空に六つの魔法陣が展開。

　それらが漆黒の雷を放ちながら回転すると、中心から禍まが々まがしい刀身が姿を現した。

　それぞれ形が違う。刀身は脈打ち、柄にはそれぞれ【天】【人】【修】【畜】【餓】【地】の文字が刻まれている。

　さっきまでの人間が作り出した最上大業物とは訳が違う。

　正真正銘、本物の魔剣だ。

「ヒハッ！　ヒハハハハッ！　この魔剣が出たからにはもう終わりだ！　天道、人間道、修羅道、畜生道、餓鬼道、地獄道の力を凝縮した六つの魔剣！　触れたら最後、即死だァ！」

「それ毒の時も聞いた」

「うるッッッせェ！」

　ドドレアルが魔剣をクロスして構える。

　すると、筋肉が膨れ上がり周囲の景色が歪んだ。

「修羅道――《憤怒の相》！」

　次の瞬間、【修】の文字が刻まれた魔剣がどす黒く光り、ドドレアルの体にまとわりつく。

「くくくッ……修羅道は怒りと憎しみが圧縮された剣。我の怒りと憎しみが増すほど、我の身体能力は強化される」

「へぇ」

「そして、畜生道――《魔獣顕現》！」

　次は【畜】の文字が刻まれている魔剣が光り、ドドレアルの周囲から禍々しい生物が無数に姿を現す。

　鳥型、獣型、虫型。見たことのある形はしているが、魔物とも魔獣とも違う。すべてこの世には存在しない生物だ。

　心の底から嫌悪感が込み上がってくる。

「キヘヘヘヘ！　異界より呼び寄せた畜生共だ！　こいつらの好物は人間の生きた肉！　特に女の肉には群がるぜェ！」

　ドドレアルの目がウィエルやミオン、勇者一行に向けられる。

　ウィエルも珍しく嫌悪感を抱いたのか、顔をしかめて後退りした。

「うぃ、ウィエル様にも苦手なものってあるんですね。意外です」

「苦手ではありません。視界に入れたくないだけです」

「それを苦手と言うのでは」

「というわけで弟子ちゃん。ここの手柄はあなたに譲ります」

「ちょっ、ずる！　私肉弾戦しかできないんですから、ウィエル様の魔法でちょちょいとやっちゃってくださいよ！」

　クロアの背後で、二人がなぜか譲り合っている。

　前向きに考えれば余裕があるということだが、ちょっとは緊張感を持ってほしいところ。

「ウィエル、害獣は頼んだぞ」

「ええ……わかりましたよぅ」

　またも珍しいしょんぼりウィエルが、人差し指に小さな魔法陣を展開する。数も十や二十じゃない。数えきれないほど無数に。

　そんな魔法陣を見て、ドドレアルは嘲笑した。

「そんな小さな魔法で何をするつもりだ？　え？　よもや魔法の原則を知らぬわけではあるまい」

　ドドレアルの言う通りだ。

　原則として、魔法の威力は魔法陣の大きさに比例する。

　原理としては、魔法陣が大きければそれだけ多くの式や文字、幾何学模様を組み込めるから。つまり小さい魔法陣には、それなりの物しか組み込めない。

　普通なら。

「確かに、原則はそうですね。……あくまで、原則ですが」

　ウィエルが人差し指を害獣へと向ける。

　小さい……本当に小さい魔法陣だ。ドドレアルの視力でも正確に把握できない。

　しかしよく見ると、その中には無数の何かが刻まれている。

　そしてこの魔法陣、見たことがある。

（あれは……まさか――）

「魔法の深淵を知りなさい――《ライトニング・レイ》」

　刹那、ウィエルの指から放たれた紫電の光線が、数秒に満たないうちに数百もの害獣を撃ち抜いた。

　紫電によって丸焦げになる害獣。

　やがて炭になり、風に吹かれて砕け散った。

「……は？　え……え？」

「ら、ライトニング……レイ……？　まさか、そんな……」

　ドドレアルと魔法使いが愕然としている。

《ライトニング・レイ》

　雷属性の魔法の中で、最強最速の魔法。

　本来ならクロアの体ほどの巨大な魔法陣で構成され、必要な魔力量も膨大だ。それこそ、勇者一行の魔法使いが一度放つと、即魔力切れを起こし、気絶するほどに。

　しかしウィエルはそれを指先サイズで、かつ無数に展開した。

　それらを同時に放ってもピンピンして、疲れた様子はない。

　魔法に精通するドドレアルと魔法使いからしたら、異様な光景だった。

「いかに異界の生物と言えど、光より速くは動けないでしょう。あーやだやだ。私の魔法が不快害獣で汚されました」

　うぇっ、と舌を出して不快感を露わにしたウィエル。

　クロアが一人で相手をしてもよかったが、時間がかかりすぎる。適材適所というやつだ。

　これもアルカたちへの手本見せなのだが、はたして気付いているだろうか。

「こ、の……俺の可愛い畜生共をォ……！　許さんぞ貴様ァ！」

　怒りによって、修羅道の効果がさらに上がった。

　ドドレアルから感じられる圧が凄まじい。修羅道の効果だろうか。戦闘力も倍増しているように見える。

　クロアもさすがに危険を感じたのか、ドドレアルへと歩いていった。

「おい、これ以上殺気を流すな。自然に悪影響を及ぼす」

「知ったことかァ！　止めたければ、貴様の力で止めること――」

「そうさせてもらう」

「だ――ァ？」

　ドドレアルの目が見開かれる。

　今まで対峙していたクロアが、どこにもいない。

　瞬きをしていたわけではない。ないのだが、文字通り姿を消した。

　気配は感じる。声も聞こえる。だが姿だけが見えない。

「後ろだ」

「ッ!?」

「フッ――！」

　気合い一閃。

　魔族の肉眼でも捉えきれないスピードで背後を取っていたクロアが、手刀でドドレアルの六本の腕を斬り飛ばした。

　目を見張る勇者一行。だがアルカには馴染みがある。

　あれは、クロアが木こりとして巨木を切り倒す時に使っている手刀だ。

　青い鮮血と共に、六本の腕と魔剣が宙を舞う。

「ヒッ……!?」

「喚くな、鬱陶しい」

「へぶっ！」

　ドドレアルの頭を掴み、地面へと叩き付ける。

　その衝撃で、大地に巨大な亀裂が走った。

「あ……ぁがっ……!?」

「掠ったら即死の魔剣も、掠らなかったら意味ないな」

　その通りである。

　だがそんなことができるのは、クロア以外いないだろう。

　クロアはドドレアルの頭を押さえつけたまま、アルカに目を向けた。

「アルカ、見ていたか？」

「……ぇ。あ、はいっ」

「魔王軍四天王はどれも強敵だ。しかも、必ず配下を引き連れている。お前はそれらをすべて倒し、魔王を討伐するんだ。今の俺とお前の強さのレベルをしっかりと認識し、鍛錬を積め」

「わ、わかりました……！」

　直立不動で頭を必死に振る。

　クロアの言う通りだ。今は最強の父と母がいるが、この旅に両親は付いてこない。両親同伴の勇者とか、恥ずかしいにも程がある。

　なら強くなる他ない。強くなって他の四天王を倒す。そして魔王を倒し、魔王軍を壊滅させる。

　明確な指標ができ、アルカは力強く頷いた。

　男の顔になったアルカを見て、クロアはドドレアルの瞳を覗いた。

　いや、瞳じゃない。瞳の先にいる何かを見ている。

「おい、聞いているか？　聞いているだろう？　……俺の息子が、近々お前を殺しに行く。せいぜい怯えて眠れ――魔王」
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　メキュッ――！

　クロアの握力によりドドレアルの頭部は爆散。

　魔王軍四天王、魔剣帝ドドレアルは、理不尽な超暴力の前に為す術なく息絶えた。

　気付けば朝日が高く昇っている。

　ドドレアルの配下の気配はない。トップが死んだことで、残党たちはガーラの街を捨てて逃げたようだ。

　つまり、事実上ガーラを奪還したことになる。

　まあ、クロアとウィエルが暴れたせいで、街はぐしゃぐしゃになってしまったが。

　ミオンは初めての戦闘を終え、気を抜くように息を吐いた。

「はぁ～、終わりましたね～」

「ええ。お疲れ様でした、ミオンちゃん。ですが魔力コントロールがおざなりです。兎人族の脚力に任せっきりで集中が途切れていましたし、スピード重視の身体強化魔法だから防御力はペラペラ。初めての戦闘なのは仕方ありませんが視界が狭すぎます。せっかくいい耳を持っているのですから、耳に身体強化魔法を掛けるとさらに聞けない音を聞けて時間短縮に繋がるでしょう」

「うぃ、ウィエル様っ、お顔怖い。いつもの笑顔なのにお顔怖いです……！」

「まだまだ言い足りません。プラスして……」

「ひいぃっ……!?」

　ペラペラペラペラペラペラペラペラ。

　戦闘後の講評が湯水のように溢れ出て、ミオンの頭から湯気が立ち上る。

　助けを求めるようにクロアに視線を向けるが、クロアもこの状態のウィエルに関わりたくないのか、そっと視線を逸らされた。

（しょんな!?）

（がんばれ）

（南無三！）

　クロアは二人から離れるように、落ちている魔剣を拾う。

　と、魔剣の中の意思のようなものがクロアに流れ込んできた。

『おぉっ！　これは素晴らしき肉体……！　これほどの肉体、千年は見たことがないぞ！』

『何!?　おい人間、俺も拾え！』

『俺様が貴様を世界の覇者にしてやる！』

『私が先よ！』

『おい、早く拾え！』

『この俺が先だ！』

　どうやら、魔剣にはそれぞれ独立した意思があるようだ。

　だが意識は共有されているのか、一本を手にしたらそれぞれの意思が頭の中に流れ込んでくる。

　今も【天】の文字が刻まれた天道が、クロアの体を乗っ取ろうとしている……が。

「うるさいな……邪魔だし壊すか」

『え？　あ』

　バキィッ――！

『『『『『あ』』』』』

　天道の刀身に無造作に拳を叩き込むと、粉々に砕け散った。

　破壊された天道は、その後一切言葉を喋ることなく崩れ、最後には風に乗って消えていった。

「次は地獄道だ」

『ま、待て！　お前、世界の覇者になりたくないのか!?　俺らのうち一本でも持っていたら、この世のすべてを制することができ――』

　メキィッ――！

「ドドレアルは六本持っててあの程度の強さだったんだろう？　ならお前らの力も底が知れてる」

『それは貴様の力が異様に強かったからで――』

　バキィッ、メキィッ、ボキィッ――！

　持つのも面倒になったのか、ありんこを踏み潰す子供みたいに一本ずつ壊していく。

　最後に残った修羅道に足を乗せると、恐怖の念が伝わってきた。

『ま、待て……待ってくれ！　この俺は絶対にお前を満足させる！　俺の力、見ただろうっ？　お前の力と俺の力があれば、絶対世界を取れる！　この世のすべてがお前のものになるんだ！　金も女も名誉も栄光も思いのままなんだぞ!?　悪いことは言わない、俺と手を組もう！』

「で？」

『……え？』

「それで？」

『え、と……？』

　クロアの真意がわからず、困惑する修羅道。

　今までは触れていれば相手の心の中が伝わってきた。

　殺したい。奪いたい。犯したい。すべてを手に入れたい……大小はあるが、人間にはそういった欲求がある。

　なのに、この男からは何も伝わってこない。

　今までにないことに、修羅道は唖然としてしまった。

「力を手に入れ、金も女も名誉も栄光も思いのまま……で、その先は？」

『そ、その先……？』

「手に入れてどうする。死ねば終わりだ。で？　それを手に入れたあと俺のメリットは？」

『…………』

　意味がわからなかった。

　普通、この世のすべてが手に入ると知ったら、それ以上のメリットを求めない。

　死んだら終わり？　死ぬまでその生活を楽しめばいいだろう。それがこの上ない欲望だろう。

　愕然として、言葉が出ない。

「……提示出来ないのなら、これ以上の問答は無意味だな」

『ま、待っ……！』

　メキッ――！

　クロアが脚に力を込めると、修羅道も他の五本と同じように砕け散った。

「すべてなんていらない。……家族を守れる力があれば、それ以外」

　魔剣を処理し終えると、様子を窺っていたアルカがクロアへ近付いた。

「父さん、聞きたい」

「なんだ？」

「……俺、強くなれるかな」

　今の戦闘を見て、より不安になった。

　明らかに自分とクロアとじゃ、元の才能や潜在能力に差がありすぎる。

　勇者の力を極めたところで、クロアを超える未来が見えない。途方もなくデカすぎる。

　こんなこと、クロアに聞くのは違うと思う。

　でも聞かずにいられなかった。

　クロアなら答えてくれると思い聞いたが……。

「いや、知らんけど」

「ですよね」

　即答だった。

　そりゃそうだ。強くなるかどうかなんて、他人が決めることじゃない。

　確かにクロアの血が流れているとは言え、修行しなければなんの意味もない。

　クロアはそっとため息をつき、アルカの脳天に拳を落とした。

「ひぎっ!?　な、何すんだよ！」

「思うこと、願うことは誰にでもできる。金持ちになりたい。商人になりたい。強くなりたい。で、どうする？」

「ど、どうする……？」

「三年前のお前は強さに対して微塵も興味はなかった。だが今は違う。勇者の力を覚醒させ、振るい、強さに対して憧れが強くなったはずだ」

　図星だった。クロアの言う通り、強さに酔いしれていた部分は大きい。

　それでもクロアにはぼろくそにぶちのめされたが。

「お前は強くなりたいと思っている。願っている。で、どうする？」

　そこまで言われ、アルカは目を見張った。

　そうだ。自分は今、思っている。願っている。

　言ってしまえば、『それだけ』だ。

　それを実現するには、一つしかない。

「……行動する」

「そうだ。世の中思う、願うだけの奴はいくらでもいる。そこから行動を起こせた者が、世界を変える」

「……わかった」

　その通りすぎる。願うだけで強くなるのは、おとぎ話の世界だ。

　現実は甘くない。今を受け入れ、前へ進むこと。それしかないんだ。

　と、そこでもう一つの疑問が浮かんだ。

「父さん、もう一ついいか？」

「ん？」

「そんなに強いのに、どうして魔王軍と戦わないんだ？　魔王も、父さんの力があれば弱体化ぐらい……」

　アルカも、クロアが本気で拳を握った姿を見たことがない。

　だけどクロアが本気を出せば……そう考えてしまう。

　クロアがどう答えるか。黙っているクロアを見つめる。

「……できなかった」

「……え？」

「昔な……行ったさ。でもできなかった。魔王フラッドは強いとか弱いとかの次元にいない」

「と、父さんでも勝てなかったの……!?」

「はは、俺も万能じゃないからな。できないこともある」

　信じられない。いくら魔王が最悪の化け物だとしても、クロアが勝てないなんて。

　クロアの言うことが本当なら、魔王はクロアよりも強いということ。

　そんなの、どうやったって勝てるとは思えない。

「あいつには生半可な物理攻撃と魔法攻撃は一切効かない」

「父さんの攻撃でも通らないの？」

「馬鹿を言うな。俺の攻撃が通らない物質はない」

「じゃあどうして……」

「再生力が化け物でな。殴っても瞬きより早く回復してしまうんだ」

　硬い上に再生力も高い。なるほど、魔王と呼ばれるだけある。

　だがクロアの強さをよくわかっているアルカとしては、どうしても信じられなかった。

　あの手刀、あの蹴り、あの拳。

　それらが通用しない生物がこの世にいる。

　体の奥底が冷たくなり、震えが起きる。

　いくら勇者の力を持っていても、本当にそんなものに勝てるのだろうか。

　不安が不安を呼び、絶望に押し潰されそうになると。




「で、なんとか一回ぶっ殺した」

「え」

「だが復活した」

「え」




　クロアがとんでもないことを暴露した。

　情報が多くて追いつかない。

　硬すぎて再生力が高い魔王を殺したと。そして復活したと。

　クロアの強さもだが、魔王も規格外すぎる。

「そんな魔王の防御力や再生力をまったくの無にして、唯一殺せる絶対の力。それが……」

「勇者の力……？」

「伝承ではな」

　アルカの呟きに、クロアは頷く。

　なるほど、それなら確かに合点が行く。

　クロアほどの力と正義感があって、魔王の下に行かないとは考えられない。

　経験者は語るというが、有益な情報が手に入った。

　だから魔王は、勇者の力を持つアルカを弱体化させようとしたんだ。自分に対する唯一の脅威を取り除くために。

「では、俺たちは行く。精進するんだぞ」

「待ってくれ、父さん。最後に聞きたい」

　去ろうとするクロアを呼び止めると、クロアはわずかに振り向いた。

「何だ？」

「えっと……どうして父さんは、それほどの強さを求めたんだ？　家族を守るためとは言っても、限度があるような気がする」

　守るために強くなる。クロアらしい理由だ。

　でもそれだけでここまで自分を追い込めるなんて、どうしても違和感があった。

「……これ、ウィエルには言うなよ」

「え？　あ、ああ……」

　珍しい。ウィエルには言えないことをアルカに言うとは。

　クロアは、いまだにミオンの戦闘について講評しているウィエルをチラ見すると、恥ずかしそうに頭を搔いた。

「ウィエルと仲良くなりたかったから、な」

　…………。

「は？　それだけ？」

「それだけとはなんだ。欲望は人間を突き動かす最大の原動力だぞ」

　想像を超えて下世話な話だった。

　まさか、こんな所で両親の馴れ初めを聞かされるとは。

「欲望は飲まれたらおしまいだ。それはお前が一番よくわかってるだろう」

「う……はい」

　それはもう嫌というほど。

　この先同じようなことがあったとしても、クロアの折檻を思い出せば乗り越えていける。恐怖心ではあるが。

「だが欲望を飼い慣らせば、それは何にも負けないエネルギーになる。欲望に屈するな。従えろ」

「……わかった、ありがとう」

「ではな」

　クロアは最後にアルカの頭を優しく撫でると、ウィエルとミオンの下に向かっていった。

　ダメ出しを受けすぎたミオンが、クロアの登場に咽び泣いたのは言うまでもない。




◆アプー・ガルド邸◆




「ふむ、なるほど。奴隷商のアジトから、首輪が多数押収されたか」

「はい。その他にも、横の繋がりのある商会の名簿も」

　調査中の騎士の報告書に目を落とすガルド。

　想像以上の規模だ。まだまだ全容が掴めそうにない。

「奴隷の首輪の仕入先は？」

「それが、まだ……」

「急げ。この事案は一刻を要する」

「ハッ！」

　騎士は敬礼すると、急いで執務室を出て行った。

　ここ最近ろくに眠れていないのか、ガルドの目の下にはクマができている。

　背もたれに体を預け、眼鏡を外す。

　よほど疲れているみたいで、柄にもなく嘆息した。

「貴族の方は陛下にお任せするとして、まだやることはあるか……休んでもいられないが、少し仮眠を……ん？」

　何やら扉の向こう側が騒がしい。

　騎士やメイドたちが誰かを制止しているみたいだ。

（まさか敵襲!?　奴隷商関係者の報復か!?）

　ガルドは立ち上がり、壁に立て掛けていた剣を手にする。

　ガルドも昔は無茶をしていた。今でも腕が錆びない程度に鍛錬は続けている。賊程度に後れを取ることはない。

　剣を構えて賊が来るのを待つ。

　直後、轟音と共に扉が大きく開いた。

「ガルド卿、失礼しまーーーーす！」

「うるさっ」

　ノックも何もなく入ってきたのは、一人の女性だった。

　目を見張る美しさ。

　金髪というより黄色い髪色のショートパーマ。

　元気いっぱいといった感じの目。

　まるで少女がそのまま大きくなった印象を受ける体つき。

　一瞬誰だかわからなかったが、すぐに記憶の底から名前が浮かび上がってきた。

「げっ、レミィ……！」

「久々の再会でげっとは失礼ですね！」

　言いたくもなる。過去の暴れっぷりを考えれば。

「お前が俺の屋敷を半壊させたこと、まだ根に持ってるからな。というか当時の借金を早く返せ」

「ちっちゃい男は嫌われますよ！」

「額がちっちゃくないから言ってんだよ！」

　調度品を壊したとか、美術品を燃やされたとかならまだ許す。だが家を半壊されて許すほどお人好しではない。

「それよりガルド卿！」

「俺の屋敷の話をそれよりって……まあいい。なんだ？」

　レミィは顔を輝かせ、満面の笑みでガルドに詰め寄る。

「ここにクロアのアニキが来たって聞いたんですけど、今どこにいます!?」




◆魔王城・魔王の間◆




『おい、聞いているか？　聞いているだろう？　……俺の息子が、近々お前を殺しに行く。せいぜい怯えて眠れ――魔王』

　メキュッ――！

　遠隔水晶の映像が途切れ、さっきまでそこに映っていたクロアの顔が消えた。

　玉座に座る魔王――フラッドは水晶から目を離すと、そっと息を吐いた。

　座っていてもクロアを超えるほどデカい。

　側頭部には禍々しい角が生えているが、片方の角が折られている。

　厳ついが若々しい見た目。だが顔面には斜めに深い傷が付いている。

　フラッドは目の前に跪く三人の異形の生物に目を向けると、今まで閉じていた口を開いた。

「見た通りの強さだ……どう思う？　みなの言葉を聞きたい」

　低く重い声が魔王の間に響く。ただ言葉を発しただけで、空気が震えるほどの圧が広がった。

　そんな中、一人の生物が顔を上げる。

　ベースは人型だが、まるで墨を被ったかのように漆黒の体。性別は不明。

　背中から翼が生え、その翼には無数の目が蠢いている。

　魔眼皇バルバである。

「恐れながら、このバルバが申し上げます」

「許そう」




「あれ、人間ですか？」

「知らね」




（（（ですよね）））

　あんな戦闘を見せられて、どうしても人間として見れない。

　かといって亜人とも違う。魔族の気配も感じられない。

　じゃあなんなのか。それは誰にもわからない。

　と、次に別の生物が手を上げた。

　触手の塊のような体だが、人間のような腕と脚が付いている。

　一つだけある赤い目がギョロりと動き、触手が波打つ。

　魔触王ゴードンだ。

「魔王様、もしやあの男……」

「うむ。過去に唯一、我が敗れた人間だ」

　フラッドの言葉に、四天王の三体は戦慄する。

　ドドレアルを含めたこの四体は、前四天王との入れ替わりの決闘に勝ち、ここ十年で四天王の座に就いた新参者だ。

　魔王フラッドがただの人間に負けたという噂は聞いていたが、それが勇者の肉親だとは。

「勇者弱体のために送り込んだリリスも、あの化け物たちによって殺された。もう同じ手は使えんが……どうやらあの化け物は勇者の旅には同行しないようだ」

「なら、今すぐ勇者の息の根を止めねば！」

　最後の一体が立ち上がり、拳を握る。

　オーガの進化系であるアーク・オーガ。その中でも特異な突然変異種、ジェネラルオーガ。

　魔将軍レガンドだ。

「いや、奴が人間の住む区域にいる時に進軍すれば、あの化け物が間違いなく黙ってはいないだろう。勇者が、我らの統治する区域に来た時に潰すのだ。よいな？」

「「「ハッ！」」」

　バルバ、ゴードン、レガンドは再び頭を垂れ、魔王の間を出ていった。

　三体を見送ったフラッドは深く息を吐き、力を抜く。

「……魔王辞めたい」

　小さな呟きは、誰にも聞こえることなく宙に溶けて消えた。
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◆アルバート王国・王城◆




「そうか。やはりリリックは魔族だったのだな」

　クロア、ウィエル、ミオンの三人は先に王城に戻り、ことの顛てん末まつを説明した。

　アーシュタルはここ数日でずいぶんと老け込んだように見える。相当心労が溜まっているんだろう。

　ちなみに南方本部の方は、アルカたちに丸投げして来た。

　もともと名誉や栄光のためにやったことではないし、持ち上げられても面倒なだけだから。

「やはりということは、察していらしたんですね」

「察したというより、あれから熟考してな。勇者の弱体化を狙うのは魔王以外ありえぬと思ったのだ」

　確かにその通りだ。人間の中で勇者の足を引っ張ろうと考える者がいたら、それは人類に対する謀反と言っていい。

　ゼロではないが、そう考えるより魔王の手下と考える方が現実的だ。

「だが問題は、まだこの城に魔王の手先がいる可能性があることだ。今は全員自室謹慎にして騎士が見張っている。ウィエル、すまないが確認を頼めるか？」

「はい。ですが心配はいらないかと」

「……なぜだ？」

「リリック……リリスの魔法の腕はピカイチです。ですがすでに自分自身に完璧な偽装魔法を施し、さらにアルカを陥れるために周囲へ催眠魔法まで使っていました。その上で他の魔族に同じクオリティの偽装魔法を使うキャパシティは残っていないはずです。それにリリスも死んだことですし、もし他に魔族が入り込んでいたなら魔法は解けているはずですので」

　ウィエルの言葉に、アーシュタルは黙考する。

　魔法に関してはアーシュタルも素人同然だ。知識だけは持っているが、所詮知識に過ぎない。

　それにウィエルは、アーシュタルが最も信頼する者の一人。こんなことで嘘はつかないだろう。

「……わかった。だが確認だけ頼む。念のためだ」

「お任せください」

　ウィエルは傍にいたメイドと騎士と共に、謁見の間を出ていく。

「ミオンちゃんもついて行くといい。ウィエルの魔法の腕をしっかりと見てくるんだ」

「わかりました、クロア様。それでは陛下、失礼致します」

　ミオンも急いで後について行くと、謁見の間にはクロアとアーシュタルだけが残された。

　気を張っていたアーシュタルは、深くため息をついて頭を抱える。

「お疲れですね」

「ああ。まともに寝ていなくてな……」

「心中お察しします」

　リリスの魔法は、並の人間では看破できない。

　そもそも魔法に対しての対抗手段は魔法のみだ。……一部、クロアという例外を除いて。

　だからアーシュタルが見抜けなかったのも仕方ないのだが、本人は納得していないみたいだ。

「やはり歳には勝てん。そろそろ進退を考えるべきかもしれんな」

「滅多なことをおっしゃらないでください。この国をここまで発展させてきたのは、陛下ではないですか。陛下にはまだまだ民を導いて頂かねば」

「はは。元気なうちに次の王を育てるのも、現国王たる私の役目よ」

　どうやら本当に引退を考えているみたいだ。目を見ればわかる。

　なら、これ以上何かを言うのは野暮というものだ。

「では、次期国王は……」

「うむ。順当に行けばコルトだな。奴は第一王子。騎士団長も務めていて人望が厚い」

　コルト・メザイア。メザイア家の長男で、第一王子。文字通り王位継承権第一位だ。

「ですが、コルト様は……」

「アルカ殿の件で不安が残るか？」

　アーシュタルの言葉に、クロアはゆっくり頷く。

　アルカの訓練は騎士団に一任されている。そのトップということは、アルカに少なからず関わりがあるということ。

　訓練の内容は聞いていないが、今のアルカの弱さは騎士団長も関わっていると思っていい。

「不安も尤もだが、心配はない。訓練の担当は副騎士団長のベレッタだ。コルトは魔王軍と対抗するために、騎士団全体の管理をしている。アルカ殿一人の相手をしている時間はないのだ」

「なるほど。……ところでベレッタという名前からして、もしや……」

「うむ。……女性だ」

　クロアは深くため息をつき、天を仰いだ。




　一週間後。騎士団訓練所にて。

　アルカはミノムシにされて天井から吊るされていた。

　それを下から睨みつける、副騎士団長ベレッタ率いる女騎士。それとウィエルによって疑いの晴れた侍女たち。

　さらに王都の女性や、近隣の村娘や町娘もいる。

　いったいどれほどの規模になるのやら。

　それを遠くから見ているクロア、ウィエル、ミオン。

　クロアとウィエルは呆れた顔だが、ミオンは怯えてクロアの後ろに隠れている。

「す、すごい数ですね……」

「冷静に考えると三年間……千日って相当長いからな。むしろ少ない方だろう」

「把握した人は私の魔法で連れてきましたが、もっといそうですよね」

　頭が痛くなってきた。

　一人一発のビンタで終われば御の字。まあ絶対終わらないと思うが。

　アルカを睨みつける集団の中から、一人の女の子が前に出る。

　アルカの幼馴染みで許嫁のサーヤだ。

「アルカ」

「さ、サーヤ……俺……へぶっ！」

　無言のフルスイングビンタ。

　さらに一発。また一発。

　数十発のビンタを、無言でただひたすらに見舞う。

「フゥッ、フゥッ！　……疲れたからまたあとでビンタに来るわ。他の皆さんから、たーーーーーーーーーーーーっっっくさん、お灸を据えてもらうことね。ふんっ」

「ぁ……ぁぇ……」

　サーヤが後ろに下がると、別の人が前に出てビンタを食らわす。

　数百人の女性からの、怒りに満ちた無数のビンタ。しかも一回ではなく、ほとんど全員並び直している。

　優しく言って、絶望的だ。

「アルカさん、死んじゃうんじゃないですか？」

「死にはしないだろう。勇者の力で自己再生するだろうから。ただまあ、死んだ方がマシってほど地獄だろうな」

　クロアの言う通り、目の前には地獄が広がっている。

　女騎士に至っては、素手ではなく篭手を嵌めた状態でビンタしている。しかも鍛えているから、エグい攻撃力だ。

「ふふ、いいではないですか。アルカにはいい薬です。それに、自己再生力が上がるのでは？　これを乗り越えたら、耐久力も上がるでしょう」

「まあな。訓練というのはこういうものだ」

「お二人とも、笑顔が怖いです」

　とりあえず、アルカはそのまま放置するとして。

　クロアたちはアーシュタルと共にアルバート王国騎士団総本部へと向かっていた。

「今日はコルトが地方の査察から戻ってきたタイミングでな。ぜひとも会ってほしい」

「懐かしいですね。最初にお会いしたのはコルト様が五歳の頃でしたか」

「もうそんなに昔か。私も歳を取るわけだ」

「今でも負けたら泣きわめいたりするのですか？」

「ははは！　さすがにそこまで子供ではないぞ。あれでもアルバート王国最強の騎士だからな」

「ほう、最強の騎士」

　クロアの目の色が変わった。

　クロア自身は最強の称号に拘ったことはない。だけど腕に覚えのある『男』として、王国最強の騎士と聞いたら血が騒ぐ。

「あなた、今日はお話を聞くだけですよ」

「うっ……わ、わかってる」

「本当ですか？　相手はもう大人で、さらに一国の王子ですよ。アルバート王国の王位継承権第一位ですよ。何かあったら打首獄門だけじゃ済みませんからね？　いいですね？」

「……はい……」

　つらつらとウィエルにたしなめられているクロア。

　珍しい光景を見て、ミオンとアーシュタルは笑みを浮かべた。

「それにしても、クロア様とウィエル様ってそんなに昔から王族と交流があるんですね」

「ああ。もう二十年くらいになる」

「ということは、コルト様は二十五歳……？」

「そういうことになる」

　クロアは何の気なしに頷いているが、その言葉にミオンは固まった。

　二十五歳という若さでアルバート王国最強の騎士。どれほどの才能と、どれほどの努力を重ねてきたのだろうか。

　城内を歩いて行くと、四人は王城から離れた場所にある神殿のような建物へやって来た。

　ここはアルバート王国騎士団一番隊の隊舎でもあり、騎士団の総本部でもある。

　隊舎の前で走り込みを行っていた騎士の一人が、アーシュタルの姿に気付いて敬礼した。

　胸当てに刻まれた鷹と一つ星の紋章が銀色に輝いている。これは、一番隊副隊長の証だ。

「こ、国王陛下！」

「あー、よいよい。楽にしてくれ。それよりコルトはいるかな？」

「は、はいっ。団長は現在執務室に……ご案内致します」

「頼む」

　騎士に連れられ、隊舎の中を歩く。

　中は綺麗に保たれていて、傷一つなく、ゴミも落ちていない。

　見かける騎士たちも、どこか気品があり神聖なオーラを纏っているように見える。

　と、その時。

「整列！　アーシュタル国王陛下に、敬礼ッ！」

　一番隊副隊長の号令により、騎士たちが廊下に並んで敬礼する。

　さすが訓練された軍団なだけあり、一糸乱れぬ隊列だ。

　彼らを横目に、廊下の奥へと進む。

　まったく乱れない姿に、ミオンは少し怖くなってウィエルの腕に抱きついた。

「あらあら。怖がらなくても大丈夫ですよ。皆さん、とても優秀な騎士ですから」

「は、はい……」

　わかってはいるが、武装した軍団というものにちょっと……いや、だいぶ抵抗がある。トラウマというものなのだろうか。

　入り組んだ廊下を歩いていく。すると、廊下の最奥に木製の扉が現れた。

「団長、国王陛下がお目見えです」

「……何、陛下が？　お通ししろ」

「ハッ。失礼いたします」

　副隊長が扉を開け、アーシュタルを先頭に執務室に入る。

　書架には大量の本や書類が収められ、反対側の壁には巨大な王国地図が掛けられている。

　そんな部屋の奥にいた一人の男。

　金髪の美丈夫で背が高く、キリッとした目元。

　一見戦闘なんて縁のなさそうな、優しい空気をまとっている。圧というものを一切感じない。

　胸元には、鷹と一つ星の紋章が金色に輝いている。

　銀色は副隊長。そして金色に光るそれは、隊長の証。

　さらに外から風が入り込み靡くマントにも、同じく鷹と一つ星の刺繍が編まれている。アルバート王国騎士団団長に受け継がれるものだ。

　コルト・メザイア。アルバート王国第一王子だ。

　コルトは跪き、アーシュタルに頭を垂れた。

「陛下、御足労いただき、ありがとうございます。本来なら私から伺わなければならなかった所を……」

「よい。面を上げよ」

「ハッ、失礼いたします」

　立ち上がり、改めてアーシュタルを見て……違和感に気付いた。

　アーシュタルの後ろに、壁がいる。いや、ある？　どちらでもいい。だがそこには壁なんてなかったはずだ。

　ゆっくり顔を上げると――。

「にっ、にっ、にににににっ、兄ちゃん!?」

　さっきまでのキリッとした顔付きが、クロアを見て満面の笑みになった。

　まるで久々に会った飼い主を見て尻尾を振るわんこみたいだ。

　昔と変わらない姿に、クロアとウィエルは笑みを零した。

「よっ、コルト。……じゃないな。お久しぶりです、コルト様」

「コルト様、お元気そうで」

「や、止めてよ兄ちゃん。それに姉さんも。昔と同じでいいからさ。今も昔も、俺にとって二人は兄ちゃんと姉さんなんだから」

　今度はシュンと落ち込んでしまった。

　ミオンも、遠目からだが何度かコルトの姿を見たことがある。それに武勇も聞いているが……こんな子供っぽいところがあるなんて思いもよらなかった。

　久しぶりに会ったクロアとウィエルを見て、ずっとテンションが上がりっぱなしのコルト。

　さすがに話が進まないと思ったのか、アーシュタルはこほんと咳払いした。

「よいか？」

「あっ……！　す、すみません、陛下」

　テンションが上がったのが恥ずかしかったのか、コルトの顔は真っ赤だ。

　アーシュタルも苦笑いだが、すぐに緩んだ顔を引き締めた。

「今日の要件は二つ。まず勇者アルカ殿のことだ」

「……勇者殿の？」

　コルトも顔を引き締め、四人をソファーに勧めた。

　待機している騎士がお茶を入れている間、アーシュタルが現状のアルカについて説明する。

　最初は真顔で聞いていたコルトも、話を聞くにつれて顔色が青ざめていく。

　アーシュタルの説明が終わり、場に重い空気が流れた。

　コルトも、アルカがクロアの息子だということは聞いていた。

　だからこそ自分が面倒を見たかったのだが、如何せん騎士団長として激務に追われる日々。だからこそ信頼する副団長、ベレッタに任せたのだが。

「まさかあいつが、淫魔の魔法に操られるとは……」

　誇り高き騎士道に身を置く者として、そんなことはあってはならない。

　いくら相手が魔王軍幹部と言えど、絶対に。

「兄ちゃん、姉さん……いや、クロアさん、ウィエルさん。この度は本当に申し訳ありません」

　なら自分にできることは、精一杯の土下座だった。

　さすがに一国の王子が土下座なんて許されない。クロアとウィエルは慌てて立ち上がり、コルトの肩を掴んで頭を上げさせた。

「や、やめてくれコルト。王子たるお前が、一介の村人にそんな簡単に頭を下げるな……！」

「そうですよ。コルト君が気にすることありません」

「しかし、勇者殿は人類の希望。さらには昔お世話になった恩人のご子息。それを預かる身でありながら、このような不始末。どのように詫びれば……！」

　コルトの胸の中は羞恥と申し訳なさでいっぱいだ。

　もし自分の身がもっと自由であれば、自分がアルカの面倒を見ていただろう。

　嘆いても嘆ききれない。悔いても悔やみきれない。

　そんなコルトの前に、アーシュタルが跪いた。

「コルトよ、顔を上げよ」

「陛下……この度の非は、すべて私のせいです。責任を取って……」

「いや、いい。過ぎたことをどれだけ悔いてもキリがない。時が戻らない以上、過去を振り返っても過去は変わらん。だが現状を少し変えれば、自ずと未来は変わる」

「……ハッ」

　アーシュタルの言う通り、いまさら過去は変えられない。

　なら、次はどうするか、だ。

「アルカ殿はすでに罰を受けている。クロアの恐怖も再確認したようだし、同じような間違いは起きないだろう。騎士団はそれを全力でサポートするのだ。よいな？」

「ハッ！」

　頭の中で訓練内容や管理方法をシミュレートしていると、アーシュタルが「ところで」と話を変えた。

「要件の二つ目だが、私は近々引退する」

「はぁ、いんたい……え？」

　いんたい、インタイ、いんたい……？

　言葉の意味がわからずフリーズしてしまった。

　呆然としたまま、コルトはアーシュタルの言葉を聞く。

「文字通り王位を退く、という意味だ」

「そんな！　まだお元気ではないですか！」

「私も歳には勝てん。それに元気なうちに、次の王を育てなければならんからな」

　コルトを立たせ、アーシュタルの目が真っ直ぐに向けられる。

　何となく察しはついている。

　だが、どうしても受け入れ難い。

「そしてその座には、コルトに継いでもらおうと考えている」

「……そう、ですか……」

「何を惚けている。この国の王位継承権第一位はお前だ。わかっていたことだろう」

「そ、そうですが、私は剣を振るうことしか能のない男ですよ？」

「私も昔はそうだった。地位は人を作るというだろう。それに最初は私も付いている。安心しろ」

「安心しろって……」

　いくらなんでも唐突すぎる。覚悟も何もできていないし、今は魔王軍との戦闘も各地で激化している。

　あまりにも時間がないのに、この状況で王位に就いていいものなのだろうか。

「何、今すぐというわけではない。お前も次期騎士団長への引き継ぎ等があるだろうからな。私もまだ動ける。一、二年を目処と考えてほしい」

「……承知しました、陛下」

　いつまでも子供みたいにうだうだ言っていられない。

　いつかは来るとわかっていた。なら後は覚悟を決めるだけだ。

　内心鼻息荒く息巻いていると、クロアがコルトの頭を撫でた。

「コルト、何かあれば俺らを頼ってくれていいからな。荒事だけは得意だ」

「自信満々に言うことじゃありませんよ、あなた。まあ、可愛い弟分の頼みでは、やぶさかでもないです」

「……はは。うん、ありがとう兄ちゃん、姉さん」

　そんな三人を、アーシュタルは微笑ましく見つめる。

　が、ミオンだけが戦慄していた。

（気付いているのでしょうか……今コルト様は、最強の懐刀を手にしたことを）

　ウィエルからの講評を受けていた時、アルカと話していたことが聞こえていたが、クロアは魔王を一度殺したことのある村人。

　ウィエルも魔法の腕にかけては世界最強だろう。

　そしてコルト本人も、王国最強と呼ばれる騎士。

（更生したアルカさんもいるし、今は魔王という人類共通の敵がいるとはいえ、もし将来的に国家間の戦争が起こったら……この国に手出しするのは、命取りでしょうねぇ……）

　だが、ミオンも気付いてはいなかった。

　そんな化け物の弟子として育てられている、自分のことを。

「ところで、兄ちゃんたちはこの後どうするの？」

「ああ、少し国を見て回ろうかと思う。アルカが生まれてから、ずっと村と近隣しか見てなかったからな」

　この十数年で国がどんな風に変わったのかも見てみたいし、何よりウィエルを十数年も村に閉じ込めてしまった。

　最愛の人を想うと、今すぐ村に帰るというのは考えられない。

　すると、コルトが「な、ならさっ」と少し気まずそうに頬を掻いた。

「ちょっと稽古付けてもらえないかな。その……昔みたいに……」

「む？　ああいいぞ。ちょうどお前がどれくらい成長したのか、気になってたところだ」

「やった……！　じゃあ訓練所……は今取り込み中だっけ。じゃあ郊外に行こう」

　ウキウキしているコルトが部屋を出ようと準備する。

　クロアもそれを追いかけようとすると、ウィエルからストップが掛かった。

「待った。あなた、ダメって言いましたよね？」

「いや、しかし俺からは仕掛けてないぞ。コルトからだ」

「うんっ、俺がやりたい！」

　ニッコニコのコルト。親戚のお兄ちゃんに遊んでもらえて嬉しい子供感がある。

　さすがにこんな笑顔を見せられたら、ウィエルとしてもダメダメ言いづらい。

「はぁ……わかっていますよね、あなた。もしコルト君に何かあったら、国賊ですよ？」

「姉さん、心配してくれてありがとう。でも俺、大丈夫だよ」

「大丈夫って……何を根拠に」

「だって俺、強いから」

　コルトの自信満々な言葉に、ウィエルはキョトンとするとすぐに呆れ顔になった。

「はぁ、コルト君も昔からちっとも変わらない……」

「ふっふっふ。兄ちゃんと陛下ならわかるでしょう。男はいつまでも少年だということが」

「「「なっ！」」」

　クロア、アーシュタル、コルトが満面の笑みでサムズアップした。

「あの、これに理解できないの私だけでしょうか？」

「大丈夫ですよ、ミオンちゃん。私も理解できません」

「……世の中広いですね」

「変な見識は広めなくて結構です」

　全員馬車に乗って移動し、郊外へ。

　荒野が広がるここなら、衝撃波や破壊の余波で街や人に危害が出ることはない。

　そこで、丸腰のクロアとフル装備のコルトが対峙していた。

「まずは十秒間、全力で斬りかかって来い。その勢いと剣筋で、お前の腕に合わせて力を調節してやる」

「わかった。……でもいいの？　もしかしたら俺、勝っちゃうかも」

「それならそれでいいぞ」

「……なら、そうさせてもらおうかな」

　目の鋭さが増し、剣を抜いた。

　直後、辺りに濃密な圧が広がる。

　ウィエルとミオンは目を見張った。この圧、ドドレアルと遜色がない。

　少し離れてこれだけの圧を感じるのだから、クロアは何を思っているのだろう。

　二人のちょうど中央に立つアーシュタルが、咳払いをして双方を見た。

「それでは、私が合図を出そう。もし危険があるようなら、ウィエルが魔法を使って止める。良いな？」

「ハッ」

「よろしくお願いします」

「それでは――始めィ！」

　刹那、コルトが消えた。

　クロアも決して油断していたわけではない。

　だが、出遅れたと直感した。

　しかしクロアも並の人間ではない。

　並外れた危機察知能力と本能、空間認識により、斜め後ろから斬りかかってきた剣を人差し指と中指で掴んだ。

　前代未聞、二本指での白刃取り。

　だがクロアでも勢いを止めきれず、衝撃は脚を伝って地面を陥没させる。

　久しい感覚に、クロアも少し破顔した。

　そのまま二本の指で押し返すと、それだけでコルトは数十メートルも吹き飛ばされる。

　宙で回転して勢いを殺し、間髪入れずクロアへと肉薄。

　一秒のうちに数十の剣撃を放つが、クロアは尽ことごとく弾き返した。

　さすがに刃を真正面から受けたら、クロアとて怪我はする。

　だが剣の腹を弾けば、それだけで剣の軌道は逸らされる。

　超高速の連撃だが、クロアは寸分たがわずそれをこなしていた。

「さすが兄ちゃんっ。俺のスピードに付いてこれるなんて……！」

「コルトこそ、よくぞここまで己を高めた」

「ッ！」

　一瞬、クロアの右腕がブレた。

　まずい――そう直感したコルトが間合いを取ると、さっきまでコルトがいた場所にクロアの拳が突き刺さった。

　数メートルも地面がめくれ上がり、巨大な穴を空ける。

　今の避けなかったら、間違いなく大怪我じゃ済まなかっただろう。

　冷や汗が頬を伝い、荒れた呼吸を落ち着かせる。

　誰かとの戦闘でこんなに肝が冷えたのは、本当に久々だった。

「ふむ、ふむ。このスピードを見切るとは、大したもんだ」

　クロアもまさか避けられるとは思ってなかったから、少し意外だった。

　今のはスピードに重きを置いたパンチだったが、これを避けられたのは魔王以来初めてのことだ。

　クロアはそっと息を吐き、再度肩を回した。

「十秒経ったな。なら……七割くらいで相手をしようか」

　七割。

　その言葉をそのまま受け止めれば、クロアに七割まで力を認められたということ。

　逆を言えば、今のコルトには七割で十分だということ。

　コルトの心内は……後者に傾いた。

「チッ――！」

　クロアの言葉は、コルトの心の逆鱗に触れた。

　心を燃やし、だが頭はクールに。

　剣を八相に構え、超高速でクロアへ接近する。

　だがもうクロアに同じ手は通じない。

　動体視力と反射神経のギアを上げたクロアは、難なくコルトの手を掴んで止めた。

「フッ！」

「ッ!?」

　腕を捻りあげる。

　即座に曲げられた方に回転し、クロアの手を蹴り上げて無理やり引き剥がした。

　すぐに距離を取り、腕を確認する。

　折れてはない。捻ったのか痛みはあるが、ちゃんと曲がるし、手も握れる。

「いい判断力だ。あと五センチ遅かったら折れていたな」

「本当に折れてたらどうするんだよ……」

「それは心配していない。お前の実力を信じてるからな」

「ぅ……もう、兄ちゃんったら……」

「照れてる場合か？」

「ッ……!?」

　今度はコルトが、クロアの姿を見失った。

　決して油断してるつもりはない。瞬きもしていない。視点をクロアだけに集中せず、遠山の目付けで周囲にも気を配っていた。

　それに加えてあの巨体。まさか見失うとは思わなかった。

　気配探知で周囲を確認するが、あれだけ濃密な気配と圧が完全に消えている。

　だがコルトも、いくつもの死線を乗り越えた歴戦の戦士。

　全神経を集中する。

　クロアと言えど、攻撃の際には闘気が漏れ出るはず。

　捉えるなら、チャンスはその一瞬。

　わずかな気配も逃さないよう、意識を全方位に集中し……チリッ――後頭部がチリついた。

「そこッ！」

　振り返ると同時に剣を斬り上げる。

　いた、クロアだ。拳を振り上げているクロアがいる。

　だが寸止めなんてことはしない。クロアが相手なら、殺す気で……！

　遠慮することなく、全力で振り抜くと――ザクッ！

「……ぇ……？」

　手から伝わる慣れた感覚。

　肉を斬り、骨を断つ。

　舞い散る鮮血。断ち切れる胴体。

　あまりの事態にコルトの思考と体は硬直した。

　こんな簡単にクロアを斬れるはずがない。何かの間違いだ。そう思いたかった。

　だが手に残るこの感覚は、間違えようがない。人間を斬った感覚だ。

　一瞬、魔法による幻覚と思ったが、クロアは魔法を使えないことくらい重々知っている。

　そうでないにしろ、魔法が発動した気配はなかった。

　つまり、これは本当のことで――。

「に、兄ちゃ……!?」

　コルトが声にならない叫び声を上げる――だが次の瞬間、クロアの体が空気に溶けるように消えた。

「……は？」

「こっちだぞ」

「んにゃっ!?」

　突如、脳天から伝わるコルト史上最大の衝撃。

　一瞬にして意識が飛び、騎士の命である剣を落として地面に沈んだ。

「ふむ。濃密な気配を応用した質量のある残像を出す相手とは初めてか。まだまだだな、コルト」

「大人気なさすぎるだろ、クロア」

「いや、これ陛下から倣ったんですが」

「む？　そうだったか？」

　人外の会話を交わすクロアとアーシュタル。

　ミオンは極力無視し、水に濡らしたタオルを手にコルトに駆け寄る。

　膝枕で頭を支え、タンコブができている脳天を冷やす。

「コルト様、大丈夫ですか？」

「……ぅ……ぅぅ……？　……あれ、君は……？」

　かなり強めに殴ったつもりだったのに、もう目が覚めたみたいだ。

「あ、クロア様とウィエル様の弟子、ミオンです」

「そう、か。二人のお弟子さん……ん？　……んッ!?」

　今の自分の体勢に気付いたのか、コルトは顔を真っ赤にして飛び起きた。

「すっ、すっ、すまないっ！　淑女の脚に頭を乗せるなどしてしまい……！」

「いえ、私は気にしないのですが……ふふ。コルト様って純情なのですね。あれだけ強いのですから、女性にも強いのかと思っていました」

「う……まあ、その……兄ちゃんの強さを求めすぎて修行にのめり込むあまり、女性との縁がなくてね……」

　クロアと最後に会ったのは二十年前。

　それからというもの、強さを思い、強さを願い、強さを追い求め、強さのための人生を送ってきた。

　そのため、女性との関わりが極端に少ない人生だったのだ。

「ふむ……アルカも問題だが、コルトも問題だな。その歳で女性経験がないとは……」

「じょじょじょじょ女性経験がないとは言ってないからなぁ！　言ってませんからぁ！」

「えっ、コルト君って童て――」

「ちげーますぅ！　ちげぇますぅ～！」

　クロアとウィエルからの生暖かい目を向けられ、顔面が真っ赤になるコルト。

　この時代、十五歳で一児の親になることは珍しくない。結婚までは行かなくとも、遅くとも二十までには経験の一つや二つは済んでいる。

　コルトの年齢は二十五。しかも王子となれば、結婚していてもおかしくない。

「陛下、コルトの婚約者はいらっしゃるのですか？」

「いるにはいるが、この鍛錬馬鹿は放置しすぎていてな。さらに仕事で国中を飛び回っていて、まだ会ったことすらない。最近は嫌気がさしたのか、婚約破棄されそうになっている」

「アホすぎる」

「グサッ」

　コルトの胸にクリティカルヒット。

　脳天パンチとは別の痛みが全身を貫いた。

「うぅ……でも頑張らないと、兄ちゃんみたいに強くなれないじゃないかぁ……！」

　涙を流すコルト。

　さすがに見かねたのか、ウィエルがそんなコルトの肩に手を置いた。

「コルト君。鍛錬や仕事も確かに大事です。ですが、それで旦那様みたいになれるとでも？」

「ぇ……？　それって、どういう……？」




「旦那様は強い上に、妻である私をこの上なく大事にしていますよ」

「俺、婚約者に会ってくる！」




（（（（チョロ））））

　図らずも、この場にいた全員の気持ちが一致した。

　コルトは手合わせに満足し、ミオンから受け取ったタオルで頭を冷やしつつ立ち上がった。

「いてて……やっぱ兄ちゃんは強いなぁ」

「いやいや、コルトも強くなったよ。さすが王国最強の騎士様だ」

「え、煽られてる？」

「そういうわけじゃない。純粋な気持ちだ」

　実際、二十年でここまで強くなるとは思わなかった。

　その理由が、自分に憧れてくれているというのは嬉しい。

　地面に落とした剣を鞘に収め、コルトは顔を輝かせてクロアを見つめた。

「ところで、さっき戦ってみてどうだった？　俺、もっと強くなれる？　兄ちゃんみたいになれるかな？」

「努力次第だが……まあ、これからは国政とかで忙しくなって、満足に修行できないだろうな」

「う。それは困る……俺、もっと兄ちゃんみたいに強くなりたい」

「はっはっは。今のペースなら、あと数十年頑張れ」

「それ兄ちゃんが言うと冗談に聞こえないんだけど」

　今のペースで修行をすれば、数十年でクロアに追いつく。

　だが国王としての仕事に従事すれば、そのペースはガクッと落ちるだろう。

　だとしたら、もしかしたら一生追い付けないのかも……そんな気持ちになった。

「そんな気落ちすることはない。道を極めようとすれば、いずれ同じ場所に辿り着くだろう」

「……うん。俺、頑張るよっ」

　ふんすっと息巻くコルトの頭を撫でる。

　いつまでも子供扱いされたくないが、兄のいないコルトとしては兄貴分であるクロアに撫でられるのが好きだ。

　仏頂面をしながらも、雰囲気はめちゃめちゃ喜んでいる。

　ミオンはそんなコルトを見て、犬の耳と尻尾を幻視した。

「さて、陛下。そろそろ俺らは行きます。もう一週間もお世話になってしまいましたから」

「む、そうか？　アルカ殿はもういいのか？」

「まあ、あと数日はあのままでしょうから」

　さすがに何も用もないのにずっと滞在するのは気が引ける。

　まだまだアルカの攻撃の余波で破壊された村があるかもしれない。それらを巡って、ちゃんと謝罪をしないと。

　それに、まだ奴隷商の件も残っている。

　ガルドに任せたとは言え、奴隷商の横の繋がりは広い。だからそれに関しても、旅をしながら微力ながら手伝うつもりでいた。

「そうか。この一週間は楽しかったぞ、クロア、ウィエル。またいつでも来てくれ。もちろん、ミオンさんもな」

「は、はいっ。ありがとうございます……！」

　思わぬところで王族とのコネができてしまった。

　クロアたちといると、人生で一度も想像しなかったことが起こる。なんとなく、そう思った。

「じゃあコルト。精進しろよ」

「コルト君、また会いましょう」

「うん。兄ちゃん、姉さん、また」

　三人はアーシュタルとコルトに挨拶すると、人知れず王城を抜け出し、王都ニルヴェルトを後にしたのだった。




「クロア様、この後はどこに向かうのでしょう？」

　王都ニルヴェルトを出て丸三日が経った。

　夜の睡眠時間とわずかな休憩だけで、ずっと草原を歩いている。この三人での移動で走らず歩いているのは、ほぼ初めてのことだった。

　ミオンも兎人族。体力も人間よりあるから疲れることはない。

　だがこうもずっと歩いていると、さすがにどこに向かっているのかは気になる。

　クロアは「ん、言ってなかったか」と呟き、ポケットにしまっていた地図を取り出した。

「海に行こうと思ってる。アクレアナという港町があってな。この先、山を二つ越えた先にあるんだ」

「海……う、海、ですか!?」

　噂には聞いたことがある。

　見渡す限りのしょっぱい水たまりがあり、船に乗れば世界中どこにでも行くことができる、と。

　村という閉鎖的な環境に育ってきたミオンにとって、海は憧れの場所の一つだった。

　明らかにウキウキしているミオンを見て、ウィエルも顔をほころばせた。

「そういえば今向かっているアクレアナって、有名なビーチもありましたよね。どうせなら海水浴でもしますか？」

「いいんですか!?」

「はい。長い旅ですし、たまにはゆっくりするのもいいと思うんですが」

「わ、私入りたいです！」

　ウィエルとミオンのキラキラした目がクロアを見つめる。

　当然、クロアとしても断る理由もない。あと愛する妻の水着姿を見たいという欲求がひょっこり顔を覗かせていた。

「ああ、いいぞ。それに訓練で少しやりたいこともあったし」

「やりたいこと、ですか？　クロア様、それはいったい……？」

「……海水浴場に着いてからのお楽しみだ」

　ゾッ――そっとほくそ笑むクロアに、なぜだかわからないが急激に悪寒がした。

　助けを求めるようにウィエルを見る。が、ウィエルも不穏な笑みを浮かべていて何も言わない。

　急激に不安になってきた。




◆王城・訓練所◆




　アルカのビンタ刑が行われ、一週間が過ぎた。

　もうここまで来るとほとんどの人が満足したのか、訓練所には誰もいない。

　残っているのは、まだ吊るされているアルカとそれを座って見つめ続けるサーヤだけだった。

「サーヤ、許してくれ……みんな、本当にすまなかった……ごめん……ごめんなさい……」

「…………」

　自己再生力の向上で死に至ることはない。

　とは言え、一週間ほとんど休まずにビンタを食らっていたアルカの心は着実にすり減っていた。

　そんなアルカに近付き、サーヤは縄を切ってようやくアルカを解放した。

　この一週間、休むことなくずっと吊るされていたから、正直臭いがキツい。

　だけどサーヤはそんなこと気にせず、そっと膝枕をしてアルカの頭を撫でた。

「……この三年間、私がどんな気持ちでいたか……わかる？」

「……ごめん……」

「私、本当に辛かったのよ。ずっと一人で……」

　この三年間を思い出す。

　いくら注意してもアルカには無視される。

　婚約者ということを明かせず、周りからは邪魔者扱い。

　不安と怒りで眠ることもできず、でもどこにぶつけたらいいのかもわからない。

　そんな生活が、三年も続いた。

　耐えられるわけがなかった。

「お義父さんとお義母さんに聞いたよ。リリスっていう淫魔がみんなを操ってたって。それに、アルカも少しだけど催眠に掛けられてたって」

「サーヤ……」

「でも、そんなことどうでもいいの。……もうアルカのこと信じられない……信じられないんだよ……」

　サーヤの綺麗な目から流れる涙が、とめどなくアルカの頬を濡らす。

「アルカのせいじゃないってわかってる。みんなのせいじゃないってわかってる。全部魔族と魔王が悪いのはわかってるの。……でも、人の気持ちってそういうものじゃない。理解と感情は別。……私、これからどうアルカを信じたらいいの……？」

　涙ながらに零れる一つ一つの言葉が、アルカの心を抉る。

　今のアルカが何を言ったところで、サーヤの心には届かないだろう。

　信用をなくし、信頼を裏切り、落ちるところまで落ちた。

　そんなアルカにできることは……。

「……行動、か……」

　父クロアがアルカに与えた言葉だった。

「ぇ……？　アルカ、今なんか言った？」

「いや、なんでもない」

　クロアとの会話を思い出す。

　思うこと、願うことは誰にもできる。

　なら、行動するしかない。

　思っても願っても変わらないのなら、行動で変えるしかない。

　寝るな。立ち上がれ。

　立ち止まるな。前へ進め。

　そう自分を鼓舞して、アルカはゆっくり立ち上がった。

「サーヤ、本当にごめん。どうか俺のことは忘れてほしい。そして、幸せになってほしい。……サーヤのことを傷つけてしまった俺に、サーヤの隣に立つ資格はない……」

「アルカ……」

「でも見ててくれ、サーヤ。……俺、魔王を倒すから」

　足を踏み出し、振り返らず真っ直ぐ歩いていく。

　皆に迷惑を掛け続けたこの三年間は、到底償いきれるものじゃない。

　なら、できることは一つ。

　魔王を倒し、世界に平和をもたらす。

　今のアルカには、それしかできないから。
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「そういえば、あの辺の海だと海底の国がありましたね」

　港町アクレアナへ向かう道中、ウィエルが思い出したかのように呟いた。

　海底の国という聞きなれない言葉に、ミオンが首を傾げる。

「海底の国、ですか？　え、海底って、海の底ですよね？」

「文字通り、海の底ですね」

「海って、すごーく深いって聞いた覚えがあるんですけど」

　ミオンは海を見たことがない。だから海の広さや深さは風の噂でしか聞いたことがないんだが、想像を絶する深さだと聞いたことがある。

「間違いないですよ。光が射さない、すごーく深い場所です」

「……そんな場所に国があるんですか？」

　ミオンは伝承や、世界中で語られるおとぎ話が好きだ。海にまつわる伝承やおとぎ話も、いくつか知っている。

　しかし海底の国なんて、噂話でも聞いたことがない。もし本当にそんな場所があるのだったら、いろんなところで聞きそうなものだが。

　と、話を聞いていたクロアが「うむ」と頷いた。

「聞いたことがないのも無理はない。何せ、人類のほとんどが到達したことがない場所だからな」

「人類のほとんどが……？」

　想像を超える規模に唖然とした。人類史の中で、ほとんどの人間が行ったことがない場所が存在するとは思わなかったから。

　しかし気になることがある。

「ほとんどということは、行った人がいるんですよね？　もしかしてそれって……」

「ああ。俺とウィエルだ」

「やっぱり」

　案の定だった。しかしこの二人なら納得できる。むしろ二人が行けない場所なんて、この世に存在しないだろう。

「そのことって誰にも話していないんですか？」

「話してないぞ。話したとしても誰も見にいけないし、嘘だと言われるのが落ちだからな」

「まあ、そうですね」

　ミオンは二人の実力を間近で見てきたから信じられるが、誰とも知らない人が聞いても信じられないだろう。しかもそれが海底となるとなおさらだ。

「いいですねぇ、冒険みたいで。私も見てみたかったです」

「何を他人事のように言ってるんだ？」

「え？」

「俺らと一緒に旅をしていて、行きません、行けませんは通用しないぞ」

　クロアはにやりと破顔すると、地図を片手にミオンの肩を叩いた。

「いい機会だ。行こうじゃないか……深海千メートル、海底の国ディプシーへ」

　…………。

「え？」
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